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ち全上のご注意 


ご使用の前に r 安を上のご注意 J をよ<お読みの上、正し<お使い<ださい。 
この r 安を上のご注意 J は製品を安をに正し<使用していただを、あなたや 
他の人々への危害やが産への損害を未然に防止するために、重要な内容を記 
載しています。内容を埋解してか6本文をお読みいただま、お読みになつた 
をは、お使いになる方がいつでち見6れるところに必ず保管して<ださい。 


表示と意味は巧のよ3になつています。 


A 危巧 


この表示を無視して、誤った取り巧いをすると、人が死亡 
または重傷を負5可能性が高いと想定される内容を巧して 
います。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死亡 
または重傷を負う可能性び想定される内容を巧しています。 


A ミ主意 


この表示を無巧して、誤った取り扱いをすると、人び傷害 
を負5可能性び想定される内容および物的損害の発ちび想 
定される内容を巧しています。 


お守りいただく内容の種類を、巧の給表示で区分し、説明しています。 


給表示の例 


A A 記号は、注意（警告を含む）を促す内容を告げるらのです。図の中や 
近くに具体的な注意内容（を図の場合は感電注意）び描かれています。 



( S ) 記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を告げるらのです。図の中 
や近くに具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）び描かれています。 


^ •記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるらのです。図 
&の中や近くに具体的な強制内容（を図の場合は電池を取る）び描かれてい 
ます。 
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A 警告 


(カメラにごいて） 



分解したり修理-改造をしないこと 

感電したり、異常動作をしてケガの原因となりまず。 



落下などによって破損し、内部が露出したとまは、露出部に手を触れないこと 

感電したり、破損部でケガをずる原因となりまず。 

電池を巧いて、販売店またはニコンヴービスセンターに修理を依頼してください。 



熱くなる、煙が出る、こば臭いなどの異常時は、速やかに電化を取り出すこと 

そのまま使用ずると义災、やけどの原因となりまず。 

電池を取り出ず際、やけどに充分を意してください。 

電池を巧いて、販売店またはニコンヴービスセンターに修理を依おしてください。 


(D 

水かけ禁止 


水につけたり、水をかけたり、雨にめ6したりしないこと 

発乂したり感電の原因となりまず。 


Q 引义、爆発のおそれのある場所ではほ用しないこと 

プ□パンガス、ガソリンなど引义性ガスや粉塵の発生ずる場所で使用ずると爆発や义災の原因となりまず。 

使用禁止 


Q 

見ないこと 


レンズまたはカメラで直接太陽や強い光を見ないこと 

失明や視力障害の原因となりまず。 


Q 車の運面者等にむけてスピードライトを発光しないこと 

事故の原因となりまず。 

巧巧禁止 

Q スピードライトを人の目に近づけて発光しないこと 

視力障害の原因となりまず。 

巧巧禁止特に乳幼児を撮該ずるときは ImL ソ上離れてください。 


A 幼巧の□に入るかさな付属品は、幼巧の手の届かないところに置くこと 

/ ：\幼児の飲み込みの原因となりまず。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。 

A ストラップが首にさを付かないよ5にすること 
巧に幼巧-巧童の首にストラップをかけないこと 

" W 首に巻を付いて窒息の原因となりまず。 


ミ全上のご注意-っづき - _m 


A ま局 (カメラにごいて） 

A めれた手でさわ6ないこと 

感電の原因になることびありまず。 

感電を意 


A 製品は、幼巧の手の届かないところに置<こと 

ケガの原因になることがありまず。 

巧管を意 

A ほ用しないとをは、レンズにキャップをつけるか太陽光のあた百ないところに保管すること 

/ !\太陽光が焦点を結び乂災の原因になることびありまず。 

巧管を意 

A =脚にカメラやレンズを取り付けたまま巧動しないこと 

' !\転倒したりぶつけたりしてケガの原因になることがありまず。 

移動を意 


A も巧 (リチウム電池について) 

A 電池か6をれたおび目に入つたとをはすぐにをれいな水で巧い、医師の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に傷害を与える原因となりまず。 

を巧 


A 醫告 


(リチウム電池について） 


電池を义に入れたり、加熱しないこと 

V V 液もれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

禁止 



分巧禁止 


電池を シヨー ト、分解しないこと 


液もれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


A 電池に表示された警告-ま意を巧ること 

液もれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

醫告 


A ほ用説明書に表示された電池を使用すること 

_液もれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

養告 
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新しい電池とほ用した電池、種類やメーカーの異なる電池をまぜて使用しないこと 

V \/液もれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

禁止 


A 


か装チューブをはびした0、キズをつけないこと 

液もれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


A 


電化は幼巧の手の届かないところに置<こと 

幼児の飲み込みの原因となりまず。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。 


A 


電池の r + j と r — j の向ををまちびえないよ5にすること 

液もれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


(§) 

水かけ禁止 


水につけたり、め5さないこと 

液もれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


Q 

禁止 


巧電式電池なかは巧電しないこと 

液もれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


A 


電池を廃棄するとをは、テープなどで接点部をお縁すること 

他の金属と接軸ずると、発熱、破裂、発乂の原因となりまず。 
お住まいの自治体の規則に従って正しく廃棄してください。 


A 


電池か6をれたおが巧膚ゃ巧 flg に付いたとをはすぐにをれいな化で洗5こと 

そのままにしておくと、皮膚びかぶれたりずる原因になりまず。 
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はじめに 


このたびはニコン F 6 をお買い上げいただを誠にありびと5ございまず。ごほ用の前に 
この r 使用説明書 J をよくお読みのラえ、巧分に理解してか6正しくお使いください。 
お読みになつた後は、お使いになるちがいつでを見6れる所に於ず保管してくださし、。 

このカメラには、巧のような特長びあります。 

• 9つのク□スタイプセンサーを含む]]個のセンサーを備えた、高速 AF モジュール（マル 
チ CAM 200 0) の搭載により、高速連続撮影においてを優れた AF 性能を発揮し、動さの 
不規則な被写体でを精度の高いピント合わせを可能にします。 

• 「100已分割 RG 目センサー」を使用した rSD - RG 目マルチパターン測光」により、ほとん 
どのシーンで簡単かつ効果的に適正露出を得ることびでさます。 

• 大型背面表示パネル上でのメニュー形式による各種設定や、撮影をの好みに合わせて内容 
をセットすることび可能なカスタム機能、2種類のコマンドダイヤルやマルチセレクター 
の採用により、極めて高い操作性を実現しています。 

• 堅牢なボディーと、交換レンズをはじめとする豊富なニコンシステムアクセヴ U —群により、 
このカメラ1台で様々な撮影領域をカバーすることび可能です。また、ニコンク IJ エイティ 
ブライティングシステムにち対応しており、ニコンク U エイティブライティングシステム機 
能を搭載したスピードライトと組み合わせて使用すると、多彩なスピードライト撮影を行ラ 
ことびでさます。 

• 撮影時のシャッタースピードや絞り値、レンズの焦点距離などの撮影データをカメラに記憶 
し、コンパクトフラッシュカードに保をすることびでさます（別売のデータ U —ダー使用)。 

■表記上のおことわり 

/-本文中のマークについて- X 

の：カメラの故障を防ぐために注意していただきたいことや守っていただきたいこ 
^ とを記載しています。 

^ :カメラを使用する前に知っておいていただきたいことを記載しています。 

因 I :カメラを使用する場合に、便利な情報を記載しています。 

CSM :カスタムメニューにより、各機能を撮影ち自身の好みに合った状態にセットで 
きる内容が書かれています。ル文字のアルファベットおよび数字はその機能の 
メニューナンバーです。 

W :参照ページが書かれています。 


■インターネットご利用のちへ 

• 使用上のヒントなど、最新の製品テクニカル情報を政下の当社 web サイトでご覧いただ 
けます。 

http://www.nikon-image.com/jpn/support/index.htm 

-製品をより有効にご利用いただ<ため、定期的にアクセスされることをおすすめいたします。 
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ご確認ください 


■保証書とカスタマー登録力ードについて 

この製品には保証書とカスタマー登録カードび添付されていますので、ご確認ください。 
•保証書の詳細につきましては、 P .18 已の「アフターヴービスと保証について」をご覧 
<ださい。 

• カスタマー登録は下記ホームページからを行えます。 

http://reg.nikon-innage.conn 

■ 使用説明書の再発巧はニコンヴービスセンターへ 

使用説明書の内容び破損などによって判読でさなくなったとさは、ニコンサービスセンター 
にて新しい使用説明書をお巧めください（有料)。 

■撮影の前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海外旅行など）をする時には、必ず試し撮りをして、カメラび正常 
に機能するかを事前に確認してください。 

• 本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費用及び利益喪失等に関する損害） 
についての補償はご容赦願います。 

■ 定期的に点巧ヴービスを受けて< ださい 

カメラは精密機械ですので、 ] 〜2年に一度は定期点検を、3〜已年に一度は才ーバーホー 
ルされることをおすすめします（有料)。 

• 特に業務用にご使用になる場合は、早めに点検整備を受けてください。 

•点検整備を依頼される際は、より安むしてご愛用いただけるよう、一緒にお使いのレン 
ズやスピードライト等を併せて点検依頼されることをおすすめします。 

■本製品を巧ぶ t してご巧用いただ<ために 

本製品は、当社製のレンズ及びスピードライトなどのアクセヴ U —に適合するように作ら 
れておりますので、当社製品との組み合わせでご使用ください。 

•他社製品との組み合わせ使用により、事故、故障などび起こることをございます。 

■付属品について 

• この製品には次のよラな付属品び同捆されていますので、ご確認ください。 



3 V リチウム電池2本 SBP .20 


ストラップの取り付けち 
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各部の名称と主なはた! 5 き 


■カメラ本が 
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①測光モードダイヤル□ックボタン 

. 田 P .30、64 

③ 視度調節ノブ . 田 P .83 

④ 測光モードダイヤル . 田 P .30、64 

④上面表示パネル . 田 P .12 

感露出モードボタン….田 P .30、 目6〜73 
(6) 吊り金具 

な）露出補正ボタン . 田 P .76 

® シャッターボタン . 田 P .22 

(9) 電源スイッチ . 田 P .20、23 

サブコマンドダイヤル.…田 P . 16〜] 7 

⑩プレビューボタン . 田 P .8 己 

@卷き戻しクランク . 田 P .49 

⑩卷き戻しノブ . 田 P .26、36、49 

@セルフタイマー表示 LED . 田 P .84 

够給送モードセレクトダイヤル□ックボタン 

. 田 P .26、47、84、8 日 

@シンク□夕ーミナル . 田 P .1 日2 


⑩]0ピンターミナル . 田 P .176 

通)ターミナルキャップ 

(§) レンズ取り外しボタン . 田 P .24 


(§) フォー カ スモー ドセレクトダイヤル 

. 田 P . 已0、63 

@フアンクシヨンボタン 

. 田 P .] 10、151、158 

@王脚ネジ穴 . 田 P .19] 


@電池ホルダー着脱ノブ . 田 P .20 

@アクセサリーシュー . 田 P .162 

感アイピースシャツターレバー田 P .83、84 
屬)給送モードセレクトダイヤル 

. 田 P .26、47、84、86 

@才ートブラケティングボタン... BSP .77 
R 2( フィルム卷き戻し）ボタン.田 P .48 
(§) コマンド□ツクボタン ..... 阻ド.日9、7] 

(§) フィルム確認窓 . 田 P .27 

额背面表示パネル . 田 P .14 

@ MENU ボタン . 田 P .1 已、90、]已3 

(§) IS 日感度ボタン . 田 P .46 

(§) ファインダー接眼窓 

@アイピース DK -17. 田 P .83 

避) AE / AF □ックボタン田 P .60、 74、 10] 

避) AF 作動ボタン . 田 P . 已1、97 

@ メインコマンドダイヤル.田 P .16 〜] 7 

通)マルチセレクター . 田 P .18 

(§) マルチセレクター□ツクレバー 

.@ P .28、53、90 

(§) AF エリアモードセレクトダイヤル 

. 田 P .28、 已2、已4 

⑩ R ] ボタンカバー . 田 P .48 

@ R ] (フィルム卷き戻し）ボタン.田 P .48 
© INFO ボタン ...... 田 P .124、] 已0、 ] 已3 

@シンク□モードボタン . 田 P .1 日3 
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各部の名称と主なはた! 5 き -つづき一 


■上面表示パネル 

• 説明のため全ての表示を点灯した状態です。 


® @ ® ® ® 


r 巧旧服 

击 8.8 

l^mihliiihmiiiliiiiimiiilihhl^ 


旧飘 


9) ® ® 超® 


< 8 ) 


①シャツタースピー ド □ツクマーク. 田 P .69 
(2) シャツタースピー ド表示 

. 田 P .68、72、82 

④絞り段数マーク . 田 P .2 已、42 

④絞り □ツ クマーク . 田 P .7] 

感絞り値表示 . 田 P .70、72 

(6) シンク□マーク . 田 P .10 目 

③露出モード表示 . 田 P .30、 日6〜73 

® 才ートブラケティングマーク ... 田 P .77 


感プ□グラムシフトマーク . 田 P .6 目 

通)露出補正マーク . 田 P .7 目 

⑩バッテリーチ王ック表示 . 田 P .23 

⑩露出補正値表示 . 田 P .7 目 

⑩露出インジケーター . 田 P .73 

露出補正インジケーター . 田 P .7 日 

オートブラケティングインジケーター田 P .77 
@フイルムカウンター . 田 P .2 日 
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■ファインダー内表示 

• 説明のため全ての表示を点灯した状態です。 



①中央部重点測光エリア0 ] 2 mm . 田 P .6 已 

③ フォーカスフレー ム（エリア）..田 P . 已 2 

スポット測光エリア . 田 P .65 

④ 露出インジケーター . 田 P .73 

露出補正インジケーター . 田 P .76 

オートブラケティングインジケーター■田 P .77 

④露出補正マーク . 田 P .76 

感才ートブラケティングマーク ... 田 P .77 

(6) AE □ックマーク . 田 P .74 

な）シャッタースピード□ックマーク.田 P .69 

® 絞り□ックマーク . 函 P .7] 

(9) ピント表示 . 田 P .32、33 

颇測光モード表示 . 田 P .30、 64 


⑩ FV □ツクマーク . 田 P .1 已8 

⑩露出モード表示 . 田 P .30、6 目〜73 

@シンク□マーク . 田 P .106 

風シャツ タースピー ド表示 

. 田 P .68、72、82 


够絞り段数マーク . 田 P .2 已、42 

@絞り値表示 . 田 P .70、72 

⑩多重露出マーク . 田 P .143 

通)バッテリーチ王ック表示 . 田 P .23 

@フィルムカウンター . 田 P .26 

露出補正値表示 . 田 P .76 


(§) レディーライト . 田 P .162 
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各部の名称と主なはた! 5 き -つづき一 


■背面表示パネル（撮影情報表示時） 

• 撮影情報表示は通常、ノーマル表示で表示されますび、カスタムメニュー rd 7 :背面情 
報表示」で r 詳細表示」または r 拡大表示」に変更できます（田 P . 10已）。 

• 説明のため全ての表示を点灯した状態です。 


里 


@ (3) 

30び随1 


厮 

。""■技 

■ L = J — -® 

直 F-S 」 L- 1. 



訓日日化目ぶ因车1.乏^ 

- iso \ 1001 i > a =^ 


わ L 叫 U 

い E 化 

mM 


Je = 

■1^ 

が 

- S | 


詳細表示時 


① フィルム （ ISO ) 感度マーク .. 田 P .4 日 

② フィルム （ ISO ) 感度表示 ..... 田 P .4 日 

④ DX マーク . 田 P .27 

④才ートブラケティング補正ステップ 

. 田 P .77 

感才ートブラケティングマーク .. 田 P .77 
® シンク□モード表示 . 田 P .163 

③ オートブラケティングインジケーター 
. 田 P .77 

(8) 多重露出マーク . 田 P .143 

感多重露出回数 . 田 P .143 

通)写し込みマーク . 田 P .133、]37 

⑩カスタム表示 . 田 P .93 

⑩フォーカスエリア表示 . 田 P . 已2 

⑩ AF ヴーボ表示 . 田 P . 已〇 

@レンズ No . 表示 . 田 P .1 已〇 

返）シャッタースピード表示 

. 田 P .68、72、82 

(§) 絞り値表示 . 田 P .70、72 

⑩露出補正マーク . 田 P .76 

通)露出補正値表示 . 田 P .7 日 


©■堪 


@ _巧 


8000 F S も 

因 1+1 ■ 3| / 

湿「峽〇-ぶ^ 

.1 REQR 



コタ节 

■ LiA 


りみぶ 


拡大表示時 
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■背面表示パネル（メニュー画面表示時） 

• 撮影情報表示時に MENU ボタンを巧すと表示されます。 MENU ボタンををう一度押す 
と撮影情報表示に戻ります。 

•カスタムメニュー、セットアップメニュー、撮影メニュー、レンズ情報、言語 
(Language) に分かれています。 



•撮影メニュー(田 P .129) 



• レンズ情報（田 P .1 已 0) 



•言語 (Language) (田 P.1 已 2) 








各部の名称と主なはた! 5 き -つづき一 


■コマンドダイヤルと操作ボタン 

•このカメラには2種類のコマンドダイヤルびついています。各操作ボタンと併用、また 
は単独操作で次のよラな機能びセツトでさます。 



ヴプコ7ンドダイヤル 


メインコマンドダイヤル 


■フイルム関係 

• フイルム （IS 日）感度のセット （田 P.46) 



■露出関係 


•露出モードのセット（田 P.30、6 目〜 73) 



•露出モードび P の時のプ□グラムシフト（田 P.66) 
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• 露出モードび s またはけの時のシャッタースピー 
ドの□ック/解除[《’1](阻 P .69、72) 



•露出モードび A またはけの時の絞り値の□ッ 
ク/解除 I :※ 1] (田 P .71、72) 



•露出補正量のセット[※谷](田 P .76) 



• オートブラケテイングの撮影コマ数のセツト 
I :※ 3] (田 P .77) 



• オートブラケティングの補正ステップのセット 
I :※ 3] (田 P .77) 



■スピードライト関係 


•シンク□モードのセット（田 P .163) 


I :※ l ] CSMf 4 :シャッタースピードのセットをサブコマンドダイヤルで、絞りのセットをメ 
インコマンドダイヤルで行えるように変更できます（田 P .1 11)。 

I :※ 2] CSMb 3: コマンドダイヤルの操作だけで、露出補正が行えるように変更できます 
(田 P .99)。 

[•》3] CSMe 8 : メインコマンドダイヤルで才ートブラケティングの ON / OFF を、サブコマ 
ンドダイヤルで補正ステップと撮影コマ数の組み合わせをセットできるよう 
に変更できます（田 P .108)。 
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各部の名称と主なはた! 5 き -つづき一 


■マルチセレクターの基本操作 

•マルチセレクターを操作して、フォーカスエ U アの選択 
(阻 P . 已 2) やメニュー操作（田 P .90)、 撮影データの 
表示（田 P .124) を行うことびできます。 

• カスタムメニューけ2 :マルチセレクター起動」を「半 
巧し起動する」または 「AF 起動する」にセットすると、 
半押しタイマーび日 FF の時にマルチセレクターの操作で、 
半押しタイマーび日 N 、 またはオートフォーカスび作動 
するように変更できます（田 P .109)。 

■フオーカスエリア還択時 



▲(上）：上のフ ォーカ スエリアまたはフ ォーカ スエリアグループを選択 [《1] 

▼(下）：下のフ ォーカ スエ U アまたはフ ォーカ スエ U アグ ループを 選択[《1] 

►(ち）：ちのフォーカスエリアまたはフォーカスエリアグループを選択[《1] 

◄(左）：左のフォーカスエリアまたはフォーカスエリアグループを選択[《1] 

• 仲央）：中央の フォー カスエリアまたは フォー カスエリアグループを選択[《-2] 

■メニュー操作時 

▲让）：項目を選択、または数値等の設定[※召] 

▼(下）：項目を選択、または数値等の設定[《3] 

►(も）:決定、または次の画面に進む I :※ 3] 

◄(左）：キャンセル、または]つ前の画面に戻る[《3] 

• 沖央）：決定、または次の画面に進む I :※ 3] 

■撮影 データ表示時 

▲(上）：フィルム番号を選択、またはコマ情報を選択表示 
▼(下）：フィルム番号を選択、またはコマ情報を選択表示 
►(ち）：フィルム番号をみ定、またはフィルム番号選択画面に戻る 
◄(左）：撮影情報表示画面またはフィルム番号選択画面に戻る 

[※り CSMa 6 :マルチセレクターの巧す位置を変えることなく反対側のフォーカスエリアの 
選択が可能になる循環方式に変更できます（困 P .98)。 

[•《2] CSMf 1 :マルチセレクターの中央を巧したときの機能を、ファインダー内で選択され 
ているフォーカスエリアのフレームを点口させるように変更したり、中央を 
巧しても何も機能しないように変更したりできます（田 P . 109)。 

[※引 CSMf 4 :通常マルチセレクターを使用するメニューの操作を、コマンドダイヤルも使 
用してメニューの操作が行えるように変更できます（田 P.1 12)。 
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撮影の基本ステッ 


プ□グラムオートによる簡単な撮影方法を説明しています。 


ここでは、もっとも簡単な撮影方法として下表の装着レンズ、カメラ各部 
の設定を前提としています。一般的な撮影は、この撮影方法でほとんど行 
无ます。 


装着レンズ 

— G タイプまたは D タイプ AF レンズ 

SBP .24 

フィルム感度 

一阳 

SBP .27 

フィルム給送モード 

一 S (1 コマきき上げ） 

SBP .26 

フォー カスモード 

一 S (シングル AF ヴーボ） 

SBP .28 

AF エリアモード 

一 [«] (シングルエリア AF モード） 

SBP .28 

測光モード 

— K (3 D-RGB マルチパターン測光） 

SBP .30 

露出モード 

— P (プ□グラムオート） 

SBP .30 

カスタムメニュー 

—全て巧期設定 

SBP .92 〜112 


撮影の基本ステップ 
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. 電池を入れまず。 


このカメラには、 3 VCR 123 A リチウム電池を2本使用します。 



電源スイッチを OFF にし、電池ホルダー ( MS -41) 
着脱ノブをの方向に回して□ックを解除します。 

• 電池を入れる時は電源スイッチを OFF にしてから、2 
本とを同じメーカーの新品電池を使用してください。 



電池ホルダーをカメラか5引を出し、ホルダー 
内の®©表示にしたびってリチウム電池を2本 
入れます。 

• @6) を間違えると、故障の原因となる場合びあり 
ます。 




電池ホルダーをカメラに}串入し、着说ノブを (2 
の反対ち向に回してお実にロックします。 
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[5 電池の保管のご注意 

•電池は幼児の手の届かないところに置さ、万一、お子様び飲み込んだ場合はただちに医 
師に相談してください（安全上のご注意田 P . 已）。 

E 内蔵時計用のパックアップ電池について 

•このカメラには、内蔵時計用のバックアップ電池び内蔵されています。このバックアッ 
プ電池は 3 VU チウム電池や別売のマルチパワーバッテ U — パック M 目-40 (田 P .172) 
でカメラに電源び供給されている時に、約48時間で充電されます。充電び完了すると、 
カメラから 3 VU チウム電池を取り出したり、マルチパワーバッテ U —パック M 目-40を 
取りはずしてを、記憶された曰時び約4力月間保持されます。 

E カメラの内蔵時計びリセットしている場合について 

• 長期間カメラに電源び供給されない状態び続いた場合や、ご購入 
後初めてカメラに電池を入れた時、電源スイッチを ON にすると背 
面表示パネルにイラストのよラな警告び表示される場合びあります 
(各操作ボタンおよびコマンドダイヤルを操作すると通常の表示画 
面に戻ります)。この場合、日時の設定を行ってください（田 P .127)。 

-曰時び設定されていなくてを通常の撮影には支障はありませんび、撮影データ（年月 
曰、時刻）の記憶（曲 P .1 ]4)、撮影データ（曰時分、年月曰、時刻）の写し込み 
(田 P .130)、 インターバルタイマー撮影（田 P .14 已）は正しく行われません。 

-時計びリセットした後に電源スイッチを ON にすると、日時び2004年]月]曰0時0 
分にセットされ、計時を開始します。このまま曰時を設定しない状態で使用すると、 
電源スイッチを日 N にするたびに背面表示パネルにイラストのよラな警告び表示され 
ます。 

E 新品電池で撮影可能なフイルム本数については P.1 90 をご覧ください。 

3VCR123A リチウム電池なかの電源について 

•別売のマルチパワーバッテリーパック M 目-40 (田 P .172) を使用することにより、単 
3形電池8本または別売の Li - ion リチャージャブルバッテリ ー EN - EL 4 a / EN - EL 4 (別売 
のバッテリー室カノ（一目1_-3を併用）び使用可能になります。 

gj おかなどへお出かけの際は、モ備の電池をお持ち<ださい。 


時計が 

リセットしました 


日時を 

設定してください 


撮影の基本ステップ 
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. 電池の容量を確認しまず。 


上面表示パネルまたはファインダー内表示で電池容量を確認でさます。 




上面表示パネル 



ファインダー内表示 


電源スイッチを ON にして、バッテリーチェック表 
巧で電池容量を巧認します。 

• び点灯している場合、電池の容量は充分です。 

他の表示状態の場合は、次ページの表をご覧<ださい。 

• 電源スイッチを日 N にすると、半押しタイマーび日 N にな 
り、カメラの露出計び作動します。 


■シャッターボタンの半巧し操作と半巧しタイマーについて 

• 電源スイッチを日 N にしてから約8秒間、何の操作を行わ 
ないでいると上面表示パネルの一部、背面表示パネルの 
一部、およびファインダー内表示の全てび自動的に消灯 
します（半押しタイマー日 FF )。 この状態でシャッター 
ボタンを半押し（軽く押す）すると、半押しタイマーび 
作動して、再点灯します（半押しタイマー日 N )。 

• カメラの設定状態び下の場合、半押しタイマーび OFF 
の時に背面表示パネルに 「 F 日 Nikon 」 と表示されます。 
-フィルム感度：晒 

- AF エ U アモー ド： ["] (シングルエ U ア AF モー ド） 

-フォーカスエリア：中央選択 
-露出モード ： P (プ□グラムオート） 

-露出補正： 0.0 (補正無し） 

-ブラケティング：設定無し 
-写し込み：設定無し（全て日 FF ) 

-シンク□モード：先幕シンク□モード 


CSMC 4 :半巧しタイマーの作動時間を変更できます（田 P .102)。 
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0 バッテリーチェック表巧について 

•八' ッテ U —チェック表示の点灯状態と電池容量については I ソ下の通りです。 


上面表示パネル 

ファインダー巧表示 

(半巧しタイマー ON 時） 

内容 

(点灯） 

(点灯） 

電池の容量は充分です。 

ora 

(点灯） 

(点灯） 

電池容量び減り始めました。 



電池容量びわずかです。予備の電池を準 

(点灯） 

(点灯） 

備してください。 

ク / 

\ \ / 


__ jj — 

—_ 4 — 

電池を交換してください（シャッターび 

/ / \ 、 

/ / \ 、 

されな<なり、背面表示び消灯します)。 

(点滅） 

(点滅） 



• 使用する電池のメーカーや使用する場所の温度により、電池消耗の度合び異なります。 
特に低温時は、常温時より早めにバッテリーチェック表示亡^び点灯、点滅する場合 
びあります。また、低温のために、一時的にバッテリーチェック表示亡^び点灯、点 
滅した電池でを、常温に戻るとバッテ U —チェック表示び 〇® やに戻る場合 
びあります。 

電源スイッチを OFF にした場合の表示について 

• 電池び入っている状態で電源スイッチを OFF にすると、上 
面表示ノ くネルにフイ j レムカウンターのみび表示されます。 


言語と曰時の設定について 

•言語を設定すると、背面表示パネルに表示される内容び、設定した言語で表示されます。 
曰本語政外に、「ドイツ語」、「英語」、「スペイン語」、「フランス語」、「中国語（簡体)」 
に設定可能です（田 P .1 已2)。 

• 日時を設定すると、撮影データの記憶（田 P .114) や写し込み（田 P .130)、 インター 
バルタイマー撮影 （ SBP . 14已） などで正しい日時を使用することびできます (田 P .127)。 



撮影の基本ステップ 
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3 -レンズを取り付けまず。 


カメラの機能を充分に活用するためには、 G タイプまたは D タイプの CPU レ 
ンズの使用をおすすめします。 




2 

3 


カメラにレンズを取り付けます。 

• レンズの着脱指標とカメラの着脱指標を合わせ、 
時計と反対回りにカチッと音びするまでレンズを回 
します。 

• レンズ取り外しボタンは押さないでください。 

絞りリングを最ル絞りにセットします （ G タイ 
プなかの CPU レンズの場合)。 

•絞り U ングを最ル絞り（最を数値の大さい絞り） 
にセットし、必ず□ックしてください。絞りリング 
び最小絞りにセットされていない時は、電源スイッ 
チを日 N にすると上面表示パネルとファインダー内 
表示に巧？び点滅し、シャッターびされません。 

• 絞り U ングのない G タイプレンズを使用する場合、 
最ル絞り（最を数値の大さい絞り）にセットする必 
要はありません。 


■カメラか5レンズを取りかずには 



• カメラの電源スイッチを日 FF にして、レンズ取り外しボ 
タンを押しなびら①、時計回りにレンズを回します®。 
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n レンズの着说の際には 

• レンズの取り付け、取り外しの際は、レンズび不用意に作動しないよラ、カメラの電源 
スイッチを OFF にしてください。また、レンズの着脱は、直射日光を避けて行ってくだ 
さい。 

E カメラか5レンズを長時間かしておく時には 

•カメラからレンズを長時間外しておく時は、付属のボディーキャップ（阻 P .9)、 また 
は別売のボディーキャップ目 F -1 A を装着して、カメラの内部を保護してください（旧夕 
イプのボディーキャップ目 F -] は装着でさません)。 


E 使用可能なレンズについての詳細は P .40 をご覧ください。 

gj CPU レンズなかのレンズ（巧 CPU レンズ）について 

• 非 CPU レンズを使用する場合、絞り値の表示び開放からの段数表示（例：^ F ? [開放か 
ら2段の場合])になりますび、「レンズ情報」 （田 P .149) でレンズの焦点距離と開放 
絞り値を設定することにより、絞り値の表示や RG 目マルチパターン測光など、 CPU レ 
ンズ装着時のみ使用でさる機能の一部び使用可能になります。また、非 AI 方式レンズを 
使用する場合は、そのままでは装着でさませんので P .43 をご覧ください。 


撮影の基本ステップ 
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4. フイルムを入れ、給送モードをセツトしまず。 



電源スイッチを ON にし、卷を戻しノブを引を 
上げて裏ぶたを開けます。 



2 



フイルムを入れ、フイルムの先端をカメラのホ 

ちマークに合わせます。 

• フイルムのパト□ーネをイラストのように斜めに 
して、パト□ーネ上部をパト□ーネ用ガイドの下 
にくぐらせるようにして入れると、フィルム装填 
び容易に行えます。 

• フィルムの先端をしっかりと赤色マークに合わせ 
てください。ホ色マークより手前にしたり、越え 
たりすると、フィルムび正しく装填されない場合 
びあります。 

• フイルムび浮さ上びらないように、フイルムのパ 
卜□-ネを押さえて < ださい。 
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引を出した巻を戻しノブを戻し、裏ぶたをパチ 
ンと音びするまで静かに閉じると、フイルムび 
自動的に1コマ目まで空送りされます。 


• 上面表示パネルのフィルムカウンターに！び表示 
されると、フィルムの装填は完了です。 

•上面表示パネルとファインダー内表示に Err と f 
び点滅し、背面表示パネルに 「空送りエラー」 と 
表示されている場合は、フィルムび正しく装填さ 
れていません。裏ぶたを開けてフイルムを入れ直 
して < ださい。 



4 給送モード七レクトダイヤル□ックボタンを巧 
しなび5、給送モード七レクトダイヤルを S 
(1 コマ卷き上げ）にセットします。 


% 



















































n フイルムの出し入れの際のご注意 

• 初めてご使用になる場合は、シャッター幕を保護するカバーび 
付いていますので、フイルムを入れる前にこの保護カバーを取 
り外してください。 

• シャッター幕は非常に薄い幕ででさています。フイルムの出し 
入れの際、指やフイルムの先端びシャッター幕に触れないよラ 
に充分注意してください。 

• フィルムの交換は、直射日光を避けて行ってください。 


[5 卷を戻しクランクおよび巻を戻しノブについてのご注意 

• 巻さ戻しクランクでフィルムのたるみを取る操作はしないでください。フィルムびスプ □ 
ケットの歯から外れ、フィルムび正しく給送されなくなることびあります。また、シャッ 
夕一幕を破損する原因になります。 

• フィルム装填後はフィルムを卷さ戻すまで、卷さ戻しノブを強く押したまま給送するな 
どして卷さ戻しクランクの動さを妨げることのないようにご注意ください。フィルムび 
正しく給送されなくなることびあります。 

• このカメラの卷さ戻しノブには裏ぶた開閉の□ック機構びありませんので、ご注意くだ 
さい。 

P DX マーク付フイルムについて 

• フィルム感度を の にセットしてある時は、 DX マー 
ク付フィルムを使用すると、フィルム感度び自動的 
にセットされます （ISO 2曰〜曰000)。 

• フィルム感度を 阳 にセットして DX マーク付フィ 
ルム I ソ外のフィルムを入れると、上面表示パネル 
とファインダー内表示に レ r び点滅し、背面表示パネルに 「DX ERR 」 と表示して警告 
します。この状態ではシャッターびされませんので、手動でフィルム感度をセットして 
ください （田 P .46)。 

• フィルム感度び 阳 にセットされていない場合は P .46 をご覧ください。 

P フイルムの感度と規定コマ数は、フイルムお認窓でお認でをます。 

P フイルム上の撮影画像とコマ番号は一致しない場合びあります。 

の 給送モードについての詳細は P .47 をご覧ください。 

CSMd 1 :フィルムの1コマ目までの空送りが、シャッターボタンを巧すことで開始されるよう 
に変更できます（田 P .1 03)。 




DX マーク 付 

フイルム 

ISO (フイルム 
感度）表示 


DX マーク 



撮影の基本ステップ 
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5 -フオーカス機能をセツトしまず。 



フ オーカスモー ド七レクトダイヤルを 
S (シングル AF サーボ）にセットします。 

•フオーカスモードセレクトダイヤルの操作は、力 
チッと音びするまで確実に行ってください。 



AF エリアモード七レクトダイヤルを 
["] にセットします。 

• 1 ] 力所のフォーカスエ U アの中から、撮影者自身 
び選択した]つのフォーカスエ U アだけを使用して 
ピント合わせを行う、シングルエリア AF モードと 

なります（田 P . 已4)。 



マルチセレクター□ックレバーを回乾させて 
□ックを解除し、マルチセレクターで中央の 
フ オーカ スエリアを選択します。 

• シャッターボタンを半押しし、マルチセレクターの 
►を押して中央のフォーカスエリア 
を選択します（マルチセレクターの中央を押すと、 
中央のフォーカスエリアび選択されます)。 

• ファインダー内では、選択したフォーカスエリアの 
フレームび赤色に一瞬点灯します。また、背面表 
示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時）に 
は、選択したフォーカスエ U アび表示されます。 
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ノーマル表示時 


















巧フォ—カスモ—ドを s または c にセットした時のご注意 

•フォーカスモードを S (シングル AF ヴーボ）または C (コンテイニユアス AF ヴーボ）に 
セットした時は、レンズの距離リングを手で回さないでください（使用するレンズび 
M / A モードにセツトした AF - S レンズおよび AF - I レンズを除く AF レンズの場合)。 


P オートフ オー カスが苦手な被写体については P .62 をご覧ください。 


AF エリアモードの巧長 


AF エ IJ アモード 

特長 

["] 

シングルエリア 
AF モード 

選択した]つのフォーカスエ U アだけを使用してピント合わせを 
行います。 

脚 

ダイナミック 

AF モード 

選択した]つのフォーカスエ U アを使用してピント合わせを行い、 
選択したフォーカスエ U アからピントを合わせたい被写体び一時 
的に外れてしまった場合でを、他のフォーカスエ U アからのピン 
卜情報を利用して同じ被写体に対してピント合わせを行います。 

[〇] 

グループ 

ダイナミック 

AF モード 

選択したフォーカスエ U アグループ（隣り合う複数のフォーカ 
スエリアの組み合わせ）内の中央のフォーカスエ U アを使用し 
て、フォーカスエ U アグループ内でダイナミック AF モードのよ 
ラにピント合わせを行います。 

[■] 

至近優先 
ダイナミック 

AF モード 

1 ] 力所のフォーカスエリアのうち、自動的に最を手前にある被 
写体に重なっているフォーカスエ U アを使用してピント合わせ 
を行い、被写体び動いてピントの合ったフォーカスエリアから 
外れた場合でを、他のフォーカスエ U アを使用してピント合わ 
せを行います。 



E ! フォ—カスモ—ド、フォーカスエリア、 AF エ U アモードなどフォーカス機能の 
詳細は P . 已〇〜巨 3 をご覧ください。 
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6 -測光モードと露出モードをセツトしまず。 


測光モードを K (マルチパターン測光）に、露出モードを P (プ□グラム 
オート）にセツトします。 




測化モードダイヤルロックボタンを巧しなび5、 
測化モードダイヤルを(マルチパターン測光） 
にセットします。 

• ファインダー内表示にマルチパターン表示固)び点 
灯します。 

• ]0〇已分割 RG 巨センサーにより得られるさまざま 
な情報に基づいて、最適な露出値をミ夫定します。さ 
らに G タイプまたは D タイプレンズを装着した場合 
には、画面内の最大輝度、輝度差情報に加え、カメ 
ラから被写体までの距離情報を加味して測光の精度 
を高めた 3 D - RG 目マルチパターン測光となります 
(田 P .64)。 



2 


露出モードボタンを巧しなび6、メインコマンド 
ダイヤルで露出モードを P (プ□グラムオート） 
にセットします。 

•シャッターボタンを半押しすると、適正露出び得ら 
れるよラにカメラび自動的にセットしたシャッター 
スピードと絞り値び、上面表示パネル、背面表示パ 
ネル（拡大表示時および詳細表示時）およびフアイ 
ンダー内表示に点灯します。 
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gs 測化について 

•撮影しよラとする被写体（写したい対象物）の明るさを測ることを測光といいます。測 
光は露出（露光）ミ夫定時の重要な情報源で、これによりフィルムに最適な光量（適正露 
出）を与えるシャッタースピードと絞りの組み合わせび決定されます。通常、被写体び 
含まれる撮影画面内の明るさは必ずしを一様ではないため、このカメラは、画面を 
100已分割し、それぞれの部分を独立して測光した情報を利用して適正露出をみめる 
「マルチパターン測光」 （ SBP .64) と、撮影画面内中央部の明るさに重点を置いて適正露 
出を決める「中央部重点測光」（田 P .6 日）、 ]] 力所のフォーカスエ U アのうち選択した 
1つに重なる狭い測光エリアで測光する「スポット測光」 （ SBP .6 日）の3つの測光モード 
を備えています。 

gj 露出（露光）について 

•被写体（写したい対象物）をカメラのレンズを通してフィルムに感光させて記録するこ 
とを「露出（露光)」といいます。その時、被写体の明るさとフィルムの感度に合わせて 
シャッタースピードと絞りを調節し、フィルムに最適な光量（適正露出）を与えること 
び大切です。このカメラは、プ□グラムオート、シャッター優先オート、絞り優先オー 
卜、マニュアルの4つの露出モードを備えています。 


gj 各露出モードの特長 


表示 

露出モード 

特長-こんな時に使用ずると便利でず。 

P 

P .66 

プ□グラム 
才ート 

カメラび自動的にシャッタースピードと絞りをセットします。 
また、プ□グラムシフト（田 P . 日 6) や露出補正（田 P .76) に 
より、撮影をの意図を反映させることをでさます。 

S 

P .68 

シャッター優先 
オート 

撮影をび好みのシャッタースピードをセットすると、カメラび 
絞りを自動的にセットします。動さの速い被写体の瞬間を速い 
シ ャッ タースピードで写し止めたり、遅いシ ャッ タースピード 
で動さを強調したりすることび巧能です。 

FI 

P .70 

絞り優先 
才ート 

撮影者び好みの絞りをセットすると、カメラびシャッタースピー 
ドを自動的にセットします。手前から奥まで鮮明に写す、背景を 
ぼかすなどの被写界深度（ピントの合う前後の範囲田 P .38) 
を生かした撮影に最適です。 

巧 

P .72 

マニュアル 

撮影をびシャッタースピードを絞りを自由にセットできます。 
他の露出モードでは意図した撮影び難しい時などに便利です。 
長時間露出（バルブ）撮影をこのモードででさます。 


7 -カメラを構え、ピントを台ねせまず。 


シャッターボタンを半押しすると、カメラがピント合わせを行います。 



カメラを正しく構えます。 


•わさを締めてひじは軽く体につけ、片足を軽く踏み 
出して上半身を安定させます。 

•ち手で、カメラのグ U ップを包みこむように持ち、 
左手でレンズを支えます。 
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構図を巧め、シャッターボタンを半巧しして、 
ピントを合わせます。 

• ピントを合わせたいをのにフオーカスエ U アを重 
ねてシャッターボタンを半巧しすると、フオーカス 
フレームび一瞬点灯し、カメラび自動的にピント合 
わせを行います。 

• ピントび合うとファインダー内のピント表示♦び 
点灯します。 
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0 手ブレとシャッタースピードについて 

•手ブレを防ぐには、一般にシャッタースピードを「1/装着しているレンズの焦点距離」 
秒より高速にします。たとえば已 0 mm レンズの場合、シャッタースピードを]/已〇秒よ 
り高速にすると手ブレをある程度防ぐことびでさます。シャッタースピードを低速にし 
たい場合は、王脚または VR レンズのご使用をおすすめします。 

P 構図をミ夫める際のご注意 

•このカメラのファインダーで確認でさる範囲（ファインダー視野率）は、実際に撮影さ 
れる画面の約] 00%ですび、ネガフィルムをサービスサイズなどでプ U ントした場合に 
は、実際に撮影した画面よりを画面の周囲び数ミ U カツトされる傾向びありますので、 
ご注意ください。 


P ピント表巧について 

• ファインダー内のピント表示 ♦ の点灯および点滅については政下のとおりです。 

• (点灯）：被写体にピントび合っています。 

► (点灯）：目的の被写体よりを手前にピントび合っています。 

◄ (点灯）：目的の被写体よりを後方にピントび合っています。 

► ◄ (点滅）：オートフォーカスでピント合わせびでさません。 

ファインダーの中の表示や被写体びはつをりしない時は、視度を調節して<だ 
さい（田 P .83)。 ファインダーの中の表示や被写体び確認しやすくなります。 


ピントを合わせたいをのびフオーカスエリアか5かれる場合は、フオーカス 
□ック撮影を行つてください（阻 P .60)。 


才ートフオーカスが苦手な被写体については、 P .62 をご覧くださし、。 


マルチ/ V でー バッ テリー/ ック MB -40 について 

• 縦位置シャッターボタンを備えたマルチパワーバッテ U —パック MB -40 (別売 
田 P .172) を装着すると、縦位置に構えた時にシャッターびきりやすくなります。 

CSMa 4 : オートフォーカスでピント合わせる時に、シャッターボタンの半巧しではなく、 
AF 作動ボタンの操作でのみオートフオーカスが作動するように変更できます 
(田 P .97)。 
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8 -ファインダー巧表示を確認し、シャツターをきりまず。 


ピント表示 • を確認し、シャッターボタンをゆっくりと巧し込んでシャツ 
ターをさって < ださい。 



シャッターボタンを半巧しし、ファインダー内 
表示をお 認 しまず。 

• シャッタースピードと絞りは1/3段ステップで表示 
されます。 

• 表示パネルやファインダー内表示に警告び行われた 
場合、 P .67 を参考に対応してください。 




ピント表示 • の点!灯をお 認 して、静かにシャッ 
ターボタンを巧し込みます。 

• シャッターをきるとフィルムは自動的に]コマ卷き 
上げられ、次の撮影の準備び完了します。 



% 










0 セルフタイマー撮影については、 P .84 をご覧くださし、。 


P リモート撮影については、 P . 17巨をご覧くださし、。 


モ測 駆動 フオー カスについて 

•フオーカスモードセレクトダイヤルを S (シングル AF ヴーボ田 P . 已 0) または C (コン 
ティニュアス AF ヴーボ田 P . 已のにセットして、シャッターボタンを半押し、または AF 
作動ボタン（田 P . 已 1) を押し続けてピント合わせを行っている時、動いている被写体を 
カメラび認識すると、自動的に予測駆動フオーカスに切り換わります。予測駆動フオー 
カス作動時は、 被写体びカメラに向かって近づいてくる場合や、遠ざかっていく場合に、 
シャッターびされる時点での被写体の到達位置を予測しなびらピントを追い続けます。 

•S (シングル AF ヴーボ）の場合は、初めから動いている被写体に対して予測駆動フオー 
カスび作動し、被写体び静止した時には、ピントはそこで□ックされます。 

•C (コンティニュアス AF ヴーボ）の場合は、途中から動さ出した被写体に対してを予 
測駆動フオーカスに切り換わり、被写体び静止してをピントび□ックされることはあ 
りません。 


gj 撮影データの写し込みと記憶について 

• このカメラは、フイルムの「画面内」、「コマ間」および「0コマ目」に日時やシャッター 
スピード、絞り値、レンズの焦点距離などの撮影データ（写し込む場所によって写し込 
める内容は異なります）をフイルムに写し込むことびできます。また、カメラの内蔵記 
憶メモ U に撮影時の撮影データび記憶されます。撮影データの写し込みについての詳細 
は P . 130を、撮影データの記憶については P .1 14をご覧ください。 

CSMb1 :上面表示パネル、背面表示パネルけ広大表示時および詳細表示時）およびファイン 
ダー内に表示されるシャッタースピードと絞りのステップを1/2段または1段に変 
要できます（田 P .99)。 


9. フイルムを巻き戻しまず。 


フイルムの最後のコマが撮影されると、カメラが自動的にフイルムの卷さ戻 
しを開始します。巻き戻しの完了を確認してか S 、 フイルムを取り出してく 
ださい。 



最をのコマび撮影されると、フイルムは自動的 
に卷を戻されます。 

•フィルムの卷さ戻し中は、上面表示パネルおよび 
ファインダー内表示にフィルム巻さ戻し表示び 
•二し-一 c し一〇 の順に点灯し、フィルムコマ数び 
カウントダウン表示されます。また、背面表示パ 
ネルには r 巻き戻し中」と表示されます。 




2 上面表示パネルの,5の点滅をお認し、巻を戻し 
ノブを引を上げて裏ぶたを開け、フイルムを取 
0出します。 

•上面表示パネルおよびファインダー内表示に f び 
点滅し、背面表示パネルに r 卷さ戻し完了」と表示 
されると、卷さ戻しは完了です（半巧しタイマーび 
日 FF になると、上面表示パネルの£び点灯に変わ 
り、ファインダー内表示、および背面表示パネルの 
「巻き戻し完了」は消灯します）。必ず€の点滅ま 
たは「卷さ戻し完了」の表示を確認してから、直射 
曰光を避けて裏ぶたを開け、フィルムを取り出して 
<ださい。 
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0 フイルムの途中卷を戻しについては、 P .48 をご覧くださし、。 


E 卷き戻しクランクを使用した手動卷ま戻しについては、 P .4 日をご覧くださし、。 
E 卷を戻しノブのご注意 

• このカメラの卷さ戻しノブには□ック機構びありませんので、ご注意ください。 

• フィルムの卷き戻しを行う際には、卷き戻しノブび下びっていることを確認してください。 

P フィルムの規定コマ数を超えて撮影したコマは、現像処理上カットされること 
びあります。 


CSMd 2 :自動的に巻き戻しを開始せずに、ボタン操作により巻き戻しが開始されるように 
変更できます（田 P .103)。 

CSMd 3 :フィルムを巻き戻す時に、パト□-ネ内にフィルムを全て巻き取5ずに、フィル 
ムリーダー部を残すように変更できます。（田 P . 1 03) 。 

CSMd 4 : 3已コマ目、または36コマ目の撮影が終了した時点でフィルム給送を停止するよ 
ラにでさます（田 P .104)。 


撮影の基本ステップ 
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コラム：被写巧深度 

ここでは、ピントと被写巧深度についての基礎知識を説明します。 

■被写巧深度 

一点にピントを合わせると、その前後にをピントの合う範囲びあります。このピン 
卜の合う範囲を被写界深度といい、撮影距離、レンズの焦点距離、絞りなどによっ 
て変化します。 

特にレンズの絞りは、絞る（大きい数値にする）とピントの合う範囲び前後に広く 
なり、被写界深度が深くなります。逆にレンズの絞りを開く（ルさい数値にする） 
とピントの合う範囲び前後に狭くなり、被写界深度が浅くなります。 

また、他の条件び同じであれば、撮影距離び近いほど、あるいはレンズの焦点距離 
び長いほど被写界深度び浅くなり、撮影距離び遠いほど、あるいはレンズの焦点距 
離び短いほど被写界深度び深くなります。さらに、被写界深度はピントを合わせた 
一点の手前に浅く、奥に深くなります。被写界深度と絞り、レンズの焦点距離、撮 
影距離の関係は表にするとじ(下のよラになります。 



1 絞り 

レンズの焦点距離 

撮影距離 

被写巧深度び深い 

絞る 

(大さい数値） 

短い（広角レンズ） 

遠い 

暴 

被写巧深度び浅い 

開< 

暴 

(ルさい数値） 

暴 

長い（望遠レンズ） 

暴 

近い 



絞りを開いた場合 F2.8 絞りを絞った場合 F32 

(被写巧深度が浅い場合） （被写巧深度が深い場合) 






操作の詳細 


このカメラの各機能をレンズ、フイルム、ピント、 
露出、その他の機能の順に詳細に説明しています。 
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このカメラに使用可能なレンズについて 


このカメラには、 CPU レンズ （ DX ぉよび IX ニッコールを除く） のご使用をおすすめ 
します。特に、 G タイプまたは D タイプ AF レンズを使用すれば、カメラの機 
能び最大限に使用できます。 

■ CPU レンズ 


モ-ド 

レンズ 

フォーカスモード 

露出モード 

お隆ード 

オート 

フォーカス 

フォーカス 

エイド 

7ニユアル 

P 

.百 

円 

M 

マルチパターン測光 

峡部 
重な則光 

スポット 

刹恍 

3 D-RGB 

RGB 

G タイプ AF レンズ 

D タィプ AF ぃズ 
AF - Sb > X ' し 

A 円レンズ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

PC マイク □ 

配 mm F 2 召 D 《3 

— 

〇※4 

〇 

— 

— 

— 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

AF - S テレ]ンバーター 

A 円テレコンバーター 

〇※已 

〇※己 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

G タイプおよび D タイプ 
しが怕) AF ニッコール 
( F 3 A 拥を除く） 

〇※7 

〇※7 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

AI にッつール 

— 

〇※8 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 


《1:このカメラは、 VR ニツコールレンズの VR (手ブレ補正）機能に対応しています。 

《2 : DX ニツ コールは使用でさません。また 、IX ニツ コールは装着でをません。 

《3 :カメラの測光モード、および調光制御機能は、アオ U 操作（シフト、ティルトとも）を行っているとを、また 
は開放絞りソがに絞りびセツトされている時には、正しく機能しません。 

《4 :アオ U 操作を行っていない場合のみ可能。 

※己： AF - S レンズ、 AF - I レンズ専用。 

-使用可能な AF - S および AF - I レンズはソ下の通りです。 


AF-S VR マイクロ EDI 05 mm F 2.8 G *i 

AF-S VR ED 200 mm F 2 G 

AF-S VR ED 300 mm F 2.8 G 

AF-S ED 300 mm F 2.8 Dn 

AF-S ED 300 mm F 2.8 D 

AF-I ED 300 mm F 2.8 D 

AF-S ED 300 mm F4D *2 

AF-S ED 400 mm F 2.8 Dn 

AF-S ED 400 mm F 2.8 D 

AF-I ED 400 mm F 2.8 D 


AF-S ED 己00 mm F 4 Dn *2 
AF-S ED 己00 mm F 4 D *2 
AF-I ED 已〇 0 mm F4D *2 
AF-S ED 600 mm F 4 Dn が 
AF-S ED 日00 mm F 4 D が 
AF-I ED 600 mm F4D *2 
AF-S VR ED 70-200 mm F 2.8 G 
AF-S ED 80-200 mm F 2.8 D 
AF-S VR ED 200 -400 mm F 4 G が 


*1 : AF 撮影はでさません。 

*2 : AF - STC -17 En 、 AF-S TC -20 EE . AF-I TC -20 E との組み合わせでは、 AF 撮影はできません。 

上記じ(がのレンズには使用でをません。レンズ後部びテレコンバーターに接触し、破損する恐れびあります 
ので、取り付けないで<ださい。 


※目：合成絞りび f / 己.6必上明るい場合のみ使用可能。 

※フ ： AF 80-200171171 F 2.8 S AF 3己- 70 mm F 2.8 S AF 28-8 日 mm F 3 .已 -4 .己 S ( New ) AF 28-8 已 mm 
F 3 .已 -4 .日 S レンズを使用し、ズームの望遠側かつ至近距離で撮影した場合、ファインダースク U - ンのマット 
面の像とオートフオーカスのピント表示び合致しない場合びあります。このような場合は、マニュアルフオー 
カスによりファインダー スク U - ンのマッ 卜面を利用してピントを合わせて撮影してください。 

《8 :開放絞りび f / 日.6政上明るい場合のみ使用可能。 
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■巧 CPU レンズ他 


モ-ド 

レンズ/ 

アクセサリー \ 

フォーカスモード 

露出モード 

況恍モード 

オート 
フォーカス 

フォーカス 

エイド 

マニュアル 

P 

白 

円 

n 

マルチパターン刹恍 

峡部 
重な則光 

スポット 
測光※2 

3じ RGB 

RGB 《1 

AI - S レンズ 

AI レンズ 
シ U - ズ E レンズ 


〇※4 

〇 

— 

— 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

改造 A じッ〕ール 

— 

〇※4 

〇 

— 

— 

〇 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

非 AI 方式レンズ※己 

— 

〇※4 

〇 

— 

— 

〇※6 

〇※7 

— 

— 

〇※8 

〇※8 

メディカル 120 mm F 4 

— 

〇 

〇 

— 

— 

— 

〇※日 

— 

— 

— 

— 

レフレックスレンズ※10 

— 

— 

〇 

— 

— 

〇 

〇 

— 

— 

〇 

〇 

PC ニッ〕ール※10 

— 

— 

〇 

— 

— 

〇※11 

r 12 

— 

— 

〇※13 

〇※13 

テレコンバ'一ター 

TC -16 AS 

r 14 

— 

— 

— 

— 

〇 

〇 

— 

※巧 

0^15 

※巧 

AI - S テレコンバーター 

AI テレつン八'ーター 

— 

0^16 

〇 

— 

— 

〇 

〇 

— 

〇※巧 

〇※巧 

〇※巧 

ベローズ怕ち 
(接写用リング併用） 

— 

r 16 

〇 

— 

— 

〇※17 

〇※7 

— 

— 

※巧 

※巧 

オート接写 IJ ング 
( PK -11 A . 12.13 . PN -11) 

— 

r 1日 

〇 

— 

— 

〇 

〇 

— 

— 

〇 

〇 


:「レンズ情報」（田 P .149) でレンズの焦点距離と開放絞り値を設定することにより可能です。ただし、一 
部のレンズでは焦点距離と開放絞り値を設定しても充分な精度び得られない場合びあります。この場合は、 
中央部重点測光またはスポット測光で撮影してください。 

《2 :測光エ U アは中央に固定されます。 

《3 : TC -1 日 AS を装着し、合成絞りび f / 已 .61^ ソ上明るい場合のみ使用可能。 

《4 :開放絞りび f /5.6 i ^ ソ上明るい場合のみ使用可能。 

※己：そのままでは装着でをませんび、カメラの露出計連動レバーを可倒式に改造することにより装着可能です 
(田 P .43)。 

※目：絞り込み測光で使用可能（プレビューボタンを押したままシャッターをきってください田 P .8 已)。 

义1 :絞り込み測光で使用可能。 

《8 :絞り込み測光となります。絞りび f /4 け/4含まず）より暗い場合は、カスタムメニューの化已：スク U - 
ン補田で「+0.已」にセットしてください（田 P .100)。 

《9 :1/125秒政下の低速シャッタースピードで使用可能（ただし、カメラの露出計は使用でをません)。 

《•10 :-部装着不可能なレンズびあります（田 P .42)。 

《11:絞り込み測光で使用します。レンズ側で絞りプ U セットを行い、 AE □ック後アオ U 操作を行ってください。 

《12 :絞り込み測光で使用します。レンズ側で絞りプ U セットを行い、アオ U 操作を行う前に測光して露出を決定 
して < ださい。 

《13:絞り込み測光となります。カスタムメニューの 「 b 目：スク U - ン補正」で「+0.己」にセットしてください 
(田 P .100)。 

《14 : - 部装着不可能なレンズ（田 P .42) を除き、開放絞りび f /3.5 i ^ ソ上明るい AI - S 、 AI 、 シ U - ズ E レンズで使 
用可能。 

已：レンズとの組み合わせにより、露出補正び必要な場合びあります（ご使用になるテレコンバーターの使用説 
明書をご参照ください)。 

目：合成絞りび f /5. 61^ソ上明るい場合のみ使用可能。 

《17 :絞り込み測光で使用可能（ベ□-ズ側で絞り込みを行い、測光後シャッターをきってください)。 
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このカメラに使用可能なレンズについて —つづさ一 


■巧 CPU レンズの使用にあたって 


巧 CPU レンズほ用時の制約事項 

•露出モードを g (絞り優先オート）またはけ（マニュアル）にセットしてください。これ 
政外にセットした場合は、上面表示パネルの露出モード表示 （P または S ) び点滅して 
警告すると同時に、自動的に露出モードを円に切り換えて制御します（ファインダー内表 
示には g び点灯します)。 

•AI 方式レンズの場合、「レンズ情報」（阻 P.149) でレンズの焦点距離と開放絞り値を設定 
すると、 RG 目マルチパターン測光び可能になります。設定を行わないまま、マルチパター 
ン測光國にセットした場合は、自動的に中央部重点測光回に切り換えて制御します。 

•AI 方式レンズの場合、「レンズ情報」でレンズの開放絞り値を設定すると、絞り値の表示び 
可能になります。設定を行わない場合は開放からの段数表示（例：如 f [開放から2段の場 
合])になります。 

• 絞りのセツトはレンズの絞り U ングで行ってください。コマンドダイヤルによる絞りのセツ 
卜は行えません。 


ベ□—ズ P 己-6について 


• 接写用 U ングを併用すると装着できます（縦横変換を行う場合は PB- 目 D び必要です)。 
•ダブルレリーズ AR-10 唆換コード MC-2 已併用）を使用すると便利です。 

ニッコール 13mm F 己.巨 （AI-S、AI、 巧 AI 方式）の使用について 

• カメラのグ U ップ部とレンズ外周の間隔び狭くなっているため、王脚のご使用をおすすめ 
します。 

[5 使用でをない巧 CPU レンズ等について 
•下記の非 CPU レンズ等は使用でさません。無理に装着しようとすると、カメラやレンズ 
を破損しますのでご注意ください。 

•フィッシュアイ (6mm F5.6 7.已 mm F 瓦日 8mm F8 日 P] 0mm F 瓦目） 

-旧 2]mm F4 -旧 PC3 已 mm F3 .已 

-旧レフレックス已〇 0mm F 目-旧レフレックス] 000 mm F6.3 
• F3AF 用 （80mm F 2 .目200 mm F3 .已テレコンバーター TC-16S) 

•K2U ング•複写装置 PF-4 

[5 AF テレコンバーター TC-1 巨 AS に装着でをないレンズについて 

• レンズの開放絞りび f/3 .己じ(上け/1.2〜3.己）明るい場合は、 TC-1 目 AS に AI ニッコールレ 
ンズを装着して、才ートフォーカス撮影び可能となりますび、下記のレンズは TC-1 目 AS に 
装着でさません。 

•PC ニッコール全製品 - A 政造ニッコール全製品 • AI マイク□ニッコール已已 mm F3 .已 
•AI ニッコール 20 mm F2.8、 3已 mm F1.4、400mm F2.8、400mm F3 .已、 
28mm F2 (No. 已400201ツ前の製品)、 28mm F2.8 (No. 已〇00001ツ前の製品)、 
3已 mm F2 (Na93 1000じ(前の製品)、3已 mm F2.8 (No. 880000じ(前の製品)、 
已 0mm F 1.4 (No. 398000前の製品）、已 0mm F2 (No. 364000前の製品） 
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I 巧 Al 方式レンズの使用にあたって _ 

非 AI 方式レンズを使用する場合は、カメラの露出計連動レバーを可倒式に改造 
する必要があります(有料：ニコンサービスセンターにお問い合わせください)。 
改造後は、下記の手順で取り付けてください。 

■ AI 方式レンズと巧 AI 方式レンズの見分け方 _ 

露出計連動の露出計連動 ガイ ド有り ♦ AI 方式のレンズは、露出計連動ガイドび付いていま 

す。また、露出計連動爪は穴のあいたタイプになっ 
ています（ただし、 AF ニッコールレンズ [F3AF 用 
は除く]、 AI-P ニッコール等の CPU レンズ、シリー 
ズ E、 ニッコール已 0mm F1.8S には露出計連動爪 
は付いていません)。 


AI 方式レンズ 

露出計連動爪 露出計連動ガイド無し 



非 AI 方式レンズ 


■露出計連動レク V — 改造をの巧 AI 方式レンズの取り付け方 _ 

露出計連動レバー イ • 露出計連動レバーを押し上げます。 





• レンズの絞り指標とカメラの着脱指標を合わせて、 
時計と反対回りにカチッと音びして止まる位置 
(絞り指標び真上になる）までレンズを回します。 






このカメラに使用可能なレンズについて —つづさ一 


^カメラの改造により使用可能になるレンズについて 

• 下記のレンズは、カメラの露出計連動レバーを可倒式に改造することにより使用可能と 
なります（有料)。 

• A 做造をしてないレンズ（非 AI 方式レンズ） 

- PC28mm F4 (No. 180900編の製品） 

- PC3 已 mm F2.8 (No. 906200編の製品） 

-レフレックス] 000 mm F] ] (No. 14236 ] 〜] 4300 0) 

-レフレックス2000 mm n ] (No. 20 0]]1-200310) 

- EDI 80-600mm F8 (No.1 7404 1-174180) 

- ED360-1 200mm FI1(No.17403] 〜] 74] 27) 

- 200 -600mm F9 .已 （No. 2800 0] 〜30049 0) 

※：上記レンズにつさましては、すでに修理可能期間をすぎておりますので、修理依頼 
はお受けでさません。 
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■フイルムの卷を上げが態の確認方法 

裏ぶたを開けたまま、フイルムの巻き上げ状態を確認することができます。 







1 

2 

3 


電源スイッチを ON にし、卷を戻しノブを引を上 
ばて裏ぶたを開けます。 


フイルムを入れ、卷を戻しノブを下げます。 


フィルムの先端をフィルム先端指標に合わせ、 
シャッターボタンを巧します。 

•フィルムの穴（パーフォ レーシヨ ン）を スプー ル 
の突起部に合わせ、フィルムの先端をフィルム先端 
指標に合わせて指先で軽くフィルムを巧しつけたま 
まシャッターボタンを押すことにより、裏ぶたを開 
けたまま、フィルムの卷さ上げ状態び確認でさます。 

•確認後、裏ぶたを閉じると、さらにフィルムの空送 
りび行われ、1コマ目びセットされます（カスタム 
メニューの rdi :フィルム自動空送」を「シャッ 
ター班全巧し」にセットしてある場合はシャッター 
ボタンを押してくださいの P.103)。 

• フィルム巻さ上げ状態確認のため、シャッターボタ 
ンを繰り返し押すと、シャッターボタンを押した回 
数分撮影可能なフィルムコマ数び少なくなります。 


フィルムについて 
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フイルムについて-っづき- 


■フイルム感度のセツトと確認 


DX マークの 付いていない フイルムを 使用する場合 や、 DX マーク 付さでら フイ 
ルム 感度を変更して増感撮影する場合は、下記の操作で フィルム 感度を設定し 
て < ださい。 




旧〇感度ボタンを巧しなび5、メインコマンドダイ 
ヤルでほ用するフイルムの旧〇感度をセツトします。 


• コマンドダイヤルの回転でフィルム感度を阳または 
に日6〜6400の範囲 （1/3 段ステップ）にセットする 
ことびでさます。 

• DX マーク付フィルムの場合は、のにセットしてフィル 
ムを装填すると IS 日2已〜已000の範囲でフィルム感度 
は自動設定されます。 

• DX マークびないフィルムの場合は、 ISO 目〜6400の 
範囲でセットできます。 

• セットされているフィルムの感度は背面表示パネル 
(ノーマル表示時および詳細表示時）に表示されます 
な広大表示時は IS 日感度ボタンを押すと確認でさます)。 


フイルムの増感•減感について 

• DX マーク付フィルムを装填してを、晒外の感度にセットするとその感度び優先され 
ますので、フィルムの増感-減感を行ラ撮影に便利です。 

CSMd 6 :阳にセットして、誤って DX マークびないフィルムを装填すると、上面表示パネル 
およびファインダー内表示にと’ rr び点滅し、背面表示パネルに 「DX ERR 」 と表 
示して警告しますが、通常、フィルムを1コマ目まで空送りした後に行われるこの 
警告を、電源スイッチ ON の状態で裏ぶたを閉じただけで （1 コマ目まで空送りせ 
ずに）行われるように変更できます（田 P .104)。 
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■給送モードの選が 


給送モードダイヤルにより 、 S (1 コマ巻き上げ )、 CL (低速連続巻き上げ)、 
CH (高速連続巻き上げ )、 CS (超低速連続巻き上げ)、公（セルフタイマー)、 
M-UP (ミラーアップ）か S 選択できます。 

給送モード七レクトダイヤル□ックボタンを}甲しな 
び5、給送モード七レクトダイヤルをセットします。 

• 給送モードの種類と特徴は次のとおりです。 


S :1 コマ巻き上げ 

シャッターボタンを押すごとに、フィルムび]コマずつ卷き上げられます。 

CL :低速連続巻き上げ 

シャッターボタンを押し続けると、フィルムび最高約2コマ/秒[約4コマ/秒] 
で連続して卷さ上げられます。 

CH :高速連続巻き上げ 

シャッターボタンを押し続けると、フィルムび最高約瓦日コマ/秒[約8コマ/秒] 
で連続して卷さ上げられます。 

CS :超低速連続巻き上げ 

シャッターボタンを押し続けると、フィルムび最高約]コマ/秒[約2コマ/秒] 
で連続して卷さ上げられます。卷さ戻し速度を遅くなり、卷さ戻し音はルさくなり 
ます。 

公：セルフタイマー 

記念写真など、撮影を自身も一緒に写りたい時などに便利です（田 P .84)。 

M-UP :ミラーアップ 

ミラーによる振動などを防止したい場合などに、]回目のレ U —ズでミラーをアッ 
プさせ、2回目のレリーズで露光を行うことびできます（田 P .8 目）。 

※：卷き上げ速度は、フォーカスモード C 、 露出モードけ、シャッタースピード1/2已〇秒!;! 
上、常温20で、新品 3 VU チウム電池使用時の]〜36コマ撮影時の平均値です （[] 内 
は別売のマルチノのーバッテリーノ（ック M 目-40使用時田 P . 172)。 


P 電池消耗時の卷を上げ速度について 

•給送モード S 、 CH 、 およびセルフタイマー時に、電池び消耗している場合（バッテリー 
チェック表示亡^の点灯時）は、通常はミラーダウン開始時に行われるフィルムきさ 
上げび、ミラーダウン完了後に行われるよラに自動的に切り換わるため、卷さ上げ速度 
び遅くなります。この場合、早めの電池交換をおすすめします。 
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フイルムについて-っづき- 


■ボタン操作によるフイルムの自動卷を戻し 


撮影途中でフィルムを卷さ戻す時や、カスタムメニューの rd 2 :自動卷さ戻 
し」（函 P .103) を「卷さ戻し操作」にセットした場合は下記の操作で卷さ 

戻しを行ってください。 

R 1 ボタンカバーを開けて R 1 ボタンを}甲してか5、 
R 2 ボタンを巧します。 

•フィルム卷さ戻し中は、上面表示パネルおよびファイ 
ンダー内表示にフィルム卷さ戻し表示 •こし. び点滅し、 
フィルムコマ数びカウントダウン表示されます。背面表 
示パネルには「卷き戻し中」と表示されます。 

•上面表示パネルおよびファインダー内表示に f び点滅 
し、背面表示パネルに r 巻き戻し完了」と表示されると、 
卷き戻しは完了です伴押しタイマーび日 FF になると、 
上面表示パネルの f び点灯に変わり、ファインダー内表 
示、および背面表示パネルの「卷さ戻し完了」は消灯し 
ます)。裏ぶたを開けてフィルムを取り出してください。 

P 卷を戻しを行5際は、卷を戻しノブび下がつていることをお認して<ださい 

• 卷さ戻しノブび上びったままでは、フィルムの卷さ戻しびでさません。 

E フィルムの巻を戻しが巧われない場合 

• 電池容量び極端にお下している場合や低温時には、上面 
表示ノ（ネルおよびファインダー内表示に、フィルム巻さ 
戻し表示 •ごし _とフィルムカウンターび点滅し、フィル 
ムの巻さ戻しび行われなかったり、卷さ戻し途中でモー 
ターび停止したりすることびあります。このような時は、 

いったん電源スイッチを日 FF にして電池を交換した後、電源スイッチを日 N にして、再 
度卷さ戻し操作を行うか、卷さ戻しクランクを使用して手動で巻さ戻しを行ってくださ 
い（田 P.49)。 

•フィルムの卷さ戻し中に電源スイッチを日 FF にすると、モーターび停止します。このよ 
うな時は、電源スイッチを日 N にして、再度巻さ戻し操作を行うか、巻さ戻しクランク 
を使用して手動で卷き戻しを行ってください（田 P.49) 。 

GSMd 3 :フィルムを巻き戻す時に、パト□-ネ内にフィルムを全て卷き取5ずに、フィルム 
リーダー部を残すように変更できます。（田 P.103)。 
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■卷を戻しクランクによるフイルムの手動卷を戻し _ 

巻き戻しクランクを使用して、手動でフイルムを巻き戻すことができます。 

1 電源スイッチを ON にし、 R 1 ボタンカバーを開 
けて R 1 ボタンを巧します。 


2 卷を戻しクランクを起こして ► のち向へ回し、 
フイルムを卷を戻します。 

• フィルムの卷き戻しび終わりに近づくと、クランクの 
回転び少し軽くなります（これは、フィルムびスプー 
ルから離れる時です)。 その後、さらにフィルムを充 
分に卷さ取ります。 

•上面表示パネルおよびファインダー内表示に f び 
点滅し、背面表示パネルに r 卷さ戻し完了」と表示 
されると、卷さ戻しは完了です（半押しタイマーび 
日 FF になると、上面表示パネルの f び点灯に変わ 
り、ファインダー内表示、および背面表示パネルの 
「巻き戻し完了」は消灯します）。裏ぶたを開けて 
フィルムを取り出してください。 

n 手動卷を戻し時のご注意 

•フィルムを完全にパト□-ネに卷き取らないうちは（先端を残したまま）、シャッターを 
さらないでください。シャッター幕を破損させることびあります。 

P R 1 ボタンについて 

• 撮影途中で誤って R] ボタンを押してしまった場合は、シャッターボタンを押しこむと 
R] ボタンを元に戻すことびでさます（この場合、シャッター幕は開かずにフィルムび 
1コマ送られますび、フィルムカウンターは変わりません)。 

P フイルムカウンターについて 

• フィルム卷さ戻し中のコマ数をフィルムカウンターに表示しますび、フィルムカウンター 
に表示される コマ数は実際のコマ数と一致しない場合びあります。 







オー トフ オー カス 


■AF ヴーボの選択 


シングル AF サーボ（フォーカス優先）とコンティニユアス AF サーボ（レリー 
ズ優先）の、2つの AF サーボか S 選べます。 



ノーマル表示時 


フォーカスモード七レクトダイヤルを S (シングル 
AF サーボ)、または C (コンテイニユアス AF サーボ） 
にセットします。 

•セットされた AF ヴーボは、背面表示パネル（ノーマル 
表示時および詳細表示時）に、シングル AF ヴーボの場 
合は 「AF-S」、 コンティニユアス AF ヴーボの場合は 
rAF-CJ と表示されます。 

• AF ヴーボの種類と特徴は次のとおりです。 

S :シングル AF ヴーボ （AF-S • フォーカス優先モード） 
ファインダー内ピント表示 ♦ び点灯している時のみ 
シャッターびきれるフォーカス優先モードです。ピン 
卜表示 ♦ び点灯した状態でシャッターボタンの半巧 
しを続けると、ピントはそこで固定（フォーカス□ッ 
ク）されます（連続撮影時にをフォーカス□ックされ 
続けます）。ただし、初めから動いている被写体には 
予測駆動フォーカス（田 P.3 已）に切り換わり、被写 
体の動さに応じてピントを追い続け、ピントび合って 
いるとカメラび判断するとシャッターびされる状態に 
なります。被写体び静止した時はピント表示参び点 
灯して、ピントはそこでフォーカス□ックされます。 
C :コンティニユアス AF ヴーボ (AF-C. レリーズ優巧モード） 
ファインダー内ピント表示 ♦ の点灯、消灯にかかわ 
らず、いつでをシャッターをさることびでさるレ U — 
ズ優先のモードです。いったんピント表示 ♦ び点灯 
してをフォーカス□ックは行われず、シャッターをき 
るまでピント合わせの動作を続けます。また、シャッ 
ターボタンの半押しを続けると、動いている被写体に 
は予測駆動フォーカス（田 P.3 日）に切り換わり、被 
写体の動さに応じてピントを追い続けます。 
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0 7 ニユアルフォーカスについて 

• フォーカスモードセレクトダイヤルを M にセツトすれ 
ば、マニュアル フォー カス（手動）でピント合わせび行 
えます （田 P .63)。 


P AF 作動ボタンについて 

• オートフォーカスで撮影中に AF 作動ボタンを押し続け 
ると、シャッターボタンの半押しを続けた時と同様に力 
メラび自動的に被写体にピントを合わせます。 


gj レンズ側の AF 作動機能について 

• レンズ側でをオートフォーカス動作びでさる AF 作動機能を備えたレンズびあります 
( AF-S VR ED 200 mm F 2 G 、 AF-S VR ED 200 -400 mm F 4 G など）。詳細はレンズ 
の使用説明書をご覧ください。 

CSMa 4 :オートフォーカスでピント合わせる時に、シャッターボタンの半巧しではなく、 
AF 作動ボタンの操作でのみオートフォーカスが作動するように変更できます 
(田 P .97)。 

-この場合、 AF 作動ボタンを押し続けてカメラび自動的に被写体にピントを合わ 
せた後に、 AF 作動ボタンから指をはなせばフォーカス□ック（田 P . 日 0) と同 
じよラな効果び得られます。 

CSMC 3 : AF 作動ボタンと AE / AF □ックボタンの機能を、下記のように変更できます 
(田 P .102)。 

- AF 作動ボタンの機能と AE / AF □ックボタンの機能を入れ換えます。 

- AE / AF □ックボタンも AF 作動ボタンとして機能します （ AF 作動ボタンの機能 
は変更しません)。 

- AF 作動ボタンも AE / AF □ックボタンとして機能します （ AE / AF □ックボタン 
の機能は変更しません)。 
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オー トフ オー カス -っづき- 


■フオーカスエリアの選択 


このカメラには、撮影画面内の広い範囲をカバーする11力所のフォーカスエ 
U アがあります。被写体の位置や構図に合わせてフォーカスエリアの位置を 
選択できますので、被写体の状況によっては撮影したい構図のままピント合 
わせが行え、フオーカス□ック（阻 P .6 日）の手間を省くことができます。 


1 AF エリアモード七レクトダイヤルを [■] なかに 
合わせます。 

• AF エ U アモードセレクトダイヤルを [■] に合わせる 
と、フオーカスエ U アを選択することびできません。 




マルチセレクター□ックレバーを回乾させて□ッ 
クを解除し、マルチセレクターでフォーカスエリ 
アを還択しまず。 

• シングルエ U ア AF モード時およびダイナミック AF 
モード時には]力所、グループダイナ三ック AF モー 
ド時には]グループを選択でさます。 

•シャッターボタンを半押しし、マルチセレクターの 
►を巧して希望するフォーカスエ U 
アを選択します(マルチセレクターの中央を巧すと、 
中央のフォーカスエリアまたは中央のフォーカスエ 
U アグループび選択されます)。 

• ファインダー内では、選択したフォーカスエリアの 
フレームび一瞬点灯します。 

• 背面表示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時） 
には、選択したフオーカスエ U アまたはフオーカス 
ェ U アグループび表示されます。 
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シングルエリア AF モード時 






















0 背面表巧パネルのフオーカスエリア表巧について 

•背面表示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時）のフォーカスエ U ア表示は!;!下の 
とおりです。 

["] :シングルエリア AF モード 

選択したフォーカスエ U アび表示されます。 

[•明：ダイナミック AF モード 

選択したフォーカスエ U アび表示されます。 

[◊] :グループダイナミック AF モード 

選択したフォーカスエ U アグループび、 P . 已已のイラストのように表示されます。 

[■] :至近優先ダイナミック AF モード 

全てのフォーカスエ U アび「■」で表示されます（フォーカスエ U アはカメラび 
自動的に選択します 田 P . 已己)。 

マルチセレクター □ッ クレバーについて 

• フォーカスエ U アを選択した後、マルチセレクター□ックレバーを回転させて□ックす 
ると、フォーカスエ U アを選択した位置に固定することびでさます。 

ファインダースクリーン交換時について 

•ファインダースク U —ンを別売の他のタイプ（田 P .174) に交換してを、フオーカス 
エリアの選択は巧能です。 

CSMa 5 :マニュアルフォーカス時や連写時に、ファインダー内のフォーカスフレームが点口 
しないように変更できます。また、フォーカスエリア選択時のフォーカスフレーム 
点な時間を 0.2 秒または1秒のいずれかにセットできます（田 P .97)。 

CSMa 6 :マルチセレクターの巧す位置を変えることなく反対側のフォーカスエリアの選択が 
可能になる循環方式に変更できます（田 P .98)。 

CSMf 1 :マルチセレクターの中央を巧したときの機能を、ファインダー内で選択されている 
フォーカスエリアのフレームを点口させるように変更したり、中央を巧しても何も 
機能しないように変更したりできます（田 P .109)。 
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■ AF エリアモードの選択 


オートフォーカス時に、11力所のフォーカスエリアをどのように活用してピント 
合わせを行うか、撮影状況などに応じて4つの AF エリアモードから選択できます。 



AF エリアモード七レクトダイヤルで、 AF エリアモー 
ドをセットします。 

• AF エリアモードの種類と特徴は次のとおりです。 


[叫：シングルエリア AF モード 

1 ] 力所のフォーカスエ U アの中から、撮影者自身び選択した]つのフォーカスエリア 
だけでピント合わせを行ラモードです。このモードは、動さの少ない被写体に対して 
選択したフォーカスエ U ア単独で正確にピントを合わせいたい場合などに便利です。 
•背面表示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時）には選択したフォーカスエ 
U アび表示されます。 

[•■幻：ダイナミック AF モード 

撮影を自身び選択した1つのフォーカスエ U アからピントを合わせたい被写体び一時 
的に外れてしまった場合でを、他のフォーカスエ U アからのピント情報を利用してピ 
ント合わせを行うことび巧能です（ファインダー内のフォーカスエリア表示は変化し 
ません)。このモードは動いている被写体（特に不規則な動さをする被写体）を追い 
続ける時など、被写体をフォーカスエ U アに正確に捉え続けることび困難な場合に便 
利です。 

•背面表示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時）には選択したフォーカスエ 
U アび表示されます。 

[◊] :グループダイナ三ック AF モード 

隣り合ラ複数のフォーカスエ U アを組み合わせて、「中央、上、下、左、ち」の已つ 
のフォーカスエ U アグループを構成し、撮影ち自身びそのラちの]つのフォーカスエ 
U アグループを選択します。選択されたフォーカスエ U アグループ内の中央のフォー 
カスエリア（次ページのイラスト中の ■) を使用してピント合わせを行います。動さ 
回る被写体のおおよその位置び予測でさる場合などに便利です。 

•背面表示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時）には選択したフォーカスエ 
U アグループび次ページのイラストように表示されます。 

•カスタムメニュー ra 3 :グループダイナミック AF 」 （田 P .96) で次のように変 
要でさます。 

-フォーカスエリアの組み合わせを、「中央1、中央2、上、下、左、ち」の6つの 
フォーカスエリアグループに変更でさます[パターン2 (中央優先)、パターン2 
(至近優先)]。 
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-選択されたフォーカスエ U アグループ内で至近優先ダイナ三ック AF モードのよ 
うにピント合わせを行うように変更でさます[パターン](至近優先）、パター 
ン 2 (至近優先)]。 

• フォーカスエ U アグループの組み合わせは I ソ下のとおりです。 

■パターン！（中央優巧）[初期設定] 



中央 上下 左ち 


■パターン1(ち巧優巧) 



中央 上下 左ち 

■パターン2 (中央優先） 



中央1 中央2 上下 左ち 


■パターン2 (ち巧優巧) 



中央1 中央2 上下 左ち 

•中央]と中央2の切り換えは、マルチセレクターの中央を押して行います。ただ 
し、カスタムメニュー 「 fl :中央節の機能」（田 P .109) を 「 AF エリア中央リ 
セット」じ(外にセットしている場合は切り換えることびでさません。 

[■] :至近優先ダイナミック AF モード 

1 ] 力所のフォーカスエ U アのうち、自動的に最を手前にある被写体に重なっている 

フォーカスエ U アを使用してピント合わせを行ラち法です。] ] 力所のフォーカスエ 

U アのいずれかにピントび合いますので、ピントの外れた写真を避けることびでさ 

ます。 

• フォーカスモードび S (シングル AF ヴーボ）の場合、最終的にピントを合わせた 
フォーカスエ U アのフレームび一瞬点灯します。また、フォーカスモードび C (コ 
ンテイニュアス AF ヴーボ）の場合でも、カスタムメニュ ー ral : AF - C モードの 
優先」（田 P .96) を 「フォーカス」にセットすると、同様に点灯します。 

•背面表示パネル（ノーマル表示時および詳細表示時）には全てのフォーカスエ U 
アび「 ■ 」で表示されます。 

• 望遠レンズ使用時および被写体の輝度び低い時には、至近のフォーカスエリアび 
選択されない場合びあります。その際にはシングルェ U ア AF モードのご使用をお 
すすめします。 
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オー トフ オー カス -っ づき- 


■才ートフオーカス機能の組み合わせと特長（シングル AF サーボ： AF - S ) 


AF ヴーボ 


AF ェ U アモード 


背面表示 
パネル※， 


フオーカス 
フレームの点な 


フオーカスエ U ア 
の選択 


AF-S 


シングルエリア 
AF モード 


選択した フオーカ 
スエ IJ ア 


任意選択 


AF-S 


ダイナミック 
AF モード 


■■■ 


選択した フオーカ 
スエ IJ ア 


任意選択 


AF-S 


グループ 
ダイナミック 
AF モード 


選択した フオーカ 
スエリアグループ 


任意選択（グルー 
プ内の中央^ 2 ) 


AF-S 


至近優先 
ダイナミック 
AF モード 


最終的にピントを 
合わせたフォーカ 
スエ U ア 


自動選択 


:表示例は中央のフォーカスエ U アまたはフォーカスエ U アグループを選択した場合（ノー 
マル表示時および詳細表示時）です（至近優先ダイナ三ック AF モード時はフォーカスエ 
U アを選択することはでさません)。また、グループダイナミック AF モードのフォーカス 
エ U アグループの組み合わせは「パターン](中央優先)」の場合です。 

《2 :カスタムメニューの ra3 :グループダイナミック AF」 （田 P .96) を 「パターン1 
(至近優先)」または「パターン2 (至近優先)」にセットした場合、選択したフォーカ 
スエ U アグループ内で、自動的に最を手前にある被写体に重なっているフォーカスエ 
U アを使用してピント合わせを行います。 
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ピントをわせの動作 

巧の よ ラな被写巧に便利でず 


撮影を自身び選択したフォーカスエ U アだけを使用して 
ピント合わせを行います。ピントび合うとシャッターボ 
タンを半押ししている間はフォーカス□ックされます。 

静止被写体を撮影する場合な 
ど、一般的な撮影に便利です。 


撮影を自身び選択したフォーカスエリアを使用してピン 
卜合わせを行います。ピントび合うとシャッターボタン 
を半巧ししている間はフォーカス□ックされます。ただ 
し、ピントび合う前に選択したフォーカスエ U アから被 
写体び外れると、他のフォーカスエ U アからのピント情 
報を利用してピント合わせを行います。 

動さのある被写体にち対応す 
るなど、スナップ写真で沉用 
的に撮影する場合に便利です。 


撮影を自身び選択したフォーカスエ U アグループ内の中 
央のフォーカスエ U ア^ 2 を使用してピント合わせを行い 
ます。ピントび合うとフォーカス□ックされますび、ピ 
ントび合ラ前にピント合わせを行っているフォーカスエ 

U アから被写体び外れると、選択したフォーカスエリア 
グループ内の他のフォーカスエ U アからのピント情報を 
利用してピント合わせを行います。 

スナップ写真などで、ピント 
合わせはカメラまかせにし 
て、構図を工夫して撮影した 
い場合に便利です。 


]] 力所のフォーカスエリアのラち、自動的に最を手前 
にある被写体に重なっているフォーカスエ U アを使用し 
てピント合わせを行います。ピントび合ラとフォーカス 
□ックされますび、ピントび合う前にピントを合わせて 
いるフォーカスエ U アから被写体び外れると、他のフォ 
一カスエ U アからのピント情報を利用してピント合わせ 
を行います。 

スナップ写真などピント合わ 
せをカメラまかせにして、気 
軽に撮影する場合に便利です。 


CSMa2 :フォーカスモードが S (シングル AF ヴーボ）の時に、ピントが合っていなくても 
シャツ ターがきれるようにレリーズ優先に変更できます（田 P.9 巨)。 


57 


オー トフ オー カス -っづき- 


■才ートフオーカス機能の組み合わせと特長（コンテイニユアス AF サーボ： AF - C ) 


AF ヴーボ 


AF ェ IJ アモード 


背面表示 
パネル※， 


フオーカス 
フレームの点な 


フオーカスエ U ア 
の選択 


AF-C 


シングルエリア 
AF モード 


選択した フオーカ 
スエ IJ ア 


任意選択 


AF-C 


ダイナミック 
AF モード 


■■■ 


選択したフオーカ 
スエ U ア 


任意選択 


AF-C 


グループ 
ダイナミック 
AF モード 


選択した フオーカ 
スエリアグループ 


任意選択（グル- 
プ内の中央*う 


AF-C 


至近優先 
ダイナミック 
AF モード 


点好しません 


自動選択 


:表示例は中央のフォーカスエ U アまたはフォーカスエ U アグループを選択した場合（ノー 
マル表示時および詳細表示時）です（至近優先ダイナ三ック AF モード時はフォーカスエ 
U アを選択することはできません)。また、グループダイナミック AF モードのフォーカス 
エ U アグループの組み合わせは「パターン](中央優先)」の場合です。 

《2 :カスタムメニューの ra3 :グループダイナミック AF」 （田 P . 9目）を「パターン1 
(至近優先)」または「パターン2 (至近優先)」にセットした場合、選択したフォーカ 
スエ U アグループ内で、自動的に最を手前にある被写体に重なっているフォーカスエ 
U アを使用してピント合わせを行います。 
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ピント合わせの動作 

なのよラな被写体に便利でず 


撮影を自身び選択したフォーカスエ U アだけを使用して 
ピント合わせを行います。ピントび合ってをフォーカス 
□ックされず、シャッターをきるまでピントを合わせ続 
けます。 

モータースポーツや陸上競技 
などで、1つのフオーカスエ 

U アでとらえ続ける場合に便 
利です。 


撮影を自身び選択したフォーカスエリアを使用してピン 
卜合わせを行います。ピントび合ってをフォーカス□ッ 
クされません。選択したフォーカスエ U アから被写体び 
外れると、他のフォーカスエ U アからのピント情報を利 
用して同じ被写体に対してピント合わせを行います。 

被写体の動さを予想しづら 
<、1つのフオーカスエ U ア 
でとらえ続けることび困難な 
場合に便利です。 


撮影を自身び選択したフォーカスエ U アグループ内の中 
央のフォーカスエリア^ 2 を使用してピント合わせを行い 
ます。ピントび合ってをフォーカス□ックされません。 
ピントを合わせているフォーカスエ U アから被写体び外 
れると、選択したフォーカスエ U アグループ内の他の 
フォーカスエ U アからのピント情報を利用して同じ被写 
体に対してピント合わせを行います。 

動さの激しい被写体を、ピン 
卜合わせはカメラまかせにし 
て、構図を工夫して撮影した 
い場合に便利です。 


11力所のフォーカスエ U アのうち、自動的に最ち手前に 
ある被写体に重なっているフォーカスエ U アを使用して 
ピント合わせを行います。ピントび合ってちフォーカス 
□ックされません。ピントを合わせているフォーカスエ 

U アから被写体び外れると、他のフォーカスエ U アから 
のピント情報を利用してピント合わせを行います。 

動さのある被写体を、ピント 
合わせはカメラまかせにし 
て、気軽に撮影する場合に便 
利です。 


CSMa1 :フオーカスモードが C (コンティニュアス AF ヴーボ）の時、通常よりもピント合ね 
せを優先させる状態に変更できます。また、ピントが合っている時のみシャッター 
がきれるようにフオーカス優先にも変更できます（田 P.9 目)。 


的 


オー トフ オー カス -っづき- 


■フオーカス□ツク撮影 


オートフォーカスで主要被写体（ピントを合わせたい人物やちのなど）が11 
力所のフォーカスエリアのいずれか!5も外れる構図の時に使用します。また、 
「才ートフ ォー カスが苦手な被写体」 （函 P .62) にも有効です。 フォー カス 
□ックの方法はシングル AF ヴーボ ( AF - S ) とコンティニ ユア ス AF ヴーボ 
( AF - C ) で異なります。 

1 ピントを合わせたい被写体にフォーカスエリア 
を重ねて、シャッターボタンを半巧しします。 

•ピントび合うとピント表示 • び点灯します。 


2 ピント表示 • び点なした5、フォーカス□ック 
を行います。 

■シングル AF サーボ ( AF - S ) の場合 

•シャッターボタンの半押しを続けると、ピント 
びそのまま固定（フォーカス□ック）されます。 

• AE / AF □ックボタンを巧して フォー カス□ック 
を行うことをできます（コンティニュアス AF 
ヴーボの場合をご覧ください)。 


■コンテイニユアス AF サーボ （ AF - C ) の場合 

•シャッターボタンを半押ししたまま、 AE/AFD 
ックボタンを巧し続けると、ピントびそのまま固 
定（フォーカス□ック）されます。 

•シャッターボタンから指を離してを、 AE/AF 
□ックボタンを巧している間はフォーカス□ッ 
クされます。また、 AE □ック（田 P .74) も 
同時に行われます。 
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3 フォーカス□ックを巧ったまま、構図をミ夫めて 
撮影します。 

•フォーカス□ック後は、を要被写体との撮影距離 
を変えないでください。 

• シャッターボタンの半押しでフォーカス□ックを 
行った場合は、シャッターをさった後をシャッター 
ボタンから指を離さずに再度シャッターボタンを押 
し込めば、ピントを固定したまま繰り返し撮影でき 
ます。 AE / AF □ックボタンでフォーカス□ックを 
行った場合は、 AE / AF □ックボタンを押したまま 
再度シャッターボタンを押せば、ピントを固定した 
まま繰り返し撮影でさます。 

• ピントび固定された後に被写体び動いた（撮影距 
離び変化した）場合は、いったんシャッターボタン 
や AE / AF □ックボタンから指を離してフォーカス 
□ックを解除し、ピントを合わせ直してください。 

CSMc2 : AE/AF □ックボタンを巧した時に、 AF □ックだけ行われるように変更できます 
(田 P.101)。 

CSMC3 : AF 作動ボタンと AE/AF □ックボタンの機能を、下記のように変更できます 
(田 P.102)。 

- AF 作動ボタンの機能と AE / AF □ックボタンの機能を入れ換えます。 

- AE / AF □ックボタンも AF 作動ボタンとして機能します （ AF 作動ボタンの機能 
は変更しません)。 

- AF 作動ボタンも AE / AF □ックボタンとして機能します （ AE / AF □ックボタン 
の機能は変更しません)。 





オー トフ オー カス -っづき- 


■才ートフオーカスが普手な被写巧について 

次のよラな被写体では、オートフオーカスでピント合わせがでさない場合が 
あります。このような場合は、フオーカスモードを M (マニュアルフオーカ 
ス阻 P .63) に切り換えてマニュアルでピントを合わせるか、おおよそ同じ 
距離の被写体にピントを合わせてフオーカス□ック（阻 P .6 日）を行い、そ 
のまま構図を元に戻して撮影してください。 



■明暗差びはつをりしない場合 

• 白壁や背景と同色の服をさている人物など。 


■フォーカスエリア内に遠いをのと近いものび混在する被写体 

• 才 U の中の動物や木の前の人物など。 


■連続した繰り返し/ ターンの被写体 

• ビルの窓など。 


■フォーカスエリア内の被写体の輝度是び着し < 異なる場合 

• 太陽び背景に入った曰陰の人物など。 


■フォーカスエリアに巧して主要被写体びルさい場合 

• フォーカスエリア内に遠くの建物と近くの人物び混在する場合 
など。 


■給柄びこまかな場合 

• 一面の花畑など、ルさな被写体や、明暗差びかない被写体など。 


回被写な;が啡常におい場合 

•マルチェ U アアクティブ補助光 （ AF 補助光）またはアクティブ補助光 （ AF 補助光）を 
備えた別売のスピードライトを装着することにより、オートフォーカスによるピント合 
わせび行いやすくなります。マルチェ U アアクティブ補助光 （ AF 補助光）については 
P .1 已9を、アクティブ補助光 （ AF 補助光）については P .1 目7をご覧ください。 
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フオーカスモードセレクトダイヤルを M にセットすれば、マニュアルフオー 
カス（手動）でピント合わせが行えます。 


■マニュアルフ オー カスによるピント合わせ 
フ オー カスモード七レクトダイヤルを M (マニュア 
ル）にセットします。ピントはレンズの距離リング 
を回して、ファインダースクリーンのマット面の像 
びはつをり見えるように合わせます。 

• シャッターは、ピント表示 • の点灯、消灯にかかわら 
ずさることびでさます。マニュアルフォーカスは、オー 
トフォーカスび苦手な被写体（田 P .62) を撮影する時 
や、オートフォーカス撮影びできないレンズ（田 P .40) 
を装着している時にご使用ください。 

• ファインダースクリーンを J 、 A 、 L 型（別売田 P .174) 
に交換すると、ピント合わせび素早く行えます。 

■フォーカスエイドによるピント合わせ 
フォーカスモード七レクトダイヤルを M (マニュア 
ル）にセットした時、開放絞りび f / 已 .6 な上明るい 
レンズを装着すると、ファインダー巧ピント表示 • 
により合焦が態をお認でをる r フォーカスエイドに 
よるピント合わせ J び行えます。 

• シャッターボタンを半押しして、半押しタイマーび作動 
中にレンズの距離 U ングを回してピント表示 ♦ を点灯 
させます。シャッターはいつでちさることびでさます。 

• AF エ U アモードセレクトダイヤルの位置にかかわらず、 
撮影を自身びマルチセレクターでフォーカスエ U アを選 
択することびでさ、いずれのフォーカスエ U アを選択し 
てをフォーカスエイドび行えます。 

• ファインダー内表示に ► 表示び点灯している時は、ピ 
ントを合わせたい被写体よりを手前にピントび合ってい 
ます。◄表示び点灯している時は、ピントを合わせた 
い被写体よりを後ちにピントび合っています。いずれの 
場合を、レンズの距離 U ングを回してピント表示♦を 
点灯させてください。 


CSMaS :装着している AF-S レンズまたは AF-I レンズを M/A モードにセツトし、カメラの 
フォーカスモードをマニュアルフォーカスにセツトした場合でも、オートフォーカ 
ス撮影ができるように変更できます（田 P .98)。 
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測光モード 


■測光モードの選が 


被写体の光の状況に応じて、3つの測光モードか S 選べます。 



lio ■ 责 ■ 巧 !1 


測化モードダイヤルロックボタンを巧しなび5、測 
化モードダイヤルで測がモードをセットします。 

• ファインダー内に測光モード表示び表示されます。 

• 装着レンズによっては使用でさない測光モードびあり 
ます（田 P .40)。 

• 測光モードの種類と特長は次のとおりです。 


K : 3 D-RGB マルチパターン測が 

• ]0〇已分割 RG 目センサーから得られる画面全域のさ 
まざまな情報を分類して露出をミ夫定します。特に、 
明るい色（白や黄色）の被写体や、暗い色（黒や濃 
い緑色）の被写体び画面全体を大さく占めている場 
合などにより威力を発揮し、目で見た感じに近い明 
るさを再現します。 

• G タイプまたは D タイプレンズ装着時のみ、画面内の最大輝度、輝度差情報に加え、カメラ 
から被写体までの距離情報を加味して測光の精度を高めた 3 D - RG 目マルチパターン測光と 
なります。 G タイプおよび D タイプ外の CPU レンズ装着時や、「レンス盾報」（田 P .149) 
でレンズの焦点距離と開放絞り値を設定した非 CPU レンズ装着時は、レンズからの距離情 
報を用いない RG 巨マルチパターン測光となります。 

• マルチパターン測光は、 CPU レンズおよびレンズ情報の設定を行った非 CPU レンズ装着 
時のみ巧能です。これ政外の場合は、マルチパターン測光にセットしてを、自動的に中央 
部重点測光に切り換えて制御します。 

• AE □ック（田 P .74) や露出補正（田 P .76) を行う時は、中央部重点測光またはスポッ 
卜測光をおすすめします。 

•ファインダースクリーンを U 型に交換した場合（別売田 P .174) は、中央部重点測光ま 
たはスポット測光をおすすめします。 
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回：中央部重点測光 

• 中央部重点測光はファインダー中央部 （0 ] 2 mm の 
円内）を重点的に測光して露出値をみ定します。ク 
1 2 mm の円内の露出を基準に撮影したい場合に適し 
ています。 


CSMb4 :中央部重点測光設定時の測光節囲を 08mm、12mm、 1已 mm、20mm のいずれ 


かに、または測光方式を画面全体の平均測光に変更できます（田 P.100)。 


囚：スポット測が 

•フォーカスエ U アに重なるク 4 mm 相当（全画面の約 
1.已％)を部分的に測光して露出値を決定します。逆 
光時やコントラストの差び激しい時など、フォーカ 
スエ U ア相当の狭い範囲の露出を基準に撮影したい 
場合に適しています。 

• 測光エリアは選択されているフォーカスエリアに連動するため、撮影したい構図のまま、 
マルチセレクターを操作して測光エ U アを変えることびでさます。ただし、グループダ 
イナミック AF モード時（田 P .54) は、選択されたフォーカスエ U アグループ内の中央 
のフォーカスエ U アに相当する部分を測光します。また、じ(下の場合、フォーカスエ U 
アの連動は行われず、画面中央のフォーカスエリアに相当する部分を測光します。 

•至近優先ダイナミック AF モード時（田 P . 已已） 

-非 CPU レンズ使用時（田 P .41) 

.カスタムメニュー化6:スクリーン補正」（田 P .100) で 「BorE む外」にセットし 
た場合（測光範囲は 0 6mm 相当[全画面の約3.3%]に変更されます） 



P 露出倍数のかかるフィルターのほ用について 

•露出倍数のかかるフィルター（田 P .177) を使用する場合、マルチパターン測光の効 
果び得られない場合びありますので、測光モードを中央部重点測光に切り換えて撮影す 
ることをおすすめします。 


CSMfS :ファンクション甜機能を「四簡易設定」、「回簡易設定」、「田簡易設定」のいず 
れかにセットすると、ファンクションボタンを巧している間だけ、一時的にセット 
した測光モードに切り換わるように変更できます（田 P.1 10)。 


的 




各露出モードによる撮影 


■ P :プ□グラムオート 


撮影状況に応じて、最適露出となるよラプ□グラム線図に従ってカメラが自 
動的に露出制御を行います。プ□グラムシフトや露出補正（函 P.76)、 オー 
トブラケティング（阻 P.77) などの併用により、高度な撮影も楽しめます。 

- CPU レンズ装着時のみ使用できます。 


露出モードボタンを巧しなび5、メインコマンド 
ダイヤルで露出モードを P にセットします。 


構図をミ夫め、ピントを合わせて撮影します。 


• プ□グラムオートで撮影中にメインコマンドダイヤルを 
回すと、露出を一定にしたままシャッタースピードと絞 
りの組み合わせを変えることびでさます。この機能によ 
り、プ□グラムオートにセットしたままシャッター優先 
オートや絞り優先オートのよラな使いちびでさます。プ 
□グラムシフト中は上面表示パネルにプ□グラムシフト 
マーク*び点灯します。解除は、プ□グラムシフトマー 
ク*び消灯するまでメインコマンドダイヤルを回す、他 
の露出モードに切り換える、電源スイッチを日 FF にする、 
カスタムメニュ ー 化1:露出設定ステップ」（田 P .99) 
の設定の変更を行う、ツーボタンリセット（田 P .1 已 3) 
を行ラなどで巧能です。 





■プ□グラムシフトについて 


P レンズの絞0リングについて 

• G タイプ];!外の CPU レンズの絞り U ングび最ル絞りにセットされていない時は、上面表 
示パネルとファインダー内表示に巧€び点滅し、シャッターびされません。 
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0 巧 CPU レンズ使用時について 

•非 CPU レンズを装着すると、露出モードを自動的に g (絞り優先オート）に切り換えて 
制御します。この場合、上面表示パネルの P び点滅して警告し、ファインダー内表示に 
g び点灯します。「レンズ情報」 （田 P .149) でレンズの開放絞り値を設定した場合は、 
上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファインダー 
内表示に絞り値び表示されます。この場合、絞りリングによる中間絞りのセットは可能 
ですび、表示は]段単位になります。開放絞り値を設定しない場合、絞り値表示び開放 
からの絞り段数表示（例 ： J だ [開放から2段の場合])となりますので、絞りのセット 
と確認は、レンズの絞りリングで行ってください。 

P 警告表示について 

•次の警告び上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファ 
インダー内表示に点灯した場合、被写体び明るすざたり（露出オーバー）暗すざたりして 
(露出アンダー)、カメラの制御範囲を超えています。じ(下のよラに対応してください。 

- 1-1 I : ND (光量調節用）フィルター（別売）を使用してください。 

• しご ：スピードライト（別売）を使用してください。 


プ□グラム線図について 

• プ□グラム線図はプ□グラムオート撮影時の露出制御をグラフにしたをのです。 



ISO 100 s 開放絞り 
f /1.4 •最小絞り f /1 目の 
レンズ（例： AF 己 0 mm 
F 1.4 D ) の場合 


(シャツタースピー ド） 


• フィルム感度に応じた測光範囲により、 EV 値の両端に制限びあります。 

•マルチパターン測光では、に日 ] 00の時] 61/3を越える EV 値では、全て] 6ン3として制 
御されます。 


CSMb1 :上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイン 
ダー内表示に表示されるシャッタースピードと絞りのステップを1/2段または1段 
に変更できます（田 P .99)。 



各露出モードによる撮影 一つづを一 


■ 5:シャツター優巧才ート 


撮影者がシャッタースピード （3 日秒〜1/8日日日秒、X)をセットすれば、絞 
りはカメラが自動制御します。スポーツシーンの撮影などで被写体の動きを 
速いシャッタースピードで写し止める、または遅いシャッタースピードで強 
調するなど、シャッタースピードを重視した撮影に最適です。 

- CPU レンズ装着時のみ使用できます。 



露出モードボタンを巧しなび5、メインコマン 
ドダイヤルで露出モードを5にセツトします。 



メインコマンドダイヤルでシャッタースピード 
(30 砂〜1/8000秒、 X )をセットします。 




構図をミ夫め、ピントを合わせて撮影しまず。 


P buLb び点滅した場合について 

•露出モードを巧（マニュアル）にして buL b にセットした後、 buL b を解除しないで 
S (シャッター優先オート）にセットすると、 buLb 表示び点滅してシャッターはきれ 
ません。 S で撮影する場合はメインコマンドダイヤルを回して buLb じ(外のシャッター 
スピードにセツトしてください。 
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0 シャッ タースピー ドの□ックについて 

• 操作手順の2でセットしたシャッタースピードを □ 

ックする場合は、コマンド□ックボタンを押しな 
びら、メインコマンドダイヤルで上面表示パネル 
およびファインダー内表示にシャッタースピード 
□ックマーク 田 を点灯させます。背面表示パネル 
(詳細表示時および拡大表示時）にはシャッタース 
ピードび反転表示されます。解除する時は、コマ 
ンド□ックボタンを押しなびらメインコマンドダ 
イヤルでシャッタースピード□ックマーク 田 を消 
灯させてください。 

P レンズの絞りリングについて 

• G タイプ I ソ外の CPU レンズの絞り U ングび最小絞りにセットされていない時は、上面表 
示パネルとファインダー内表示に巧 f び点滅し、シャッターびされません。 

P 巧 CPU レンズ使用時について 

•非 CPU レンズを装着すると、露出モードを自動的に g (絞り優先オート）に切り換えて 
制御します。この場合、上面表示パネルの S び点滅して警告し、ファインダー内表示に 
g び点灯します。「レンズ情報」（田 P .149) でレンズの開放絞り値を設定した場合は、 
上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファインダー 
内表示に絞り値び表示されます。この場合、絞り U ングによる中間絞りのセットは可能 
ですび、表示は]段単位になります。開放絞り値を設定しない場合、絞り値表示び開放 
からの絞り段数表示（例： JF? [開放から 2 段の場合])となりますので、絞りのセット 
と確認は、レンズの絞りリングで行ってください。 

P 警告表示について 

•次の警告び上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびフ 
ァインダー内表示に点灯した場合、被写体び明るすざたり（露出オーバー）暗すざたり 
して（露出アンダー)、カメラの制御範囲を超えています（同時にオーバー、アンダーの 
量を示す露出インジケーターび表示されます)。じ(下のよラに対応してください。 
hi I :シャッタースピードをより高速側にセットし、それでも警告表示び消えない時は、 
ND (光量調節用）フィルター（別売）を使用してください。 
io :シャッタースピードをより低速側にセットし、それでも警告表示び消えない時は、 
スピードライト（別売）を使用してください。 

CSMb1 :上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイン 
ダー内表示に表示されるシャッタースピードと絞りのステップを1/2段または1段 
に変更できます（田 P.99)。 

CSMf4 :サブコマンドダイヤルでシャッタースピードのセットが行えるように変更できます 
(田 P .1 11)。 
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各露出モードによる撮影 一つづを一 


■ FI : 絞り優巧才ート 


撮影者が絞り（最小絞り〜開放絞り）をセットすれば、シャッタースピード 
はカメラが自動制御します。手前か!5奥まで鮮明に写す、背景をボカすなど、 
被写界深度（ピントの合ラ前後の範囲）を優先した撮影に最適です。また、 
スピードライト撮影時には、絞りを変えることにより調光範囲の変更ち行え 
ます（函 P.169)。 



露出モードボタンを巧しなが5、メインコマンド 
ダイヤルで露出モードを FI にセットしまず。 



サブコマンドダイヤルで絞り（最ル絞り〜開放 
絞り）をセットしまず。 




構図を巧め、ピントを合わせて撮影します。 
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0 絞りの□ックについて 

• 操作手順の2でセットした絞りを□ックする場合 
は、コマンド□ックボタンを押しなびら、ヴブコ 
マンドダイヤルで上面表示パネルおよびファイン 
ダー内表示に絞り□ックマーク田を点灯させま 
す。背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示 
時）には絞りび反転表示されます。解除する時は、 

コマンド□ックボタンを押しなびらサブコマンド 
ダイヤルで絞り□ックマーク田を消灯させてくだ 
さい。また、レンズを取り外した場合を解除され 
ます。 

P レンズの絞りリングについて 

• G タイプ I ソ外の CPU レンズの絞り U ングび最小絞りにセットされていない時は、上面表 
示パネルとファインダー内表示に巧 f び点滅し、シャッターびされません。 

P 巧 CPU レンズ使用時について 

•非 CPU レンズを装着時に、「レンズ情報」（田 P .149) でレンズの開放絞り値を設定し 
た場合は、上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびフ 
ァインダー内表示に絞り値び表示されます。この場合、絞り U ングによる中間絞りのセ 
ットは可能ですび、表示は1段単位になります。開放絞り値を設定しない場合、絞り値 
表示び開放からの絞り段数表示（例：^?[開放から2段の場合])となりますので、絞 
りのセットと確認は、レンズの絞りリングで行ってください。 

0警告表示について 

•次の警告び上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびフ 
ァインダー内表示に点灯した場合、被写体び明るすざたり（露出オーバー）暗すざたり 
して（露出アンダー)、カメラの制御範囲を超えています（同時にオーバー、アンダーの 
量を示す露出インジケーターび表示されます)。じ(下のよラに対応してください。 
hi I :より大きい数値の絞りにセットし、それでを警告表示び消えない時は、 ND (光 
量調節用）フィルター（別売）を使用してください。 

• しご：よりルさい数値の絞りにセットし、それでを警告表示び消えない時は、スピード 
ライト（別売）を使用してください。 

CSMb1 :上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイン 
ダー内表示に表示されるシャッタースピードと絞りのステップを1/2段または1段 
に変更できます（田 P.99)。 

CSMf4 : メインコマンドダイヤルで絞りのセットを行えるように変更できます（田 P.1 11)。 

また、 G タイプな外の CPU レンズ装着時に、レンズの絞りリングでのみ絞りのセッ 
卜を行えるように変更できます（阻 P.112)。 
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各露出モードによる撮影 一つづを一 


■ n : 7ニユアル 


シャッ タースピード （と… Lfe 、 3日 秒〜 1/8日日日 秒、 X ) も絞り（最小絞り〜 
開放絞り）ち、撮影者が自由にセットでさるので、上面表示パネルまたはファ 
インタ' 一 内の露出インジケーターを見なが5、撮影状況や目的に合わせた露出 
決定がでさます。長時間露出（バルブ）もこのモードでセットします。 



露出モードボタンを巧しなが5、メインコマンド 
ダイヤルで露出モードを け にセットし、構図を ミ 夫 
めます。 



2 露出インジケーターをお認しなび6、シャッター 
スピードと絞りをセットしまず。 

•シャッタースピード（と… し b 、 30 秒〜]/ 8000 秒、 
X )はメインコマンドダイヤルでセットし、絞り 
(最小絞り〜開放絞り）はサブコマンドダイヤルで 
セットします（どちらを先にセットしてをかまいま 
せん)。 

• シャッタースピードを buLb にセットすると長時 
間露出（バルブ）撮影 （田 P .82) となります。 



構図を巧め、ピントを合わせて撮影します。 


P シャッタースピードと絞りの□ックについて 

• セットしたシャッタースピードと絞りはそれぞれ□ックできます。シャッタースピード 
の□ック方法は P . 日9の「シャッタースピードの□ックについて」を、絞りの□ック方法 
は P .7] の「絞りの□ックについて」をご覧ください。 
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0 露出インジケーターについて 

• 露出インジケーターの見方は I ソ下のとおりです（例：上面表示パネル)。 
-カメラの測光範囲を超えると、露出インジケーターび点滅警告します 


露出値のステップび 

1/3 段の場合 

露出値のステップび 

1/2 段の場合 

露出値のステップび 

1 段の場合 

適正露出の状態 

+ 0 ^ 

適正露出の状態 

+ 0 ^ 

適正露出の状態 

+ 0 ^ 

1 

1 

1 

2/3段アンダーの状態 

+ 0 > 

1/2段アンダーの状態 

+ 0 — 

3段!;<(上アンダーの状態 

+ . 9 . — 

1111111111111111111 

liiii 

liii 

3段!;<(上オーバーの状態 

+ . 0 . — 

1/2段オーバーの状態 

+ . 0 . — 

1段オーバーの状態 

+ . 0 . — 

4111111111111111111 

■III 

1111111 


P レンズの絞りリングについて 

• G タイプ I ソ外の CPU レンズの絞り U ングび最ル絞りにセットされていない時は、上面表 
示パネルとファインダー内表示に巧 f び点滅し、シャッターびされません。 


P 巧 CPU レンズ使用時について 

•非 CPU レンズを装着時に、「レンズ情報」（田 P .149) でレンズの開放絞り値を設定し 
た場合は、上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびフ 
ァインダー内表示に絞り値び表示されます。この場合、絞り U ングによる中間絞りのセ 
ットは可能ですび、表示は1段単位になります。開放絞り値を設定しない場合、絞り値 
表示び開放からの絞り段数表示（例：^だ[開放から2段の場合])となりますので、絞 
りのセットと確認は、レンズの絞り U ングで行ってください。 

gj AF マイク□レンズ装着時の露出倍数について 

• AF マイク□レンズをこのカメラに装着して、外部露出計の測光値を参考に絞りをサブコ 
マンドダイヤルでセットする場合、露出倍数を考慮する必要はありません。レンズの絞 
り U ングでセットする場合のみ、露出倍数を考慮した補正び必要となります。 

CSMb1 :上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイン 
ダー内表示に表示される シャッ タースピードと絞りのステップを1/2段または1段 
に変更できます（田 P.99)。 

CSMb5 :露出モードが巧（マニュアル）の時に、通常30秒まで設定できる低速側のシャッ 
夕ースピードを、最長30分まで延長できます（田 P.100)。 

CSMf4 :シャッタースピードのセットをサブコマンドダイヤルで、絞りのセットをメインコ 
マンドダイヤルで行えるように変更できます（田 P.111)。 また、 G タイプむ外の 
CPU レンズ装着時に、レンズの絞りリングでのみ絞りのセットを行えるように変 
要できます（田 P.1 12)。 
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AE □ック撮影 


AE □ック撮影は、撮影画面内の露出を合わせたい部分をスポット測光などに 
より測光し、 AE / AF □ックボタンを巧してその露出をカメラに記憶させて、 
そのまま構図を変えて撮影する方法です。露出モードはけ（マニュアル ） ソ 
外にセツトしてください。 



測化モードをスポット測がまたは中央部重点測 
光にセットします。 

• マルチパターン測光は充分な AE □ックの効果び期 
待でさないため、おすすめでさません。 



露出を合わせたい部分にフォーカスエリア（ス 
ポツト測が時）または画面中央部（中央部重点 
測化時）を重ね、シャツターボタンを半巧しし 
たまま AE / AF □ツクボタンを巧して、ピント表 
巧 • の点なをお認します。 

• AE / AF □ツクボタンを巧すと、ファインダー内に AE 
□ック表示 AE-L び点灯します。 


3 AE / AF □ックボタンを巧したまま、構図をミ夫 
めて撮影します。 

• AE □ック中は、測光モードダイヤルを切り換えて 
を測光モードは変わりません （ AE □ックを解除 
[ AE / AF □ックボタンから指を離す]すれば変わ 
ります)。 
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0 測光モードごとの記憶される露出 

• スポット測光時： 

•シングルエリア AF モード時（田 P . 已4)、ダイナミック AF モード時（田 P . 已4)、マニ 
ュアルフォーカス時（田 P .63) は、選択したフォーカスエリアに相当する部分の露 
出び記憶されます（全て CPU レンズ使用時)。 

•グループダイナミック AF モード時（田 P . 已 4) は、選択したフォーカスエリアグルー 
プ内の中央のフォーカスエリアに相当する部分の露出び記憶されます （ CPU レンズ使 
用時)。 

•至近優先ダイナミック AF モード時 （ SSP . 已已)、非 CPU レンズ使用時（田 P .41)、 力 
スタムメニュー化巨：スクリーン補正」（田 P .100) で 「BorE む外」にセットした 
場合は、画面中央のフォーカスエリアに相当する部分の露出び記憶されます。 

• 中央部重点測光時： 

-画面中央部ク] 2 mm の円内の露出び記憶されます。 

P 露出モードごとの AE □ック中にでまること 

• P (プ□グラムオート）：プ□グラムシフト（田 P .66) 

• S (シャッター優先才ート）：シャッタースピードの変更 
•A (絞り優先才ート）：絞りの変更 

-いずれを、変更した後の露出表示はそれぞれ制御されるシャッタースピード、絞り値び 
表示されます。 

P 才ートフ オー カス時の AE □ツク 

•フォーカス□ック（田 P .60) を同時に行われますので、ピント表示♦の点灯も確認し 
て < ださい。 

CSMc1 :シャッターボタンの半押しで AE □ックが行えるように変更できます（田 P.101)。 
CSMC2 : AE/AF □ックボタンを巧した時の機能を、下記のように変更できます（田 P.101)。 

- AE □ックだけ行われるように変更でさます。 

- AE / AF □ックボタンから指を離しても AE □ックの状態び保持され、シャッター 
をきる、 半押しタイマーび日 FF になる、または再度 AE / AF □ックボタンを押す 
と解除されるように変更できます。 

- AE / AF □ックボタンから指を離しても AE □ックの状態び保持され、半押しタイ 
マーび日 FF になる、または再度 AE / AF □ックボタンを押すと解除されるように 
変更できます（シャッターをきつてを AE □ックは解除されません)。 

-フオーカス□ックだけ行われるように変更でさます。 
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露出補正 


露出補正とは、カメラが表示する適正露出値を意図的に変えることをいいま 
す。たとえば、被写体にコントラストの強いらのがある場合、カラースライド 
撮影など適正露出の許容範囲（ラチチュード）が小さい時に段階的に露出をず 
5して撮影する場合などに使用します。測光モードは中央部重点測光または 
スポット測光をおすすめします。いずれの露出モードでらセット可能です。 

露出補正ボタンを}甲しなび5、メインコマンド 
ダイヤルで補正 量 （1/3 段ステップで±已段） 
をセットします。 

•露出補正ボタンを押すと、露出インジケーターび 
露出補正インジケーターとして補正量を表示し、イ 
ンジケーターの 0 び点滅表示されます。 

•補正量をセットすると、上面表示パネルとファイ 
ンダー内表示に露出補正マーク因び点灯します。 
また、上面表示パネルおよび背面表示パネル（詳細 
表示時および拡大表示時）には常に補正量び表示さ 
れます。 

•露出補正ボタンを押している間、ファインダー内 
表示の露出補正マークび、+側にセットしている場 
合は戸と、一側にセットしてある場合は^と表 
示されます。 

•露出補正を解除する場合は、露出補正ボタンを巧 
しなびら、メインコマンドダイヤルで補正量を0.0 
にセットするか、ツーボタンリセット（田 P .1 已 3) 
を行ってください（電源スイッチを日 FF にしてを 
解除されません)。 


一 1.0 段捕正（詳細表示時） 



-1.0 段捕正 


125 F 日. 目 因- 

ISO looim ^ 



構図を巧め、ピントを合わせて撮影します。 


m スピードライトほ用時に露出捕正を巧5と、同時にスピードライトの発光量を 
補正されます 

gS 露出補正の目安 

•被写体（人物など）に対して、背景び明るい場合は+側に、背景び暗い場合は一側に補 
正するのび基本です。 

CSMb 2 :露出補正量のステップを1/2段または1段に変更できます（田 P .99)。 

CSMbS :コマンドダイヤルの操作だけで、露出補正が行えるように変更できます（田 P .99)。 
% 




























オートブラケティング（自動段階露出) 


オートブラケティングをセットすれば、カメラが表示する適正露出値（露出 
モードがけ[マニュアル]の場合は撮影者がセットした露出値）に対して、 
シャッターをきるごとにセットした撮影 コマ 数（最大7 コマ） まで、セット 
した補正ステップで自動的に露出をず!5した（露出補正なしで最大±3段） 
撮影が行えます。いずれの露出モードでもセット可能です。 

オートブラケティングボタンを巧しなび5、メイ 
ンコマンドダイヤルで撮影コマ数を、サブコマン 
ドダイヤルで補正ステップをセットします。 

• オートブラケティングボタンを押している間は、 
撮影コマ数と補正ステップび背面表示ノ（ネルに表示 
されますので、背面表示パネルで確認しなびらセッ 
卜して < ださい。 

•撮影コマ数を0コマ i；! 外にセットすると、上面表示パ 
ネルとファインダー内表示にオートブラケティング 
マーク 回 31 び点灯し、露出インジケーターびオー 
トブラケティングインジケーターとしてセット状態 
を表示します（ただし、露出モードびけ[マニュア 
ル]の時は上面表示パネルのみびオートブラケティ 
ングインジケーターになります)。また、背面表示パ 
ネルには補正ステップとオートブラケティングイン 
ジケーターび表示されます。 

• 補正ステップと撮影コマ数の組み合わせと撮影順 
序については P.78、 79の表をご覧ください。 

2 構図を巧め、ピントを合わせて撮影します。 

• 撮影中は補正されたシャッタースピードと絞り値び表示されます。 

P 露出モードび P (プ□グラムオート）の時はシャッタースピードと絞りび、5 
(シャッター優先才ート）の時は絞りび 、 Fi (絞り優先才ート）とけ（マニュア 
ル）の時はシャッタースピードび変化します。 

P いずれの露出モードでを、スピードライト使用時は、スピードライトで照5さ 
れた主要被写体の TTL 調がレベル （ SB ブラケティング）と、定常化で照5さ 
れている背景の露出 （ AE ブラケティング）の両方に捕正び巧われまず。 

CSMeS :通常は AE ブラケティングと SB ブラケティングが同時に行われますが、 AE ブラケ 
ティングのみ、または SB ブラケティングのみに変更できます（田 P .107)。 
CSMe 6 :通常、露出モードび巧（マニュアル）の場合はシャッタースピードとスピードライトの 
調光レベルが変化しまずが、「シャッタースピードと絞り値と調光レベル」、「絞り値と調 
光レベル」、「調光レベルの別のいずれかび変化するように変更できます（田 P .108)。 
CSMeS : メインコマンドダイヤルでオートブラケティングの ON / OFF を、ヴプコマンドダ 
イヤルで補正ステップと撮影コマ数の組み合わせをセットできるように変更できま 
す（田 P .108)。 



の。 ド 懼 IB 


孤]?>巧巧 F 

撮豁]甲敌 

日 <311|110 
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オートブラケティング（自動段階露出） —つづさ 一 


■捕正ステップと撮影コマ数の組み合わせ一覧表 


補正 

ステップ 


撮影 

コマ数 


オートブラケテイング 
インジケーター让 i 鼠而はル) 


撮影順巧 

(巧巧設定） 


組みるわせで選択時 
の設定画面^ 


]/3段 


両側 
7コ7 


i I i i I * 


0/-1.0/-0.7/-0.3 / 
+0.3/+0.7/+1.0 


]/2 段 


両側 

7コ7 


qIHIO 


0/-1. 日/- 1.0/-0. 已 / 
+0.己/+1.0/+ 1. 己 


2/3段 


両側 
7コ7 


• 〇熙, 


0/-2.0/-1.3/-0.7/ 
+0.7/+1.3/+2.0 


] 段 


両側 
7コ7 


Qinai 


0/-3.0/-2.0/-1.0/ 
+ 1.0/+2.0/+3.0 


]/3段 


両側 
已コ7 




)/-0.7/-0.3/ 
+ 0.3/+0.7 


]/2段 


両側 
已コ7 


nIBai 


0/-1.0/-0. 已 / 
+ 0.5/+ 1.0 


2/3段 


両側 
已コ7 


牌. 


0/-1.3/-0.7/ 
+ 0.7/+ 1.3 


] 段 


両側 
已コ7 


nIBai 


0 /- 2 . 0 /- 1 . 0 / 
+ 1 . 0 /+ 2.0 


]/3段 


両側 
3コマ 


个呼 


0/-0.3/+0.3 


3 F 0.3 らリ 


0 




]/2段 


両側 
3コ7 


町 


0/—0.已 /+0. 已 


非0.日 E り 


0 




2/3段 


両側 
3コ7 


nIBai 


0/-0.7/+0.7 


非 0.? E リ 


0 




] 段 


両側 
3コマ 




0 /- 1 . 0 /+ 1.0 




]/3段 


-側 

2コ7 


0/-0.3 


非 0.3 E り 




]/2段 


-側 

2コ7 


nIBai 


0/-0. 已 


非0.日 E り 




2/3段 


-側 

2コ7 


〇1^ 


0/-0.7 


を F 0.7 らリ 




] 段 


-側 

2コ7 




0 /- 1.0 


非 I.CO 
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お正 撮影 オートブラケテイング 

ステップコマ数インジケーター让 i 庶而はル） 


撮影順巧 

(初期設定） 

0/+0.3 
0/+0. 已 
0/+0.7 
0/+1.0 
-0.3/-0.7/0 
-0 .己/-].0/0 
-0.7/- 1.3/0 
-1.0/-2.0/〇 


組みをわせで選択時 
の設定画面 X 

mmc ■ 
san 。 ■ 
ssni 。 ■ 

HMBHII ク ■ 


1/3 段+ . M ? •呼 . -+0.3/0/+0.7 团 mam 。" 

1/2段 3^' 目若 + . Iv ?*^. - +0.5/0/+1.0 脚" Mil 。" 

2/3段ゴ'目:^ + .. - +0.7/0/+1.3 脚" mil 。" 

] 段 ntf 若 + . - +1.0/0/+2.0 gmssi ク 1| 

※：カスタムメニュ ーre 8 : BKT 設定方法」（曲 P .108) を 「組み合わせで選択」 にセット 

した場合、補正ステップと撮影コマ数の組み合わせを選択する時に表示されます。この 
場合、表中 の補正ステップと撮影コマ数の組み合わせは選択することびでさません。 

• 撮影コマ数び2コマ I ソ外の場合、]コマ目はオートブラケティングインジケーター上の中間 
の補正値から撮影され、2コマ目 I ソ降はマイナス側からプラス側へ順番に撮影されます。 
•補正ステップはカスタムメニュー 化1:露出設定ステップ」（田 P .99) の設定にかかわ 
らずセットでさますび、オートブラケティング撮影中に上面表示パネル、背面表示パネル 
(詳細表示時および拡大表示時）およびファインダー内表示に表示されるシャッタースピー 
ドおよび絞り値は 化1 : 露出設定ステップ」 の設定に従って表示されますので、実際に制 
御されているシャッタースピードおよび絞り値と、表示されているシャッタースピードお 
よび絞り値び異なる場合びあります。 


CSMe 7 :補正順序を、マイナス側か5プラス側へ順番に撮影されるように変更できます 
(田 P .108)。 
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オートブラケティング（自動段階露出） 一つづさ一 


■オートブラケティングの解除方法 

• オートブラケティングボタンを巧しなびら、メインコマンドダイヤルで撮影コマ数を0 
コマにセットしてください（セットした補正ステップは保持されます)。また、カスタム 
メニュー re 8: BKT 設定方法」（田 P .10 目）を「組み合わせで選択」にセットした場 
合は、メインコマンドダイヤルで「撮影 OFF 」 にセットしてください（セットした補正 
ステップと撮影コマ数は保持されます)。 

• ツーボタンリセット （ SBP .1 已3)、カスタムメニューの 「C :カスタム切換え」（田 P .93)、 
「 R : カスタムリセット」（困 P .94)、 化1:露出設定ステップ」または化2:露出補正 
ステップ」の設定変更（田 P .99) を行った場合を解除されます。 

P オートブラケティングとその他の機能 

• 露出補正（田 P .76) び同時にセットしてある場合： 

-両方の補正値び加算されたオートブラケティング撮影び行えます。±3段を超える才一 
トブラケティング撮影を行ラ場合に便利です。 

• フィルム給送モードを CL (低速連続巻き上げ)、 CH (高速連続巻き上げ)、 CS (超低速 
連続巻き上げ）にセットし撮影している場合： 

. シャッ ターボタンを巧し続けると、セットした撮影 コマ 数び終了した時点でいったん 
自動的に停止します。ただし、カスタムメニュー rf 3 :フアンクシヨン甜機能」 
(田 P .110) を 「 BKT 自動連写」にセットすると、フアンクシヨンボタンを巧しなび 
らシャッターボタンを巧し続けている間は、セットした撮影 コマ 数び終了してを繰り 
返しオートブラケティング撮影を行います。 

•フィルム給送モードを S (1 コマ卷き上げ）にセットし撮影している場合： 

-カスタムメニューけ3 :フアンクシヨン節機能」（田 P .1 ]0)を 「 BKT 自動連写」に 
セットして、フアンクシヨンボタンを押しなびらシャッターボタンを押し続けると、 
セットした撮影コマ数だけ連続撮影を行い自動的に停止します。 

• セルフタイマー撮影時（田 P .84) : 

•セットした撮影コマ数のオートブラケティング撮影び]コマずつ行われます。 

E オートブラケティング中にフィルムび終わった場合など 

•フィルム交換後に残りの撮影び行えます。また、撮影中に電源スイッチを日 FF にした場 
合を再び日 N にすれば残りの撮影び行えます。 

0シャッタースピードの補正び巧われない場合について 

• 下記の場合、オートブラケティングによるシャッタースピードの補正は行われません。 
いずれの場合も 、カスタム乂ニュー 「白日： BKT 変化要素」（田 P .108) を r 絞り値」、 
「シャッタースピードと絞り値」、または rsB 」 にセットすることにより、絞りまたは 
TTL 調光レベルを変化させたオートブラケティング撮影び巧能です。 

•カスタムメニュー化已：シャッタースピード延長」（田 P . 100)を roNj にセット 
し、低速側に40秒！; Lb のシャッタースピードびセットされている場合 
-露出モードびけ（マニュアル）の時に、シャッタースピードび X にセットされている場合 
-スピードライト使用時に、シャッタースピードび buib にセツトされている場合 
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0 撮影中の才ートブラケテイングインジケーター表示について 

• 撮影中のオートブラケティングインジケーターは、補正値を示す表示び]コマ撮影する 
ごとに消灯します。 



撮影コマ数：両側3コマの場合 

撮影コマ数：一側3コマ D 場合 

撮影が態 

上面表示パネル 

背面表术パネル 
い-マル表示時） 

上面表示パネル 

背面表术パネル 
い-マル表示時） 

セツ h 時 

+ . 〇熙 . - 

品 <3 1り 

+ . 0•呼 . - 

dm ■け 

1コマ撮影後 

+ . 〇熙 .1... - 

品 <3 0 

+ . 〇1^- 

C 

2コマ撮影後 

+ . 〇熙 . - 

品0 

+ . 0•呼 . - 

0.7 1 

[=!!ii 1 

3コマ撮影後 

+ . 〇熙 .1... - 

0.3 

fatal 

+ . 0•呼 - 

0.7 

fani 

3コマ撮影後か 
ら約〇.已秒後 

+ . 〇熙 . - 

品 <3 ■り 

+ .0.^. - 

晶 ■■り 


P 露出捕正時の才ートブラケテイングインジケーター表示について 

• 露出補正時の上面表示パネルおよびファインダー内表示のオートブラケティングインジ 
ケーターは、補正値を示す表示びセットした露出補正量分を加味して表示されます。た 
だし、最大補正値の表示びインジケーターの表示範囲外になる場合は範囲外表示4ま 
たはを表示します。 


露出補正量 

お正ステップ：1/3段 
撮影コマ数：両側3コマ D 場合 

お正ステップ： 2/3段 
撮影コマ数：一側3コマ D 場合 

補正無し 

+ . 0隅 . - 

+ . 0隅 . - 

ill 

III 

+ 1.0 

+ 1 0 — 

+ . 0隅 . - 

ill 

1 1 1 

+ 2.7 

+ . 0隅 . - 

+ . 0隅 . - 

III 

1 1 1 

-3.0 

+， 0，，— 

+ . 0隅 . — 

|||> 

1 1 

-4.0 

+ . 0隅 . - 

+ . 0隅 . - 


1 1 
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長時間露出撮影 


長時間露出（バルブ）は夜景や天体撮影など、 3 日秒を超えるシャッタースピー 
ドで撮影したい時に便利です。シャッターボタンを押している間、シャッター 
が開いたままになります（兰刷のご使用をおすすめします)。 



露出モードボタンを巧しなび5、メインコマン 
ドダイヤルで露出モードを M にセツトします。 

•イルミネーター(田 P .83) を使用すると、暗い所 
で上面表示 y (ネルおよび背面表示 y (ネルの表示び見 
やす < なります。 



2 メインコマンドダイヤルでシャッタースピードを 
とり-•し b にセットし、サブコマンドダイヤルで絞り 
をセットします。 

• 露出モードを巧（マニュアル）にしてとり-り Lb にセッ 
卜した後 、 S (シャッター優先才ート）にセットする 
と、 buLb 表示び点滅してシャッターはされません。 



•連続撮影可能時間は、新品 3 V CR 123 A リチウム 
電池を使用して約日時間です。ただし、低温時には 
電池の性能び低下しますので短くなります。 


3 構図をミ夫め、ピントを合わせて撮影します。 

• シャッターボタンを巧すと、巧している間はシャッターび開いたままとなります。 
•シャッターボタンを指で巧し続けるかわりに、別売のリモートコード、 MC -30 ま 
たは MC -36 などを使用すると手ブレを軽減できます（田 P .176)。 

0長時間露出時の電源について 

• シャッタースピードを buLb にセットして長時間露出撮影をする場合は、撮影中の電池 
切れを防ぐため、新品電池のご使用をおすすめします。また、別売のマルチパワーバッテ 
リーパック M 目-40 (田 P .172) を使用すると、さらに長時間の撮影び可能になります。 

CSMbS :露出モードが巧（マニュアル）の時に、通常30秒まで設定できる低速側のシャッ 
夕ースピードを、最長30分まで延長できます（田 P .100)。 
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視度調節機能/イルミネーター 


■視度調節機能 

視度調節機能により、視力に合わせてファインダー内の像を見やすくできます。 

巧度調節ノブを引を上げ、ファインダーをのぞをなび 
6ファインダー巧のフォーカスエリア、またはファイ 
ンダー巧表示び最を鮮明に見える位置まで回します。 

•視度調節は一2.0〜 +]. Om - i (近視〜遠視）の間で可能 
です （+ — び水平になる位置び一]. Om - i です）。また、 
別売の接眼補助レンズ ( DK -17 C ) は一 3.0 〜 +2.0 m-i 
の間で已種類び用意されています（田 P .173)。 

n 視度調節ノブを回す際のごミ主意 

• ファインダーをのぞさなびら視度調節ノブを回す際、目に近い位置での操作となります 
ので、指先やつめで目などを傷つけないよラに注意してください。 

^3接眼補巧レンズを取り付ける場合 

•接眼補助レンズ（別売）は、付属アイピース DK -17 を 
取り外して取り付けます。 

1. アイ ピースシャッターを閉じ、 アイ ピース□ックを 
解除します①。 

2. 付属アイピースをイラストのよラに反時計回りに回 
転させ、外します③。 

3. 接眼補助レンズを、イラストとは逆の方向（時計回り）に回転させなびら、ねじ込 
んで固定します。 

4. アイピースシャッターを開さ、アイピース□ックをします。 

-取り付ける際はアイピース□ックを解除する必要はありません。アイピースシャッター 
の開閉にかかわらず取り付けることびでさます。 

■イル S ネーター 

イルミネーターを点好させると、暗い所で上面表示パネルおよび背面表示パ 
ネルの表示が確認しやすくなります。 

電源スイッチをイルミネーター ♦ まで回すと、半巧 
しタイマーび作動するととをに上面表示パネルおよび 
背面表示パネルにブルーグリーンのイルミネーターび 
点なしまず。 

• 電源スイッチは指を離すと元の位置に戻りますび、イル 
三ネーターは半押しタイマーの作動中は点灯し続けま 
す。ただし、シャッターをきった直後には消灯します。 





沿 

















セルフタイマー撮影 


セルフタイマーは記念写真など、撮影者自身ち一緒に写りたい時などに便利 
です。兰脚等を使用し、カメラを安定させてか S 行ってください。 



給送モード七レクトダイヤル□ツクボタンを巧 
しなび5、給送モード七レクトダイヤルを&に 
セットします。 




構図をミ夫め、ピントを合わせてシャッターボタン 
を巧します。 

• AF (才ートフォーカス）でピントを合わせる場合 
は、セルフタイマーを作動させる時にレンズ前を体 
でさえざらないよラに注意してください。 

•セルフタイマーび作動すると、セルフタイマー表 
示 LED び8秒間点滅、2秒間点灯して合計10秒後 
にシャッターびされます。 

•フォーカスモードび S (シングル AF ヴーボ）の場 
合でピントび合っていない時など、カメラのシャッ 
ターびされない状態ではセルフタイマーは作動しま 
せん。 

• 解除するには、給送モードセレクトダイヤルを& 
外にセツトしてください。 


•露出モードびけ（マニュアル）の場合でシャツター 
スピー ドび buLb にセツトされている時は、約 
1/10秒でシャツターびきれます。 


P アイ ピースシャッターに ついて 

• 適正露出に影響を与える接眼部からの逆入光を防ぐた 
め、け（マニュアル）外の露出モードで撮影する場合 
は、シャッターボタンを押す前にアイピースシャッター 
レノ く一■を回してアイピースシャツターを開じて < ださい。 


CSMC 5 :セルフタイマーの作動時間を2秒、已秒、20秒のいずれかに変更できます 
(田 P .102)。 
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■プレビューボタン 


ファインダーで被写界深度が確認できます。 

ファインダーをのぞをなび5プレビューボタンを巧 
しまず。 



•プレビューボタンを押し続けると、露出モードび 
戸（プ□グラムオート )、 S (シャッター優先才ート）の 
時は制御される絞りまで、露出モードび A (絞り優先 
オート）、巧（マニュアル）の時はセットしてある絞り 
まで、レンズの絞り羽根び絞り込まれ、おおよその被写 
界深度（ピントの合う前後の範囲田 P .3 目）び確認で 
さます。 

• 別売のスピードライト S 目-800 • 目00使用時は、モデ 
U ング発光も同時に行われます（田 P .1 已7)。モデリ 
ング発光を行いたくない場合は、スピードライトの電源 
を日 FF にするか、カスタムメニュー「64:モデリング 
発光」を rOFFJ にセットしてください（田 P .107)。 

• CPU レンズ使用時は、絞り込む前に AE □ック（田 P .74) 
ち同時に行われますので、そのままシャッターボタンを 
押して撮影でさます。 


■距離基準 マーク 


距離基準マークは、カメラ内のフイルム面の位置を示しています。 

•距離基準マークは撮影距離の基準となるマークで、力 
メラ内のフイルム面の位置を示しています。接写などで 
カメラから被写体までの距離を実測する場合、このマー 
クび基準となります。 

• レンズ取り付け面（レンズマウント）からフイルム面 
までの寸法（フランジバック）は4目.已 mm です。 



.ー ポタン/距離基準マーク 
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ミラーアップ撮影 


望遠レンズ使用時や接写などでミラーによる振動を防止したい場合に、1回目の 
レリーズでミラーをアップさせ、2回目のレリーズで露光を行うことができます。 

1 給送モード七レクトダイヤル □ ックボタンを巧し 
なげら、 給送モード七レクトダイヤルを M-UP 
にセットします。 


2 構図をミ夫め、ピントを合わせてシャッターボタン 
を巧し込むと、ミラーアップげ態になります。 

•ミラーアップ中は、測光値およびピント（才ート 
フォーカス時）は三ラーアップ直前の状態で□ック 
されます。また、ファインダーによる構図の確認は 
でさません。 

〇 をラー度シャッターボタンを巧し込むとシャッターびをれ、ミラーび戻ります。 
■ミラーアップ撮影の解除 

•シャッターをさった（撮影した）後に、給送モードセレクトダイヤルを M - UP じ(外にセッ 
卜します（三ラーアップ中に M-UP じ(外にセットしてを解除でさますび、自動的に直ちに 
シャッターびされてフィルムび]コマ巻さ上げられます)。 

• 下記の場合は自動的にシャッターびされてフィルムび]コマ巻さ上げられますび、三ラー 
アップ撮影は解除されません。 

-三ラーアップ状態び約30秒間続いた時 
-三ラーアップ状態で電源スイッチを OFF にした時 

[5 ミラーアップ中のごを意 

•三ラーアップ状態のまま、太陽光にレンズ面を向けて放置しないでください。太陽光び 
レンズ面より直接入射して、シャッター幕び焼けるおそれびあります。特に、大口径の 
望遠レンズを使用する際には注意してください。 

• ミラーアップ状態で R 1 ボタンを押すと、シャッターびされて上面表示パネルとファイン 
ダー内表示に レ r び点滅し、背面表示パネルに 「 ERR 」 と表示して警告します。シャッ 
夕ーボタンを押して警告表示を解除してください（フィルムび1コマ送られますび、フィ 
) レムカウンターは変わりません)。 

^3 IJ モートコードについて 

•別売のリモートコード、 MC -30 または MC -36 などを使用すると、さらに撮影時の振動 
を軽減することびできます （田 P .176)。 



86 









ファインタースクリーンの交換 


このカメラには目型クリアマットスクリーンび装着されていますび、別売の 
ファインタースクリーン （ U 、 E 、 M 、 丄 A 、 L 型 sap . 174) に交換できます。 

1 電源スイッチを OFF にし、カメラか5レンズを 
取りかして、スクリーン交換レバーを専用ピン 
セットで手前に引をます。 

• ファインダースク U —ンび枠ごと下びります。 



2 


3 


ファインダースクリーンの突起部をピンセット 
ではさんで取り出し、装着するファインダース 
クリーンを枠に載せます。 

• ファインダースク U —ンは確実に枠の上に載せて 
<ださい。 

カチッと音びするまで枠を巧し上げ、ファイン 
ダースクリーンを固定します。 

•ファインダースク U —ン交換の際は、カメラのミ 
ラーやファインダースクリーン面に触れないように 
して < ださい。 

• ファインダースク U —ンは必ず F 目専用のをのを使 
用してください（他機種のファインダースクリーン 
は使用でさません)。 

の スクリーン補正について 

•目型（標準装備）および E 型のファインダースク U —ンを使用する場合やマルチパターン 
測光時は必要ありませんび、目型および E 型];!外のファインダースク U —ンを使用する場 
合は、レンズやテレコンバーター等との組み合わせにより測光値の補正び必要となる場 
合びあります。カスタムメニュー化日：スクリーン補正」（田 P .100) を 「 BorElU 外」 
にセットして、補正量を設定してください（補正量はファインダースク U —ンの使用説 
明書をご覧ください)。 

•巨型および E 型政外の場合は、補正量び0でを、 「 BorEUI 外」にセットしてください。 
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シャッターモニター機能 


このカメラは、シャッターをさるごとにシャッタースピードを自動的にチエッ 
クして精度を補正する、「シャッターモニター機能」を内蔵しています。 

シャッターモニター機能により、シャッタースピードの誤是を最ルに抑えて制御す 
ると同時に、シャッター幕に万一何5かの異常を検出した場合には、上面表示パネ 
ルとファインダー内表示にレ，-表示を点滅させて警告します。 


• シャッター精度やシャッター幕の異常を検出した場合は、上記の警告を行います。この場合、 
再度シャッターをさってください。この操作で警告表示びいったん解除され、撮影は継続で 
きますび、頻繁に警告び表示される場合は、ニコンヴービスセンターにご相談ください。 

• 警告び表示された撮影コマは、正常に撮影されていないおそれびあります。 

• シャッターに不具合びある場合でを、ごくまれに警告び表示されない場合びあります。 




游 




















ここでは各メニューの詳細を説明しています。 


■カスタムメニユー [@P. 92 〜 112 ] 

•カメラの各機能の働さやセット内容を、撮影 
を自身の好みに合わせて変更でさます。 


(: 化が化 J 松 

R カスタムリセット 

a AF 

b 露出•測ホ 

It け Tin 

d 撮お•表示 
e SB.BKT 撮お 
f 操イ卞 

A ： A 

詳細メこュ-表示 


■セットアップメニユー[阻 P. 113 〜 128 ] 

•撮影データの記憶に関する設定や、曰時の設 
定を行います。 



年ち日表示設定 
詳細たュ-表示 


■撮影メニュー[田 P. 129 〜 148 ] 

•撮影データの写し込み、多重露出撮影、イン 
ターバルタイマー撮影の設定を行います。 



をまお彭 

インタ - 州レタィ ?- 


■レンズ情報[田 P. 14 目〜 1 已 1 ] 

• 非 CPU レンズの焦点距離および開放絞り値の 
設定を行います。 


-■■mil 卜 11— 

ィ戻る み定 ^ 

レンス N~ci. D 

_修正曲]田 

50 F1.4 


■言語 (Language) [阻 P. 1 呂 2 ] 

• 背面表示パネルに表示される表示言語の設定 
を行います。 


JiUfeJfflBBSBHBHE 

◄戻る 決定 ► 

Deutsch 

中文 

English 

( 简体） 

Espanol | 


Frangais 
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メニューの 操作 (各メニュー共通) 


メニュー画面では、マルチセレクターの▼または▲で反転表示されている部 
分を移動させて項目を選択し、 ► (またはマルチセレクターの中央部）を巧 
して設定または決定を行います。 

■メニ ユーの 設定方法（例：カスタムメニュー ra 3： グループタイナミック AFJ の場さ） 

1電源スイッチを ON にし、 MENU ボタンを巧してメニュー画面を表示させます。 


セ 7 トア 7 が ニ ュ- 
廣豁タニュ- 
いを情報 

吾劑 Language ) _ 

• マルチセレクターび□ックされている場合は、□ックを解除してください。 



1 

う 

)妙戀 

♦ 



2 


設定したいメニューを表示させます。 



セ 7 トア 7 がニュ- 
撮影■把ユ- 
レ > を隋幸民 
云" 5ち （Language J 


( IjihHMhgjjyT 

R カス如リセ 7 卜 
a AF 

b 露化•測光 


A : 


3 


• マルチセレクターの▼または▲で設定したいメニューを選択し、►を押すと選択した 
メニュー画面び表示されます。 

設定したい項目を表示させます。 



C 报加切換え 


1 lamama 班か 

R カス加リセ7卜 

若 

2 AF-S モ-ドの樓巧 

a 


3ブル-が1#ミ7ク AF 

b 露化•測光 


4半巧し AF 犯動 

詳細扣ュ-志示 


レリース 


4 


• ▼または▲で設定したい項目を選択し、►を押すと選択した項目の詳細（サブメニュー） 
び表示されます。 

設定したい機能を表示させます。 



AF - な-ドの慢先 
2 AF - S モ-ドの慢巧 

半巧し非祀動 


瓜-ン H や^ 


イ民る 決定 ► 

BBHUEga^ai 

抓->1(至近橋お） 
邮-ン引や央慢巧） 


• ▼または▲でサブメニューの中からセットしたい機能を選択し、►を押すと機能のセツ 
卜内容び表示されます。 
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• カスタムメニュー 「 a 日：フオーカスフレーム設定」およびけ4 :コマンドダイヤル設定」 
の場合、さらにサブメニューびあります。 


5 


機能を設定します。 




ィ民る 決定 ► 

パク->1(や央慢お） 
パう-;/1(至近橋亢） 


匹夕-ン2(や央樓巧) 




1 AF - C モ-ドの橋巧 
2 AF - S モ-ドの樓巧 

诵 卜 

4半巧し AF 犯動 
取ン己（やみ！暴ち） 


• ▼または▲で設定したいセツト内容を選択し、►を押すと機能のセツト内容びみ定し 
て、手順3で選択したメニュー画面に戻ります。 


P 設定を終了します。 

ィを押して1画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回巧すと、撮影情報表示に戻ります。 


P メニュー画面について 

• メニュー画面内の表示は、それぞれ1ソ下の事項を表しています。 


が I 


セ 7 卜了 7 かニュ- 
撮影； C ユ- 

レ > を隋幸民 

s "5 o (Language J 


kD 


が 

糾: 


* AE/AF ロック•夕ぶ- 

が^ 

S 目•目 KT 撮影 
操巧 


め!弄細把ュ-壺示 


UD 


h usammm^ k ■ 

6 7ホ-报 I リ了櫃奪 
1 綱化音 AF-ON 卽 
8 M/A 設定 
み-弄丽； C ュ-泰示 



連写時表示 
選が時表示時間 


が ON 


①：メニューの階層[^] 

メニュー画面上部にある横線の本数は、メニューの階層 
を表しています。本数び多いほど深い階層になります。 

③ ：サブメニュ ー /選択項目 [►] 

選択している項目のち側に表示されている►は、サブ 
メニューまたは選択項目びあることを表しています。 

④ ：初期設定む外の設定 [ t ] 

項目の左側に表示されている：+：は、初期設定1；!外に設 
定されている項目を表しています。 

④：設定状態 

選択している項目の設定状態び、メニュー画面の下部 
に表示されます。ただし、選択している項目にヴブメ 
ニューびある場合は、「詳細メニュー表示」と表示さ 
れます。 








カメラの各機能の働さやセツト内容を、撮影者自身の好みに合わせて変更で 
さます。 

■カスタムメニュー項目一覧 


R 力站ムリセ7卜 
a AF 

b 露出■•測光 

n MaaaaiBamiM^ 

d 撮豁 • 表示 
e S 6 •目 KT 撮豁 
f 摇イ乍 

A ： A 

詳細； c ュ-壶示 


• a 〜 f の各項目にそれぞれヴブメニューびあります。 


カスタムメニユー頃目 

田 

C 

:カスタム切換え 

P .93 

R 

:カスタムリセット 

P .94 

a 

: AF 



al 

AF-C モードの優先 

P .96 


a 2 

AF-S モードの優先 

P .96 


a 3 

グループダイナ三ック AF 

P .96 


a 4 

半巧し AF 駆動 

P .97 


a 已 

フオーカスフレーム表の 

P .97 


a 6 

フオーカスエ U ア循環 

P .98 


a 7 

縦位置 AF - 日 N 節 

P .98 


a 8 

M/A 設定 

P .98 

b 

■ 居 

- 田 

冨出-測光 



bl 

露出設定ステップ 

P .99 


b 2 

露出補正ステップ 

P .99 


b 3 

露出補正簡易（設定） 

P .99 


b 4 

重点測光範囲 

P .100 


b 已 

シャッタースピード延長 

P .100 


b 6 

スク U —ン補正 

P .100 

c 

: AE/AF □ツク*タイマー 



cl 

半巧し AE □ック 

P .101 


c 2 

AE - L / AF-L 卸 

P .101 


c 3 

AF-ON • AE-L 節 

P .102 


c 4 

半巧しタイマー 

P .102 


c 已 

セルフタイマー 

P .102 


カスタムメニユー頃目 

田 

d 

:撮影 • 表示 



dl 

フィルム自動空送 

P .103 


d 2 

自動卷さ戻し 

P .103 


d 3 

フィルム U —ダー残し 

P .103 


d 4 

フィルム終端コマ 

P .104 


d 已 

M 目-40 CH コマ速（変更） 

P .104 


d 6 

DX 警告表示 

P .104 


d 7 

背面情報表示 

P .10 已 


服 

写し込み濃度 

P .10 已 


d 9 

M 目-40電池馈定） 

P .10 已 

e 

: SB . BKT 撮影 



el 

同調速度変更 

P .106 


e 2 

S 目時低速制限 

P .106 


e 3 

SB 絞り連動 

P .107 


e 4 

モデ U ング発光 

P .107 


お 

才ート目 KT のセット 

P .107 


e 6 

巨 KT 変化要素 

P .108 


ら 1 

目 KT 補正順序 

P .108 


e 8 

巨 KT 設定方法 

P .108 

f 

:操作 



fl 

中央節の機能 

P .109 


f 2 

マルチセレクター起動 

P .109 


f 3 

フアンクシヨン妬機能 

P .1 10 


f 4 

コマンドダイヤル設定 

P .1 11 


巧 

節設定ち法 

P .1 12 
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■カスタムメニユー頃目の詳細（太きは初期設定) 
C ： カスタム切換え_ 


カスタムメニユー日〜 f の機能を、操作しやすいように変更した設定の組み合わせを、 
rAj 、 rBj 、 に j 、 TDj に記憶させておくことびでき、必要に応じて一括して簡単 
に呼び出ずことびでをまず。また、 TAJ 、 TBJ 、 rcj 、 TDJ には、それぞれ英数字 
でち前をつけることびでをます。 

[セット内容] 

A :カスタムを A にセットします。 

B :カスタムを B にセットします。 

C :カスタムを C にセットします。 

D :カスタムを D にセツトします。 


•希望する設定状態を記憶させているカスタムを 「 A 〜 D 」 の中から選択し、►を押すと 
「名称の変更」画面び表示されます。名称の変更を行わない場合は、さらに►を押してカス 
タムをみ定します。名称の変更を行ラ場合は下記の「名称の変更ち法」をご覧ください。 



■名祿の変更方法 

カスタムの名荷 i はそれぞれ巨文字の英数字、アルファベットの大文字 （ A 〜 Z ) と数字 
(0-9) で名前をつけることびでをまず。また、空白（スペース）をほ用でをまず。 

反転表示を▼または▲で 「しない」 から 「 A 」 に移動させ、 
►を押すと、左から1文字目び反転表示されます。 
i —— 反転表示されている、 ] 文字目を▼または▲で設定します。 

man • ►を押してに文字目」〜「6文字目」を順次反転表示させ、それ 

ぞれ設定します。 

「目文字目」の設定後、►を押すと名前とカスタムび確定し、カス 
タムメニュー画面に戻ります。 


イ房る 決定 ► 


カスタム A の場合 


P カスタムメニューの設定内容を変更してを、その時還択されているカスタム 
( A 〜 D のいずれか）における設定のみ変更され、他のカスタムの設定は変更さ 
れません。 


カスタムメニューの設定内容を変更した場合の表示について 

•選択されているカスタム （ A 〜 D ) の設定内容び初期設定から変更 
されている場合は、背面表示パネルにカスタム表示（例 ： mm 
[カスタム A の場合])び表示されます。 


ISO 100脚 

HBI レ四 ’ 
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—-つづき一 


R: カスタム U セット_ 

カスタムメニューの設定内容を初期設定に戻す場合に使用します。還択している力 
スタム （ A 〜 D のいずれか）の設定内容のみびリセットされます。 

[セット内容] 

しない：カスタムをリセットしません。 

する：カスタムを U セットします。 


• U セットしたいカスタムを 「 A 〜 D 」 の中から選択し、►を巧すとカスタム U セットの確 
認画面び表示されます。 

• 「する」を選択し、►を巧すと U セットされます。 

■各項目の初期設定一覧 


カスタムメニユー頂目 

初期設定 

a 

: AF 



al 

AF - C モードの優先 

レリーズ 


a 2 

AF - S モードの優先 

フ オー カス 


a 3 

グループダイナ三ック AF 

パターン](中央優先） 


a 4 

半押し AF 駆動 

ON 


a 已 

フォ■—カスフレーム表巧 



M 刊寺表示 

ON 



連写時表示 

ON 



選択時表示時間 

0.2秒 


a 6 

フ オーカ スエ U ア循環 

OFF 


a 7 

縦位置 AF - 日 N 節 

AF-ON 


a 8 

M / A 設定 

AF 駆動しない 

b 

: 1 

i 出•測光 



bl 

露出設定ステップ 

]/3 段 


b 2 

露出補正ステップ 

]/3 段 


b 3 

露出補正簡易（設定） 

OFF 


b 4 

重点測光範囲 

0 12 mm 


b 已 

シャッタースピード延長 

OFF 


b 6 

スク U —ン補正 

OFF 


巧 ■= 

イ民る 決定 K 

A ： 

する 
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カスタムメニユー頃目 

初期設定 

C 

: AE/AF □ ック • タイマー 



cl 

半押し AE □ック 

OFF 


c2 

AE-L/AF-L 節 

AE-L/AF-L 


c3 

AF-ON • AE-L 節 

変更しない 


c4 

半押しタイマー 

8 秒 


c 已 

セルフタイマー 

]0 秒 

d 

:撮影. 表术 



dl 

フィルム自動空送 

裏ぶた閉じ操作 


d2 

自動卷さ戻し 

フィルム終端検出時 


d3 

フィルム U— ダー残し 

OFF 


d4 

フィルム終端コマ 

OFF 


d 已 

M 目- 40CH コマ速（変更） 

8 コマ 


d6 

DX 警告表示 

空送り後 


d7 

背面情報表示 

ノーマル画面 


服 

写し込み濃度 

0 


d9 

M 目- 40 電池（設定） 

単 3 形アルカ U 

色 

: SB . BKT 撮影 



el 

同調速度変更 

]/2 已〇 


e2 

S 目時低速制限 

1/60 


e3 

S 目絞り連動 

OFF 


e4 

モデ U ング発光 

ON 


お 

オート目 KT のセット 

AE • S 目ブラケティング 


e6 

目 KT 変化要素 

シャッタースピード 


e7 

目 KT 補正順序 

初期設定 


e8 

目 KT 設定ち法 

補正値とコマ数選択 

f 

:操作 



fl 

中央卸の機能 

AF エリア中央リセット 


f2 

マルチセレクター起動 

半押し起動しない 


f3 

フアンクシヨン卸機能 

FV □ック 


f4 

1コマンドダイヤル設定 1 



回転方向 

ノーマル 



メインとサブ入換え 

OFF 



絞り値設定 

サブコマンドダイヤル 



メニューでの使用 

OFF 


巧 

卸設定ち法 

デフオルト 



al : AF - Ct _ ドの優先_困 P . 已〇 


レリーズ優巧のコンテ 
ために於要に応じてフ 
モ測駆動する場合など 
びをれるよラにフォー 

イニ ユアス AF サーボを、レリーズ優先でをピントを合わせる 
イルム巻上げ速度を落とす状態に変更でをまず（ほ輝度条件で 
に効果的でず)。また、ピントび合つている時のみシャツター 
カス優先にを変更でをます。 

AF-C モの慢巧 

しじ ノ nr、j 口 J 

レ u — ズ 

:シャッターボタンを巧すとシャッターが 

<戻-る 決足 ► 

レリ-抓ホ-报 
川-取 

レリーズ/フォーカス 

されます。 

:シャッターボタンを}甲すとシャッターび 
されますが、できるだけピントび合うよ 
うに必要に応じてフィ J レム卷上げ速度を 

フ オー カス 

a 2 : AF-S モードの 優 巧 

落とします。 

:ピント表示 • が点口するまでシャッ 
ターはされません。 

田 P .50 

フォーカス優先のシングル AF サーボを、レリーズ優先に変更でをます。 

- が 二 

[セット内客] 


AF-S モ-ドの橋巧 

フォー カス：ピント表示•が点口するまでシャッターはきれま 

1イ 戻る 決定 ► 

せん。 


川-取 

レリーズ：シャッターボタンを}甲すとシャッターびされます。 

レリ -X 



a 3 : グループダイナミック AF 

田 P .54 


フ オー カスエリアグループの組み合わせを変更でをます。 



4民る _決定 ► 


匠?->1(や其慢巧) 


邮->1(至近慢巧) 
邮->2(や其慢巧) 



4民る _決定 ► 


匠?->2(至近慢巧) 


[セツト内容] 
パターン！（中央 優 巧） 

パターン！（至近優先) 
パターン2 (中央優先) 
パターン2 (至近優先) 


パターン1(中央優先）にします。 
パターン！（至近優先）にします。 
パターン2 (中央優先）にします。 
パターン2 (至近優先）にします。 


• フォー カスエ U アグループの組み合わせについては P . 已已をご覧ください。 
% 
















が-1 

? ォ-力のレ-ム表示 



N 


: a4 : 

_半キ甲し AF 駆動_ 


a 4 : 半巧し AF 駆動 _ @ p .32、5 i 

シャツターボタンの半巧しでは才ートフォーカスび作動しない （ AF 作動ボタンの操 
作でのみ作動）ように変更でをます 

[セット内容] 

ON :シャッターボタンの半 J 甲しでも才ートフォーカスが作動し 
OFF : AF 作動ボタンのみでオートフォーカスが作動します。 


a ら.^才ーカスツレーム表巧 田 P . 已2 

マニュアルフォーカス時や連写時に、ファインダー内のフォーカスフレームび点な 
しないように変更でをます。また、フォーカスエリア選択時のフォーカスフレーム 
点な時間を 0.2 秒または1秒のいずれかにセットできます 

[セット内容] 

MF 時表于、 :マニュアルフォーカス時、シャッターボタンを半 

押しした時にファインダー内のフォーカスフレー 
連写時表示 ムを点口させるか、させないかを選択しまず。 

選お時表を時間 連写時表示 :連続巻き上げ撮影時にファインダー内のフォー 

^_ カスフレームを点口させるか、点口させないか 

を選択します。 

選択時表示時間：フオーカスエリア選択時のフオーカスフレーム 
点な時間を選択します。 


a 已 -1 : M 刊き表示 


[セット内容] 

ON : マニュアルフ オー カス 時に ファインダー 内の フ オーカ スフレー 
ムを点！打させます。 

OFF : マニュアルフオー カス時に ファインダー 内の フオーカスフレー 
ムを点なさせません。 


日5-2 :連写時表示 


庭写時表ミ 


[セツト内容] 

ON :連続巻き上げ撮影時にファインダー内のフォーカスフレーム 
を点好させます。 

OFF :連続巻き上げ撮影時にファインダー内のフォーカスフレーム 
を点巧させません。 






a 5-3： 還択時表示時間 

[セット内容] 

0.2 が：フォーカスフレームの点口時間を約 0.2 秒にします。 

1秒：フォーカスフレームの点口時間を約1秒にします。また、 
オートフォーカスが作動している間、選択したフォーカス 
エリアのフレームび点滅し続けます。 


a 巨：フオーカスエリグ循環_ BBP .52 

マルチセレクターの巧す位置を変えることな<反が側のフォーカスエリアの選択び 
可能になる循廣方式に変更でをます。 

[セット内容] 

OFF :フォーカスエリアの選択を循環方式にしません。 

ON :フォーカスエリアの選択を循環方式にします。 




イ民る 決定 ► 


選お時壶示時間 



a 7 :縦位置 AF - ON 細 


田 P .172 


マルチパワーバッテリーパック MB -40 (別売）の縦位置 AF 作動ボタンの機能を、 
AE / AF □ックボタンの機能に変更でをます。 



AE - L / AF-L 


[セツト内容] 

AF-ON : AF 作動ボタンとして機能します。 
AE-L/AF-L : AE/AF □ックボタンとして機能します。 


•「AE-L/AF-U にセットした場合、カスタムメニュー rc2 : AE-L/AF-L 细」（田 P .101) 
の設定状態で機能します。 

aS : M/A 設定 田 P . 巨3 

装着している AF - S レンズまたは AF - I レンズを M/A モードにセットし、カメラの 
フオーカスモードをマニュアルフオーカスにセツトした場合でも、才ートフオーカ 
ス撮影びでをるように変更でをます。 

[セット内容] 

AF, 駆動しない ：マニュアルフォーカスになります。 

AF-C モード AF 駆動：コンティニュアス AF ヴーボで才ートフォー 
カス撮影がでさます。 

AF-S モード AF 駆動：シングル AF ヴーボで才ートフオーカス撮 
影がでさます。 


ィ民る 決定 ► 


AF 駆動しない 


AF - C モ-ド AF 駆動 
AF - S モ-ド AF 駆動 
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bl :露出設定ステップ 


SSP ■己己、巨8、70、72 


通常1/3段ステップで設定、表示されるシャツタースピードと絞りを、1/2段ステ 
ップまたは1段ステップに変更でをます。 


1 1 

1 山 =■ 

正 S 正1 5. 

臭定かブ 

1ィ戻る 

決定 H 

1/3段 

1/2段 


1段 



[セット内容] 

1/3段：1/3段ステップで設定、表示します。 
1/2段：1/2段ステップで設定、表示します。 
1段：1段ステップで設定、表示します。 


b 2 :露出補正ステップ 


田 P.7 己 


通お1/3段ステップで設定される露出補正を、1/2段ステップまたは1段ステップ 
で設定でをるように変更でをます。 



1/2段 
1段 


[セット内容] 

1/3段：1/3段ステップで設定します。 
1/2段：1/2段ステップで設定します。 
1段：1段ステップで設定します。 


b 3 :露出補正簡易（設定) 


SSP.76 


露出補正ボタンを巧さな<てち 、 P (プ□グラムオート）時、5 (シャッター優先オー 
卜）時はサブコマンドダイヤル、 FI (絞り優先オート）時はメインコマンドダイヤル 
のみで露出補正びセットでをるよラに変ちでをまず。 

[セット内容] 

OFF :露出補正ボタンとコマンドダイヤルで露出補正をセットし 
ます。 

ON :コマンドダイヤルのみで露出補正がセットできます。 


闘 stfi も^ 

イ民る_決足 ► 


ON 


•露出モードび巧（マニュアル） I ソ外の場合、 「ON」 にセットすると、上面表示パネルおよ 
びファインダー内表示には常に露出補正インジケーターび表示され、インジケーターの0 
び点滅表示します（カメラの制御範囲を超えた場合、インジケーターの0び点灯に変わり、 
同時にオーバー、アンダーの量を示す露出インジケーターび表示されます)。また、巧（マ 
ニュアル）時は roN」 にセットしても機能しません。 

•カスタムメニュー m :コマンドダイヤル設定」（田 P .111) の 「メインとサブ入換え」 
を 「ON」 にセットしてある場合は、それぞれ操作するダイヤルび P (プ□グラムオート） 
時を除さ逆になります。 









b 4 : 重点測光範囲_田 P ■巨已 

中央 SB 重点測光時の、画面中巧の重点測化節囲（重点度75%)を変更でをます。ま 
た、画面を体の平巧測光にを変更でをます。 

[セツト内容] 

ホ 8mm :重点測光節囲を0 8mm にします。 

01 2mm :重点測光節囲を01 2mm にします。 

¢1已 mm :重点測光節囲を01已 mm にします。 

ホ 20mm :重点測光節囲を ホ 20mm にします。 

平均測光：画面全体を平均測光します。 


重ぶ測光乾囲 


イ戻る 


決定 ► 


ホ8 mm _ 020 mm 

ms ■平均測光 I 
015 mm 


b 5 : シャツ タースピー ド延長 


困 P .72 


露出モードびけ（マニュアル）の時に、通常30砂まで設定でをる低速側のシャツター 
スピー ドを、 最長30分まで延長でをまず。 


对7?-が-ド延長 


ィ民る_決定 ► 




ON 


[セツト内容] 

OFF :延長しません。 
ON :延長します。 


•「ON」 にセットしたときに30秒を超えるシャッタースピードの設定はメインコマンドダ 
イヤルで次のように延長でさます。 

40秒已〇秒 1分1.已分 2分 3分 4分 已分 

日分 8分10分13分1日分 20分 2日分 30分 

-上記のシャッタースピードをセットした場合は、オートブラケティングによるシャッター 
スピードの補正は行われません。また、露出インジケーターは消灯します。 


b 6: スクリーン補正 


田 P .87、 174 


ほ用するファインダースクリーンやレンズ、テレコンバーター等により測が値を補 
正する必要びある場合に補正量を設定します。 


X クリ-> 補正 


ィ民る ホ定片 

目 d 「 E 虹外 補正 


[セツト内容] 

OFF :補正しません。 
BorE む外：補正します。 


•補正量の設定方法は次ページの「補正量の設定方法」をご覧<ださい。 

•使用するファインダースク U —ンび目型および E 型];!外の場合、補正量び0でを、 「BorE む 
外」にセツトしてください。 
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■捕正量の設定方法 

1/2段ステップで±2段の補正び行えまず（補正量はファインダースクリーンの使 
用説明書をご覧 < ださい)。 


IFF 


b 目 -1 

壯リ-ン補正 


hq-L 

AE - L (レリ-別セ7卜） 


AE - L / AF-L 

AE-L 

AE-L (レリーズリセット） 


AE-L (ホールド） 


AE □ツクとフオーカス□ツクを同 
時に行います。 

AE □ツクのみ行います。 

AE / AF □ツクボタンか5指を離して 
も AE □ツクが態が維持され、シャツ 
ターをきると解除されます。また、 
半押しタイマーが OFF になるか、再 
度 AE / AF □ツクボタンを押しても解 
除されます。 

AE / AF □ツクボタンか5指を離して 
ち AE □ツクげ態が維持され、シャツ 
ターをきってち解除されません。半 
押しタイマーが OFF になるか、再度 
AE / AF □ックボタンを押すと解除さ 
れます。 

フオー カス□ックのみ巧います。 


「 BorE む外」を選択し、►を巧すと設定画面び表示されます。 
▼または▲で補正量を設定し、►を押すと補正量び確定します。 


補正量設定 


d :半巧し AE □ック 田 P .74 

通常は AE / AF □ツクボタンを}甲した時に AE □ツクび行われますび、シャツターボ 
タンを半巧しした時にも AE □ックび行われるように変更でをます。 

[セット内容] 

OFF : AE / AF □ックボタンのみで AE □ックを行います。 

，…'り …に ， ON :シャツターボタンまたは AE / AF □ツクボタンで AE □ツ 

クを行います。 


c 2 : AE - L / AF-LID 田 P . 己〇、74 

通おは AE / AF □ックボタンを巧した時に AE □ックとフォーカス□ックを同時に行 
いますび、下記のように変更でをまず。 


AF-L 


w 












c3 : AF-ON • AE-L 紐 田 p. 已 i 、 60 .74 

AF 作動ボタンと AE/AF □ックボタンの機能を、下記のように巧更でをます。 


イ民る 決足 ► 

入換え 
両で AF - ON 卽 



ィ民る_決定 ► 


围ち AE / AF - L 卽 


[セツト内容] 

をちしない 

入換元 

両方 AF -0 N 組 


両方 AE / AF - U □: 


変更しません。 

AF 作動ボタンの機能と AE / AF □ックボタン 
の機能を入れ換えます。 

AE / AFD ックボタンも AF 作動ボタンとして 
機能します （ AF 作動ボタンの機能は変更しま 
せん)。 

AF 作動ボタンも AE / AF □ックボタンとして 
機能します （ AE / AF □ックボタンの機能は変 
要しません)。 


• AE / AF □ックボタンとしての機能は、カスタムメニュー rc 2 : AE - L / AF - L 班」 ( SBP .101) 
の設定状態で機能します。 

例： 而方 AE - L / AF - L 班」 にセットした場合、 rc 2 : AE - L / AF - L 班」 を fAF-LJ にセット 

すると、どちらのボタンでをフォーカス□ックのみ行います。 


C 4: 半巧しタイマー 田 P .22 

通常8砂の半巧しタイマー作動時間を、4砂、1已秒、30秒のいずれかに変更できまず。 

[セツト内容] 

4秒：半巧しタイマーが4秒で OFF になります。 

8が:半巧しタイマーが8秒で OFF になります。 

1已秒：半巧しタイマーが1已秒で OFF になります。 

30秒：半巧しタイマーが30秒で OFF になります。 


•半押しタイマーの作動時間を長い時間に設定すると、電池の消耗び早まり、撮影可能本数 
び減る場合びあります。 


半キ甲し W ?- 


ィ民る 決定 K 

_4抄_ 30抄 


8抄 


15抄 


c 5 :セルフタイマー 


田 P .84 


通常10砂のセルフタイマー作動時間を、2秒、已秒、20秒のいずれかに変更でまます。 

[セツト内客] 


ィ民る 決定 ► 


譲 


20抄 


2秒 
已秒 

10が 

20秒 


セルフタイマー作動時間び2秒になります。 
セルフタイマー作動時間が已秒になります。 
セルフタイマー作動時間び10秒になります。 
セルフタイマー作動時間が20秒になります。 
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dl :フイルム自動空送 _ BBP.gs 

フイルム装慎時、電源スイッチが ON の時に裏ぶたを巧じると開始されるフイルムの 
1コマ目までの空送りを、シャッターボタンを巧すことで開始されるように変更でを 
ます。 

[セット内容] 

裏ぶた閉じ操作 :裏ぶたを閉じると空送りを開始します。 

、が、心 ，八シャッター節全巧し：裏ぶたを閉じ、シャッターボタンを巧すと 

も Mi W — 空送りを開始します。 

对7?-卽全キ甲し 


7イルム自動空送 


d 2 : 自動卷きぉし _ BBP .48 

フィルム終了時に、自動的に卷ま戻しを開始せずに、ボタン操作により卷ま戻しび 
開始されるように変更でをます。 

[セット内容] 

フィルムお端巧出時：フィルムが終了すると自動的に巻き戻しを 

，，ム心 !八}-一 を開始します。 

巻き戻し操作 :ボタン操作により s き戻しを開始します。 

巻き戻し操イ乍 


三 d 2 三 

自動巻き戻し 


ボタン操作による卷き戻しについては P .48 をご覧ください。 


d3 : フイルムリーダー巧し _ 田 P .36、48 

フイルムを卷ま戻す時に、パト□—ネ内にフイルムををて卷ま取 5 ずに、フイルム 
リーダー部を残ずように変更でをます。 

[セット内容] 

OFF : フイルムを全て巻き取ります。 


三が三 

7ィルムリ-す-強し 


ON :フィルムリーダー部を残します。 


巧 ON にセットした場合のごを 意 

•巻さ戻し後、フィルム U —ダー部を残したフィルムび、カメラ内に入ったままの状態で、 
シャッターをきらないでください。シャッター幕を破損する原因になります。 







d 4 :フイルム錫端コマ 


田 P .3 巨 


通常はフィルムををて撮り終わるとフィルムの卷を戻しを開始しますび、36枚撮り 
フイルムの場合に、フイルムの卷を戻し開始を3巨コマ目撮影終了 B ま、または3已コ 
マ目撮影終了時に変更でをます（フイルムを巨コマスリーブまたは呂コマスリーブで 
保をする場合に便利です)。 

[セット内容] 

OFF :フィルムび全て終了すると自動的に卷き戻 

しを開始します。 

3日コマ撮影終了時： 36コマ目の撮影が終了すると自動的に卷 
き戻しを開始します。 

3已コマ撮影終了時： 3日コマ目の撮影が終了すると自動的に卷 
き戻しを開始します。 

• カスタムメニユ ー rd 2 :自動巻き戻し」（田 P .103) を r 卷き戻し操作」にセットした場 
合は、36コマ目または3已コマ目でフィルム給送を停止します。 

d 已： M 己-40 CH コマ速（を更） の P .47、 172 

マルチパワーパッテリーパック MB -40 側売）使用時のフィルム給送モードび CH 
(高速連続巻を上げ）の場合、通常巻を上げ速度は最高約8コマ/秒ですび、約7コ 
マ/秒、約巨コマ/砂にお更でをます。 

[セット内容] 

8 コマ： 最高約8コマ/秒で卷き上げます。 

7コマ：最高約7コマ/秒で巻き上げます。 

目コマ：最高約6コマ/秒で巻き上げます。 


d 巨： DX 警告表示 曲 P .27 

通ちはカメラのフィルム感度を阳にセットして DX マークびないフィルムを装慎する 
とフィルムを1コマ目まで空送りしたをに警告を行いますび、その警告を電源スイッ 
チ ON のが態で裏ぶたを閉じた時点で （1 コマ目まで空送りせずに）行われるよ5に 
変更でをまず。 

[セット内容] 

空送りを ：フィルムを空送りした後に警告を行います。 

電源 ON 時：電源スイッチ ON のが態で裏ぶたを閉じた時点で 
(フィルムを空送りせずに）警告を行います。 


〇;^管吉表示 


ィ民る_決定 ► 


匡送り懐 


電源日 N 時 


M 目-40 CH ]? 速蛮更 


<戻-る ホ定 H 

皿 

?〕？ 

目〕？ 


d 4 

7イルム終端]? 


イ戻る 


決定 ► 


3目]?撮豁終了時 
35]?撮豁終了時 
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d フ：背面情報表示 _ 田 P .14 

背面表示パネルの情報表示を、詳細表示または拡大表示に変更でまます。 

[セツト内容] 

ノーマル画面：ノーマル表示を表示します。 

詳細画面 ：詳細表示を表示します。 

J 広大画面 ： J 広大表示を表示します。 


菩ぁ情報表を 


づ戻る 


-? ル画あ 


詳細画あ 
曲大画あ 


決定 ► 


dS ： 写し込み濃度 


田 P .140 


データの写し込み濃度を調壁することびでをます。濃度は己段階で調壁でをます。 


写し 必み.)肢度_ 


ィ民る 決足 ► 

国二 


薄く 


[セツト内容] 

+ 2 :より濃く写し込みます。 

+1:濃く写し込みます。 

0 :標準の濃さで写し込みます。 
-1 :薄く写し込みます。 

-2 :より薄く写し込みます。 


■写し込み濃度の設定方法 

• 「写し込み濃度」を選択し、►を押すと設定画面び表示されます。 

• ▼または▲で濃度を設定し、►を押すと濃度び確定します。 

d 9 : M 己 -40 電池（設定） 田 P .23、 172 

マルチパワーパッテリーパック MB -40 側売）使用時のパッテリーチ；!:ック表示を、 
使用する電池に応じて正しく表示させるために、使用する電池を還択します。 

[セット内容] 

単 3 おアルカリ：アルカリ電池を使用する場合に選択します。 

単3お NiMH :ニッケル水素巧電池を使用する場合に選択し 

ます。 

単3形リチウム：リチウム電池を使用する場合に選択します。 


M 目-40電池 


ィ戻る 


単3形アルカリ 


単3お NiMH 
単3おリ巧ム 


決定 ► 



• 別売の Li - ionU チャージャブルバッテリ ー EN - EL 4 a / EN - EL 4 (別売のバッテリー室カバー 
巨 L -3 を併用）使用時は設定する必要びありません。 
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el :同調速度変更_田 P.168 

スピードライト撮影時の高速側の同調シャッタースピードの限界を、1/60秒〜 
1/2已〇秒の中か5選択でをます。 

[セット内容] 

1/2 已〇 : 1/2 已〇お)にします。 

1/2已 OFP :1/2已〇ホ少にします。また、 SB -800 •日00使用日寺 
に、シャッタースピードが1/2已〇秒よりも高速の 
場合は、自動的にオート FP 八イスピードシンク □ 
を行うようにします。 

1/200 :1/200ホ少にします。 

1/160 :1/160秒にします。 

1/12已：1/12已秒にします。 

1/100 :1/100秒にします。 

1/80 :1/80秒にします。 

1/60 :1/60秒にします。 


同調速度蛮更 


ィ民る 決足 K 

同調速度_ 


n 7250 


• 露出モードび5 (シャッター優先才ート）またはけ（マニュアル）の場合にシャッタースピー 
ドを X にセットすると、「同調速度変更」で設定したシャッタースピードにセットされます。 
• 才ート FP 八イスピードシンク□については P .1 已9をご覧ください。 


■同調速度の設定方法 

• 「同調速度変更」を選択し、►を押すと設定画面び表示されます。 

• ▼または▲で同調速度を選択し、►を押すと同調速度び確定します。 


62： 5B 時低速制限 


田 P .1 巨8 


露出モードび P (プ□グラムオート)、 F ! (絞り優先才ート）時の、スピードライト 
撮影時の低速側の同調シャッタースピードの限巧を、30秒〜1/60秒の中か5選択 
でをます。 


S 目時惜速制限 


イ民る 決定 K 

シ V 7 が-ド 

IHgB 二 


[セツト内容] 

1/60 :1/日〇秒にします。 
1/30 :1/30秒にします。 
1/15 :1/1已秒にします。 
1/8 :1/8秒にします。 

1/4 :1/4秒にします。 

1/2 :1/2秒にします。 


1" :1秒にします。 
2" : 2秒にします。 
4" : 4秒にします。 
8" : 8秒にします。 
15" :1已秒にします。 
30" : 30秒にします。 


•ス□-シンク□モード時は、自動的に30秒まで延長されます（田 P .1 日4)。 


■シャツタースピードの設定方法 

•「 SB 時低速制限」を選択し、►を押すと設定画面び表示されます。 

• ▼または▲でシャッタースピードを設定し、►を押すとシャッタースピードび確定します。 
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63： S 己絞り連動 


田 P .1 巨1 

スピードライト SB -80 DX • 2呂 DX でか部調がを行う場合、絞りに連動しないか部 
自動調光 （ A ) になりまずび、絞り連動か部自動調光 ( AA ) に変更でまます。 


[セット内容] 

S 目絞り連動 

OFF 

:絞りに連動しない外部自動調光 （ A ) になります（絞り 

< 戻る 決定 ► 


のセツトはスピードライトで行ってください)。 

OFF 

ON 

:絞り連動外部自動調光 ( AA ) になります。 

ON 




•絞り連動外部自動調光 ( AA ) については P .16] をご覧ください。 

• S 目-800の場合は、ここでの設定にかかわらず、スピードライト側の設定び優先されます。 


64： モデリング発光 


田 P.1 已 7 


スピードライト SB-800 • 巨 00 装着時にカメラのプレビューボタンを巧すと、通 
おはモデリング発光と絞り込みび同時に巧われますび、モデリング発がせずに絞り 
込みのみ行5よ5に変更でをます。 



OFF 


[セツト内容] 

ON :モデリング発光と絞り込みを行います。 
OFF :絞り込みのみを行います。 


e 已：才ート己 KT のセット 田 P.77 

通おのオートブラケテイングセット時には、 AE ブラケテイングと SB ブラケテイン 
グび同時にセットされますび、 AE ブラケテイングのみのセット、 SB ブラケテイン 
グのみのセットに変更でをます。 



才-卜目 KT のセ7卜 


ィ民る_決足 ► 


匹 - S がうケティ >ヴ 


AE わケティ州 
S がうケティ州 


[セット内容] 

AE-SB ブラケティング ： AE ブラケティングと SB ブラケティ 
ングを同時にセットします。 

AE ブラケティング ： AE ブラケティングのみをセットします。 

SB ブラケテイング ： SB ブラケテイングのみをセットします。 
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e 巨：己 KT 変化要素 


田 P.77 


通ち、才ートブラケテイング時に露出モードびけ（マニュアル）の場合はシャッター 
スピードとスピードライトの調光レベルび変化しますび、 r シャッタースピードと絞 
り値と調化レベル J 、 r 絞り値と調光レベル J 、 r 調化レベルのみ J のいずれかが変化す 
るよラに変更でをます。 


目 KT 蛮化要素 


ィ民る_決定 ► 


区^7?-が-ド 


絞り値 
SB 


[セツト内容] 

シャツタースピード 

シャツタースピード/ 
絞り値 

絞り値 


SB 


シャッタースピードおよび調光レベルが 
変化します。 

シャッタースピード、絞り値および調光 
レベルが変化します。 

絞り値および調光レベルが変化します。 
調光レベルのみが変化します。 


• スピードライト使用時に、カスタムメニュー「白已：オート BKT のセット」を 「 AE ブラケ 
ティング」にセットしてある場合は、調光レベルの変化を行いません（田 P .107)。 


e 7 : BKT 補正順巧_田 P .77 

通常は初期設定の順（田 P .78、7 g ) で巧われる才ートブラケティング時の捕正順 
巧を、マイナス側か5プラス側へ順番に撮影されるようにを更でをます。 

[セツト内容] 

初期設定 :初期設定の順で撮影します。 

-側から+側へ：マイナス側か5プラス側へ順番に撮影します。 



-側から+側へ 


68 : BKT 設定方法_田 P .77 

通ち才ートブラケテイングをセットする場合は、メインコマンドダイヤルで撮影コマ 
数を、サブコマンドダイヤルで補正ステップをセットしますび、メインコマンドダイ 
ヤルでオートブラケテイングの ON/OFF を、サブコマンドダイヤルで補正ステップ 
と撮影コマ数の組み合わせをセットでまるよ5にを更でをます。 

[セット内容] 

お正値とコマ数選択： メインコマンドダイヤルで撮影コマ数を、 
ヴプコマンドダイヤルで補正ステップを 
セットします。 

組み合わせで選択 ：メインコマンドダイヤルでオートブラケ 
テイングの ON / OFF を、サブコマンドダ 
イヤ j レで捕正ステップと撮影コマ数の組み 
合わせをセットします。 

•組み合わせで選択する場合の組み合わせについては、 P .78、 79をご覧ください。 
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f 1 :中央細の機能 _ 田 P 化90 

マルチセレクターの中央部を}甲した時の機能を下記のように変更でをます。 

[セット内容] 

AF エリア中央リセット： 撮影時にマルチセレクターの中央部を 
巧すと、中央のフォーカスエリア（グ 
ループダイナミック AF モードの場合は 
中央のフォーカスエリアグループ）を 
選択します。 

選択 AF エリア表示 :撮影時にマルチセレクターの中央部を 

巧すと、ファインダー内で選択されて 
いるフォーカスエリア（グループダイ 
ナミック AF モードの場合はフォーカス 
エリアグループ）のフレームが点なし 
ます。 

使用しない ：撮影時、メニュー操作時などにマルチ 

セレクターの中央部を巧しても、機能 
しません。 

f 2 :マルチセレクター起動 田 P .22、 32 

マルチセレクターの操作で、半}甲しタイマーび ON 、 またはオートフォーカスび作動 
するように変更でをます。 

[セット内容] 

半巧し起動し ない：半巧しタイマーが OFF の時にマルチセレク 
ターを操作しても、半巧しタイマーは ON に 
なりません。 

半巧し起動する：半巧しタイマーが OFF の時にマルチセレク 
ターを操作すると、半巧しタイマーが ON に 
なります。 

AF 起動する ：マルチセレクターを操作するとオートフォー 

カスが作動します（マニュアルフォーカス時 
を除く）。 
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f 3: フアンクシヨン细機能 


田 P .10 


通常はフアンクシヨンボタンを巧すと FV □ツク（阻 P .1 已 7) を巧いますび、下記 
のいずれかにファンクシヨンボタンの機能を巧更でをまず。 


— i m 

ィ民る_決定 ► 


む□パ 


レ > 丈隋報設定 
露出値1段選お 


77>かョ> 卽職肯 g 


ィ民る_決定 ► 


區 - L / AF - L 卽 


S 目発光禁止 
目 KT 自動連写 




匹]簡易設定 
区! 簡易設定 


[セツト内容] 

FV □ツク : SB - 800•巨00 -400 使用日寺は、フアンクシヨ 

ンボタンを巧すと、 FV □ックを行います。 


FV □ツク/ : SB - 800•目00 -400 使用時は、フアンクシヨン 

レンズ情報設定ボタンを巧すと、 FV □ツクを巧いまず。また、 
SB -800 • 600 • 400の不使用時および電源 OFF 


時は、非 CPU レンズ使用時の焦点距離と開放絞り 
値の組み合わせ（レンズ No .) をセットできまず。 

露出値1段選択：カスタムメニュー 「 bl :露出設定ステップ」 
(田 P .99) の設定にかかね5ず、ファンクシヨ 
ンボタンを巧しなが5メインコマンドダイヤル 
またはサブコマンドダイヤルを操作すると、 
シ ャッ タースピードまたは絞りを1段ステップ 
でセットすることがでをます。 

AE - L / AF - L 甜：ファンクシヨンボタンび AE / AF □ックボタン 
として機能します。 

SB 発光禁止：スピードライト撮影時、ファンクシヨンボタン 
を巧している間、スピードライトを発光禁止に 
します。 


BKT 自動連写：オートブラケティング撮影時にフアンクシヨン 
ボタンを巧しなが5、シャッターボタンを巧す 
と、フィルム給送モードが S (1 コマ巻き上げ） 
の場合、セットした撮影コマ数だけ連続撮影を 
行い自動的に停止します。また、フィルム給送 
モードび〇し CH、CS (連続巻き上げ）の場 
合、セットした撮影コマ数が終了しても繰り返 
しオートブラケティング撮影を行います。 


四簡易設定：フアンクシヨンボタンを巧している間、測光 
モードがマルチパターン測光に切り換わります。 


回簡易設定：フアンクシヨンボタンを巧している間、測光 
モードが中央部重点測光に切り換わります。 

囚簡易設定：フアンクシヨンボタンを巧している間、測光 
モードがスポット測光に切り換わります。 


• 「レンズ情報設定」は単独で選択することはでさません。「レンズ情報設定」を選択する場 
合は 「 FV □ック」とともに選択されます。 

•「 AE - L / AF - L 班」にセットした場合、カスタムメニュー rc 2 : AE - L / AF - L 班」 ( SBP .101) 

の設定状態で機能します。 
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田 P .1 巨 


f 4: コマンドダイヤル設定 _ 

コマンドダイヤルに関する下記の設定を行えます。 

[セット内容] 

回転方向 ：メインコマンドダイヤルおよびサブコマンド 

ダイヤル操作時の回転方向を変更でさまず。 
メインとサブ入換え：シャッタースピードのセットをサブコマン 
ドダイヤルで、絞りのセットをメインコマ 
ンドダイヤルで行えるように変更できます。 
絞り値設定 ： G タイプむ外の CPU レンズ装着時に、レ 

ンズの絞りリングでのみ絞りのセットを行 
えるように変更できます。 

メニューでの使用：通常メニューの操作はマルチセレクターを 
使用しますが、コマンドダイヤルも使用で 
きるように変更できます。 

• 「コマンドダイヤル設定」の各設定を変更すると、別売のマルチパワーバッテ U —パック 
M 目-40 (田 P .172) の、縦位置メインコマンドダイヤルおよび縦位置サブコマンドダイ 
ヤルの機能や、絞り値の設定方法を同様に変更されます。 


[セット内容] 

ノ ー7 ル： メインコマンドダイヤルおよびサブコマンドダイヤルが 
通常どおりの回転操作（初期設定の状態）になります。 
逆方向 ：メインコマンドダイヤルおよびサブコマンドダイヤルが 
通常とは逆の回転操作になります。 

f 4-2 : メインとサブ入換え 

[セット内容] 

OFF :シャッタースピードのセットをメインコマンドダイヤルで、 
絞りのセットをサブコマンドダイヤルで行います。 

ON :シャッタースピードのセットをサブコマンドダイヤルで、絞 
りのセツトをメインコマンドダイヤルで行います。 





別> と門入換, 
絞り値設定 
パ ft 
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f 4-3： 絞り値設定 



イ戻る 決ち ► 


綺リ懼誌定 


打]?非うイ刊レ 


金安リリ：パ 


[セット内容] 

サブコマンドダイヤル： サブコマンドダイヤルで絞りのセットを行 
います。 

絞りリング ： G タイプむ外の CPU レンズ装着時に、レ 

ンズの絞りリングでのみ絞りのセツトを行 
います。 


•露出モードび P (プ□グラムオート）または S (シャツター優先オート）の場合は、「絞 
りリング」にセットしてを、絞りリングによる絞りのセットは行えません。 


f 4-4 : メニューでの使用 



イ民る 決足 ► 


把ュ-での情巧 


OFF 


ON 


[セット内容] 

OFF : メニューの操作をマルチセレクターでのみ行います。 
ON : メニューの操作をコマンドダイヤルでも行えます。 


•「 ON 」 にセットすると、メインコマンドダイヤルびマルチセレクターの▼および▲と、ヴ 
ブコマンドダイヤルびマルチセレクターの◄および►と同じ機能になります。 

f 5 :細設定方法_田 P .16 

通常は各操作ボタンを}甲し続けている巧のみ設定可能が態になり、コマンドダイヤ 
ルを操作して設定を巧いますび、各操作ボタンを巧すと設定可能が態び約20秒巧 
ホールド（維持）され、コマンドダイヤルを操作して設定を行えるよ5に変更でを 
ます（再度ボタンを巧ずか、シャッターボタンを半巧しずると、設定可能状態び解 
除されます)。 


[セツト内容] 

デフオルト： 初期設定の状態になります。ボタンを巧し続けない 
と設定可能状態がホールド（維持）されません。 
ホールド：ボタンを巧すと設定可能状態がホールド（維持）さ 
れます。 


•カスタムメニュー rc 4: 半巧しタイマー」（困 P .1 C )2) を 「30秒」にセットすると、ホー 
ル ド (維持）される時間び約30秒になります。 



ホ-ルド 












撮影データの記憶に関する設定や、日時の設定を行います。 

■セツトアップメニュー項目の詳細 


撮影データメニュー 


田 P.1 14 


撮影データの記憶に関する設定を巧います。詳細は P . 114〜12巨の r 撮影データ 
の記憶 J をご覧<ださい。 



デ-が肖ち 

舌 P 怕距と 

0しし口 5 〇 

7イルム垂号設定 


leu しない 


[セツト内容] 
記憶設定 


データ消去 
記憶警告 


撮影データを記憶しないか、記憶する場合は 
記憶モードの選択を行います。 

記憶された撮影データの消去を行います。 
撮影データを記憶できるフィルム本数を超え 
た場合の動作（警告表示無しで上書き記憶を 
するか、または警告を表示してシャッターを 
きれなくし、記憶も停止する）の選択を行い 
ます。 


フィルム番号設定：識別番号（カメラ ID ) およびフィルム番号の 
設定を行います。 


曰時設定 


田 P.127 


撮影データの記憶（阻 P .114) および撮影データの写し込み（田 P .130) に使用 
する日時の設定を巧います。設定ち法は P .127 の旧時の設定 J をご覧ください。 

• 「年」、「月」、「曰」、「時」、「分」を設定します。 


イ民る 決定 ► 


BB /07/25 
yy mm dd 
07..00’ 


年月日表术設定_田 P.igs 

r 年月日 J び背面表示パネルに表示される場合や、 r 年月日 J を写し込む時（田 P .130) 
の表示順巧の設定を行います。 

[セツト内容] 

年月曰：年月曰の順序で表示し、写し込みます（初期設定)。 

月日年：月日年の順序で表示し、写し込みます。 

日月年：日月年の順序で表示し、写し込みます。 


イ戻る_決定 ► 


居ち曰 


冒 ！ S 
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L - [撮影データの記憶] 


■ 


撮影時のシャッタースピードや絞り値、レンズの焦点距離などの撮影データを 
カメラに記憶し、背面表示パネルに表示したり、別売のデータリーダー MV-1 
を使用してコンパクトフラッシュカード（じ TFCF カードといいます）に保存 
し、パソコンで活用したりでさます。 

■記憶モードと記憶頃目 

記憶項目は異なる2つの記憶モードより還べます。13項目の基本的な情報を記憶す 
る r 簡易情報記憶 J 。 さ6に詳細な情報を加えた21項目を記憶する r 詳細情報記憶 J 。 
各記憶モードの記憶項目は下表のとおりです。 


記憶頃 目 

記憶モード 

簡易情ま民 

詳細情巧 

⑩ 

露出モード 

〇 

〇 

⑩ 

シンク□モード 


〇 

⑩ 

露出補正量 

〇 

〇 


露出偏差 

〇 

〇 


調光補正量 


〇 

饭 

スピードライト設定 


〇 

⑩ 

多重露出撮影 

〇 

〇 


AE □ック 


〇 


VR 機能 


〇 

(§) 

撮影曰 

〇 

〇 


撮影時刻 


〇 


記憶頂 目 

記憶モード 

簡易情巧 

詳細情;民 

① 

フィルム感度 

〇 

〇 


フィルム番号 

〇 

〇 

④ 

識別番号（カメラ ID ) 

〇 

〇 

④ 

フィルムカウント数値 
(コマ番号） 

〇 

〇 

感 

シャッタースピード 

〇 

〇 

(6) 

絞り値 

〇 

〇 

③ 

設定焦点距離 

〇 

〇 

(D 

レンズの焦点距離 


〇 

(9) 

開放絞り値 


〇 

⑩ 

測光モード 

〇 

〇 


• ① 〜④：フイルム情報 フイルム]本ごとの情報 
• ④〜@:コマ情報 撮影コマ]コマごとの情報 
• 各記憶項目の詳細は、 P .1 ]已をご覧ください。 

•撮影データの記憶の設定については、 P .1] 目をご覧ください。 
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■記憶頃目の詳細 

①フイルム感度 

フィルムを装填して]コマ目のシャッターをさった時に設定されているフィルム感度を記憶 
します。 

• フィルム感度を阳にセットして DX マーク 付フィルム使用した場合は、自動的にセットさ 
れたフィルム感度を記憶します。また、手動でフィルム感度をセットした場合は、セット 
したフィ j レム感度を記憶します。 

③ フイルム番号 

セットアップメニューの「撮影データメニュ ー :フィルム番号設定」（田 P .123) で設定し 
たフィルム番号 （4 巧の数字）を記憶します。 

• フィルムを装填して]コマ目のシャッターをさった時にフィルム番号を記憶します。新た 
にフィルムを装填して]コマ目のシャッターをさるごとに、設定した数値から]ずつ加算し 
て記憶します。 

• 「9999」までカウントした後は、再び「0001」からカウントします。 

④ 識別番号（カメラ ID ) [データ記憶のみ巧いまず] 

セットアップメニューの「撮影データメニュ ー :フィルム番号設定」（田 P .123) で設定し 
た識別番号 （3 巧の数字）を記憶します。 

•別売のデータリーダー MV -1 (田 P .172) を使用して撮影データを CF 力ードに保をする 
際のフォルダ名になります。 

④フイルムカウント数値（コマま号） 

撮影時に上面表示ノ（ネルおよびフアインダー内表示に表示されるフィルムカウンターの数値 
(コマ番号）を記憶します。 


感 シャツ タースピー ド 

撮影時に上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイン 
ダー内表示に表示されるシャツタースピードを記憶します。 

® 絞り値 

撮影時に上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイン 
ダー内表示に表示される絞り値を記憶します。 

③ 設定焦点距離 

撮影時の設定焦点距離（ズーム位置）を記憶します。 

• ズームレンズ装着時はズーム位置を、単焦点レンズ装着時はレンズの焦点距離を記憶します。 

( D レンズの焦点距離 

撮影時に装着していたレンズの焦点距離を記憶します。 

•ズームレンズ装着時は、最広角側および最望遠側の焦点距離（ズーム範囲）を記憶します。 

(9) 開放絞り値 

撮影時に装着していたレンズの開放絞り値を記憶します。 

• 開放絞り値び変化するズームレンズ装着時は、最広角側および最望遠側の開放絞り値を記 


L - [撮影 データの 記憶] -つづき- 


通) 測がモード 

撮影時の測光モードを記憶します。 

⑩露出モード 

撮影時の露出モードを記憶します。 

⑩シンク□モード[データ記憶のみ巧いまず] 

撮影時のシンク□モード（田 P .163) を記憶します。 

• スピードライトを使用していなくてを、背面表示パネルに表示されているシンク□モード 
を記憶します。 

⑩ 露出補正量 

撮影時にセットした露出補正量（田 P .76) を記憶します。 

•露出補正をセットしていない場合は「0」を記憶します。 

•オートブラケティング撮影時（田 P .77) は、ブラケティング補正量を加算して記憶しま 
す。詳細は、 P .1 已4の「露出補正量および調光補正量の記憶と写し込みについて」をご覧 
<ださい。 

吸 露出偏差[データ記憶のみ巧います] 

撮影時にカメラび制御した露出値、またはカメラにセットした露出値と、カメラび適正露出と 

判断した露出値との差（露出偏差：露出オーバー量または露出アンダー量）を1/6段ステップ 

で記憶します。 

返) 調光補正量 

スピードライト撮影時にセットした調光補正量を記憶します（調光補正については使用する 

スピードライトの使用説明書をご覧ください)。 

•調光補正をセットしていない場合は「0」を記憶します。 

•スピードライト使用時に露出補正（田 P .76) や才ートブラケティング撮影（田 P .77) 
を行うと、同時にスピードライトの発光量を補正されます。この場合、スピードライトで 
調光補正をセットしていない場合でを調光補正量として記憶します。詳細は、 P .1 已4の 
「露出補正量および調光補正量の記憶と写し込みについて」をご覧<ださい。 


饭 スピードライト設定[—部データ記憶のみ巧いまず] 

下の已項目の、スピードライトの設定状態を記憶します。 

a :発光モード （ TTL ) 

スピードライト撮影時の発光モードび TTL ( i - TTL ) モードか、 TTL モード1外かを記憶します。 
•調光方式び 「 i - TTL - BL 調光」、「スタンダード i - TTL 調光」、「マルチエリア巨 L 調光」、「スタ 
ンダード TTL 調光」の場合（田 P .1 已目、1目の、 TTL モードと記憶します。 

• スピードライトを使用していない場合は、発光モードを TTL モード政外と記憶します。 

b : スピードライト使用有無 

撮影時にスピードライトを使用したかどうかを記憶します。 

• スピードライトの使用び判別巧能なスピードライトは TTL 調光巧能なスピードライトの 
みです（阻 P .16 已、166)。 

• スピードライトの電源び日 FF の場合には、スピードライト不使用として記憶します。 
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c :アドバンストワイヤレスライティング撮影[データ記憶のみ行います] 

スピードライト撮影時にアドバンストワイヤレスライティング撮影（田 P .1 已 7) を行っ 
たことを記憶します。 

d :才ート FP 八イスピードシンク □ fP 発光）[データ記憶のみ行います] 

スピードライト撮影時にオート FP 八イスピードシンク□撮影（田 P .1 已 9) を行ったこと 
を記憶します。 

• FP 発光機能を備えたニコンク U エイティブライティングシステム非対応スピードライト 
(田 P .16 目）を装着し、 FP 発光撮影を行った場合を記憶します。 

e : FV □ック 

スピードライト撮影時に FV □ック機能（田 P .1 已 7) を使用したことを記憶します。 

⑩ を重露出撮影 

撮影時に多重露出撮影（田 P.143) を行ったかどうかを記憶します。 

通 ) AE □ック 

撮影時に AE □ック（田 P.74) を行ったかどうかを記憶します。 

(§) VR 機能[データ記憶のみ行いまず] 

VR レンズ（田 P.40) を装着した場合、撮影時に VR 機能を使用したかどうかを記憶します。 
• VR 機能を備えていないレンズを装着した場合は、 VR 機能不使用として記憶します。 


(§) 撮影曰 

撮影時の年月曰を記憶します。 


@撮影時刻 

撮影時の時分を記憶します。 

E データ記憶のみ巧われる記憶項目について 

•記憶項目のち側に [データ記憶のみ巧います] と表記されている記憶項目は、背面表示 
パネルに撮影データを表示する場合 （田 P.124) には表示されません。データとしては 
記憶されていますので、別売のデータリーダー MV-1 ( 田 P.172) を使用すると CF 力一 
ドに保をすることびできます (B2P.12 目)。 

P 絞り値および焦点距離について 

• r® 絞り値」、「な）設定焦点距離」、 「® レンズの焦点距離」、「@開放絞り値」は CPU レ 
ンズのみ記憶でさます。 

•非 CPU レンズの場合は、「レンズ情報」 （田 P.149) で設定した値を記憶します馈定 
を行っていない場合、絞り値は開放からの絞り段数を、開放絞り値および焦点距離は空 
白を記憶します)。 

• AF - S 、 AF - I テレコンパ'-夕一使用時は合成値を記憶します （ CPU レンズのみ)。ただし、 
AF - S テレコンバーター TC -17 En と AF-S ED 300 mm F 2 .目 D 、 AF-S ED 400 mm 
F 2.8 D を組み合わせて使用すると、焦点距離び正しく記憶されません ( AF-S ED 
300mm F 2.8 Dn 、 AF-S ED 400 mm F 2.8 Dn 使用時は正しく記憶されます)。 


L - [撮影データの記憶]-つづき- 


■撮影データの記憶の設定方法 


1 カメラにフイルムび入つていないが態で、電源スイッチを ON にし、 MENU ボ 
タンを巧してメニュー画面を表/テ、させます。 




坂ぶ此ュ- 

撮影; C ユ- 

レ > を隋幸民 
岂剧 Language ) 


•カメラにフィルムび装填されたままでは、記憶設定の変更は行えません。フィルムを 
取り出してから行ってください。 

• 撮影データび記憶されている状態では、記憶設定の変更は行えません。撮影データを 
消去してから行ってください（田 P .120)。 


2 


r セットアップメニュー J の r 撮影データメニュー J を表,示させます。 



弄^田扣ュ-壺示 記懦■しない 


• マルチセレクターの▼または▲で「セッ • ▼または▲で「撮影データメニュー」 

トアップメニュー」を選択し、►を押す を選択し、►を押すと、撮影データメ 

と、セットアップメニュー画面び表示さ ニュー画面び表示されます。 


れます。 


r 記憶設定 J で記憶モードを選択しまず。 



詳細情報記 I 隔 詳細情報記 I 隔 


• ▼または▲で「記憶設定」を選択し、 
►を押すと、記憶設定画面び表示され 
ます。 


• ▼または▲で「簡易情報記憶」、または 
「詳細情報記憶」を選択し、►を押すと 
記憶モードびセットされ、撮影データメ 
ニュー画面に戻ります。 


• 「記憶しない」を選択し、►を押すと撮 
影データは記憶されません。 
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4 設定を終了します。 

>•◄を押して1画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回巧すと、撮影情報表示に戻ります。 


P 必ず曰時の設定（田 P .127) を行ってか5記憶設定を巧って<ださい。 

P 記憶容量（撮影データを記憶でをるフイルム本数： 3巨枚撮りフイルム） 

• 「簡易情報記憶」：約日7本 
•「詳細情報記憶」：約31本 

•セットアップメニュー r 撮影 データメニュー： 言 己 憶警告」 （ SBP .121) で、撮影データ 
を記憶できるフィルム本数を超えた場合の動作（警告表示無しで上書き記憶をするか、 
または警告を表示してシャッターをされなくし、記憶ち停止する）を選択できます。 


P 撮影データの表示側 

•背面表示パネルに撮影データを表示する場合（田 P .124)、 「フィルム情報」と「コマ 
情報」に分けて表示します。 


• UTF の項目は表示されませんび、データとして記憶されています（田 P .12 日)。 


• 識別番号（カメラの) 


. シンク□モード 
• 露出偏差 

•スピードライト設定の「アドバンストワイヤレスライティング撮影」、「オート FP 八イ 
スピードシンク □ ( FP 発光)」 

. VR 機能 


IWW 化^ 


100 

0008 

100 

000? 

400 

000目 

100 

0005 

400 




250 F 5.6 a +0.3 
目 0 mm 四 M 


05/07/25 


250 F 5.6 a +0.3 
目 0 mm 四 M み- 0 .目 
AE-L F リ -L TTL 
24-120/3.5-5.6 
05/07/25 21:09’ 


フイルム情巧 


コマ情お（簡易情お記憶時）コマ情お（詳細情浦記憶時） 



P を重露出撮影時（阻 P .143) は、1回目の露光の時の撮影データを記厦します。 
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L - [撮影 データの 記憶] -つづき- 


■撮影データの消去方法 


1 カメラにフイルムび入つていないが態で、電源スイッチを ON にし、 MENU ボ 
タンを}甲してメニュー画面を表示させ、 r セットアップメニュー J の r 撮影デー 
タメニュ ー J を表示させます。 

• 「撮影データメニュー」の表示ち法は、「撮影データの記憶の設定ち法」の操作手順1、 
2をご覧ください（田 P .1 18)〇 

•カメラにフイルムび装填されたままでは、撮影データの消去は行えません。フイルム 
を取り出してから行ってください。 



• ▼または▲で「データ消去」を選択し、 • ►を押すと「全データ消去を実行しま 
►を押すと、データ消去画面び表示さ す」と表示されますので、►を押して 

れます。 全データを消去します（◄を押すと消 


去されずに、撮影データメニュー画面 
に戻ります)。 

•消去後、撮影データメニュー画面に戻 
ります。 


設定を終了します。 

•◄を押して1画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回巧すと、撮影情報表示に戻ります。 


P 撮影 データを CF 力ードに保巧した場合 
•別売のデータリーダー MV -1 (田 P .172) を使用して撮影データを CF 力ードに保をし 
た場合、自動的にカメラ内の撮影データを消去します（カメラに撮影途中のフィルムび 
装填されている場合は、撮影途中の撮影データは CF カードに保をされず、カメラ内に残 
ります)。 
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■記憶警告の設定方法 


撮影データを記憶できるフィルム本数（阻 P.119) を超えた場合の動作（警 
告表示無しで上書き記憶をするか、または警告を表示してシャッターをきれ 
なくし、記憶も停止する）の選択を行います。 

1 カメラにフイルムび入つていないが態で、電源スイッチを ON にし、 MENU ボ 
タンを}甲してメニュー画面を表,でさせ、 r セットアップメニュ ー J の r 撮影デー 
タメニュー J を表示させます。 

• 「撮影データメニュー」の表示ち法は、「撮影データの記憶の設定ち法」の操作手順1、 
2をご覧ください（田 P .1 18)〇 

•カメラにフィルムび装填されたままでは、記憶警告の設定は変更でさません。フィル 
ムを取り出してから行ってください。 

• 撮影データび記憶されている状態では、記憶警告の設定は変更でさません。撮影デー 
夕を消去してから行ってください（田 P .120)。 


2 


記憶警告を設定します。 




イ戻る 


決定 ► 


警ち無し/上害き 


• ▼または▲で「記憶警告」を選択し、 
►を押すと、記憶警告の設定画面び表示 
されます。 


• ▼または▲で「警告無し/上書さ」ま 
たは「警告/記憶禁止」を選択し、 ► 
を押すと、記憶警告びセットされ、撮 
影データメニュー画面に戻ります。 



〇設定を終了します。 

^•◄を押して1画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回巧すと、撮影情報表示に戻ります。 


P 記憶警告の設定内容 

•撮影データを記憶でさるフィルム本数を超えた場合、記憶警告の設定により、1ソ下のよ 
うに動作します。 


•警告無し/上書き（初期設定）： 

警告表示無しで上書さ記憶します（最ちちいフィルムの撮影データから消去して、新 
しい撮影データを記憶します)。 

• 警告/記憶禁止： 

警告を表示してシャッターをされなくし、記憶を停止します。 
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L - [撮影 データの 記憶] -つづき- 


Pr 警告/記憶禁止 J にセットした場合の警告表示について 



撮影デ-夕 
記情専呈不足 

電源 X イが 
日い日 FF 


• 「記憶警告」を「警告/記憶禁止」にセットした場合、撮影データを記憶できるフィルム本 


数 ( SSP .1 19) を超えると、フィルムを入れた時に上面表示パネルおよびファインダー内 
表示に ft ふび点滅伴押しタイマーび OFF になると消好）し、背面表示パネルにイラスト 
のような警告び表示伴押しタイマーび OFF になると消灯）され、シャツターびきれなく 
なりますので下記のよラに対応してください。 


電源スイッチを日 FF にし、再び日 N にするとシャッターびきれるようになりますび、 
撮影データは記憶しません。 


•撮影データの消去（田 P .120) を行うと、シャッターびきれるようになります。ま 
た、新たに撮影データを記憶し始めます。 

•別売のデータリーダー MV -] (田 P .172) を使用して撮影データを CF カードに保存す 
ると、シャッターびきれるようになります。 CF カードへの保をと同時にカメラ内の撮 
影データは消去され、新たに撮影データを記憶し始めます（カメラに撮影途中のフィ 
ルムび装填されている場合は、撮影途中の撮影データは CF 力ードに保をされず、カメ 
ラ内に残ります)。 
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■識別を号（カメラ ID ) およびフイルムま号の設定方法 


1 カメラにフイルムび入つていないが態で、電源スイッチを ON にし、 MENU ボ 
タンを}甲してメニュー画面を表,でさせ、 r セットアップメニュー J の r 撮影デー 
タメニュー J を表,示させます。 

• 「撮影データメニュー」の表示ち法は、「撮影データの記憶の設定ち法」の操作手順1、 
2をご覧ください（田 P .1 18)〇 

• カメラにフィルムび装填されたままでは、識別番号およびフィルム番号の変更は行え 
ません。フィルムを取り出してから行ってください。 

• 撮影データび記憶されている状態では、識別番号およびフィルム番号の変更は行えま 
せん。撮影データを消去してから行ってください（田 P .120)。 


2 


r 撮影データメニュー J の r フイルム番号設定 J を還択します。 




お惜誌定 
デ-が肖ま 

EP 1 巧距と 

0ししじ、=口 




000 0001 



• ▼または▲で「フィルム番号設定」を選択し、►を押します。 
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識別番号（カメラ ID ) およびフイルム番号を設定します。 



•左側の3巧の数字び識別番号（カメラ 
ID ) です。 

•反転表示されている、左から]巧目を 
▼または▲で設定します。 

• ►を押してにが目」、「3巧目」を順次 


• ち側の4巧の数字びフィルム番号です。 
•反転表示されている、左から]巧目を 
▼または▲で設定します。 

• ►を押してにが目」〜「4巧目」を順 
次反転表示させ、それぞれ設定します。 


反転表示させ、それぞれ設定します。 

• 「3巧目」の設定後、►を押すとち側の 
4巧の数字（フィルム番号）の1巧目び 
反転表示されます。 


• 「4巧目」の設定後、►を押すと識別番 
号（カメラ ID ) およびフィルム番号の 
数値び確定し、撮影データメニュー画 
面に戻ります。 


A 設定を終了します。 

^•◄を押して1画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回巧すと、撮影情報表示に戻ります。 





フイルム情報は最新の情報から表示されます。 
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マルチセレクターでコマ情報を表示させたいフイルムを還択します。 



曲 T 瓜 

125 F 8 旧-0 
3日 mm 四 M 5+1.0 
F リ -L TTL 
24-120/3.5-5.6 
05/07/25 20:別’ 


3 


• ▼または▲で表示させたいフィルム情報を選択し、►を押すと選択したフィルム情報 
のコマ情報び表示されます。 

• コマ情報は選択したフィルム情報の中の最新のコマ情報から表示されます（コマ情報 
を表示した後に、◄で一度フィルム情報表示に戻り、再度►を巧すと、最後に表示し 
たコマ情報び表示されます)。 

• コマ情報は記憶モード（イラストは詳細情報記憶時）により表示する項目数び異なり 
ます。 

マルチセレクターでコマ情報を表示させたいコマを還択します。 



师 I 脚圍 — お ^^ gg 

125 F 8 旧- 0 
3日 mm 四 M 5+1.0 
F リ -L TTL 
24-120/3.5-5.6 
05/07/25 20:別’ 


师 I 脚圍—お^ ga 

125 F 8 旧- 0 
日 0 mm 四 M 5+1.0 
F リ -L TTL 
24-120/3.5-5.6 
05/07/25 20:お’ 


▼または▲で表示させたいコマ情報を選択します。 

◄または►を押すと、フィルム情報表示に戻ります。 

◄を2回押すか、 INFO ボタンを巧すと、撮影情報表示に戻ります。 



[撮影 データの 記憶] -つづき- 


[撮影デ_夕の表示方法] 

電源スイッチを ON にし、 INFO ボタンを巧してフイルム情報を表巧させます。 




1 7 イルム垂号/感度1 

MlHEa 

100 

0008 

100 

000? 

400 

000目 

100 

0005 

400 


7 イルム垂号/感度 


0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 
T — T — d, H — 4i 


組 gs 
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[撮影データ表おの詳細] 


(6\™ 

( 5^2 

め — 




•250 T 巨.目 II 因 +0.31 

•目日顧匹 I M - 


领 


£>5/日?/25」 


(5^250 な-目 II 因+0.3> 

@-目日塑四 M 的-目一贷 

M 卜 L/F リ -L\TTL^^ 
e つ4-120_/3.5-5•が a 


(8^^5/07/25, ,21： 09； 


簡易情報記憶時の表示例 


詳細情な記憶時の表示例 


※：表示例の番号、記号は P .] ]4〜] ] 7の記憶項目の説明に準じています。 


記憶頂目 

表示例の意味 

② 

フィルム番号 

0009 

④ 

フィルムカウント 
数値（コマ番号） 

3コマ目 

面 

シャッタースピード 

1/2已〇秒 

面 

絞り値 

巧.6 


設定焦点距離 

80 mm 


レンズの焦点距離 

24-1 20 mm 

¥ 

開放絞り値 

F 3.5-5.6 

⑩ 

測光モード 

マルチパターン測光 

面 

露出モード 

マニュアル 


記憶頃目 

表示例の意味 

⑩ 

露出補正量 

+0.3 

面 

調光補正量 

-0.6 

a 

発光モード （ TTL ) 

TTL モード使用 

b 

スピードライト 
使用有無 

使用 

e 

FV □ック 

使用 

面 

多重露出撮影 

実行 

帝 

AE □ック 

使用 


撮影曰 

200已年7月2已曰 

商 

撮影時刻 

21時9分 


• 数値 I ソ外で表示される記憶項目は、それぞれ I ソ下の内容を示します。 

颇：四（マルチパターン測光)、回（中央部重点測光)、囚（スポット測光） 

⑩： P (プ□グラムオート ）、 S (シャッター優先オート ）、 A (絞り優先才ート）、 
M (マニュアル） 

a : TTL (TTL [ i - TTL ] モード使用）、表示無し （ TTL モード外を使用） 
b : > (スピードライト使用）、表示無し（スピードライト不使用） 
e : FV-L ( FV □ック使用)、表示無し （ FV □ック不使用） 

(0) : t (多重露出撮影)、表示無し（通常撮影） 

通)： AE-L ( AE □ック使用）、表示無し （ AE □ック不使用） 

• m 撮影日」は、セットアップメニューの「年月日表示設定」（田 P .128) を r 月日年」 
または「日月年」に変更すると、変更した順序で表示します。 

•記憶項目の内容については、ド.1]已〜117の「記憶項目の詳細」をご覧ください。 
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L- [撮影データの記憶]-つづき- 


[撮影データの CF 力ードへの巧巧] 

別売のデータリーダー MV -1 (阻 P.172) を使用して撮影データを CF 力ードに巧 
巧することびできます。保巧したデータは、 CF 力ードか5パソコンへ面送して活用 
でをます。詳細はデータリーダー MV-1 の使用説明書をご覧ください。 

• CF 力ードへは 、 CSV (Comma Separated Value ) 形式のテキストファイルとして保を 
されます。 Microsoft ® Excel などの表計算ソフトを使用して見やすく整理できます。 

• パソコンへ転送する場合、別売の PC カードアダプター EC - AD ] や市販の PC カードアダプ 
ターまたは CF 力ード U —ダーなどび必要になります。 


0撮影データの活用例 

•下表は、 CF 力ードに保存したデータを、 Micrasoft ® Excel を使用して表にしたものです。 


Microsoft Excel - n00002 り f 巧 ||X|| 


ファイルの 漏 実の ま 示 cy) 巧 入ゆ 香 巧り）ツ-ルのデ-夕⑩ウィン巧が） ブ 化） Y 巧を入力1.- • ，.百 X 

□ が H 巧 S 因 I が电 り， も さ 1 化 1 孤X ，回 ご MSP コシック ，"’ ミミミ圍留 ％ ♦辜—， み， A ， ご 

A41 ▼ を 
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[日時の設赶 


撮影データの写し込みや記憶、インターバルタイマー撮影のために、日時の 
設定を行います。 

■曰時の設定方法 


電源スイッチを ON にし、 MENU ボタンを巧してメニュー画面を表示させまず。 



坂 

1 

)0) ©TQ 

[ 

♦ 


力巧此ュ. 

撮影； C ユ- 

レ > を隋幸民 
呈尉 Language ) 


2 


r セットアップメニュ ー J の r 日時設定 J を表示させます。 



マルチセレクターの▼または▲で「セッ 
トアップメニュー」を選択し、►を押す 
と「セットアップメニュー」び表示され 
ます。 


1111 IH " け 


1=日時設定=1 

撮影デ-が ニ ュ- 


イ戻る 決定 ► 




年ち日表示設定 

, 勝 A ノ梦 

80/01/01 



yy mm dd 

04/01/01 00:00’ 


00:00， 


I ▼または▲で「曰時設定」を選択し、 
►を押すと曰時の設定画面び表示され 
ます。 


〇日時を設定します。 


|=日時設定=| 


1= 日時設定 =1 

4戻る 決走 ► 


イ戻る 決定 ► 

80/01/01 

♦ 

05/07/25 

yy mm dd 


yy mm dd 

00:00， 


0?:雨’ 



• ►を押して設定したい部分を反転表示させ、▼または▲で設定します。 

•「分」び反転表示の時に►を押すと時計の計時び開始の0秒からスタート）され、セッ 
トアップメニュー画面に戻ります。 

•セットアップメニューの「年月日表示設定」を「月日年」または「日月年」に変更す 

ると（次ぺージ手順4、已）、件」、「月」、「日」の設定順序も変更されます。 
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[曰時の設定]—っづき— 


许月日表示順の設赶 


4 


r セットアップメニュー J の r 年月曰表示設定 J を表示させます。 



h セ1外77が こュ-二! 


戶年ち日表示設定 N 

撮豁デ-が- ュ- 


イ戻る 決定 ► 

日時設定 

占 

年月曰 



月日年 
日月年 

年ち日 




• ▼または▲で「年月曰表示設定」を選択し、►を押すと年月曰表示設定画面び表示さ 


れます。 


[年月日表示順の設定] 

5日付の表示順序を設定します。 



331ド を!ち 

ィ民る_決定 ► 


年月曰 


冒 ！ S 


• ▼または▲で設定したい表示順序を選択し、►を押すと表示順序びセットされ、セツ 
トアップメニュー画面に戻ります。 


• 「月曰年」または「曰年月」にセットすると、背面表示パネルに表示したり、写し込ん 
だり （田 P .130) する曰付の順序を変更されます。 


設定を終了します。 

•◄を押して1画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回押すと、撮影情報表示に戻ります。 


P カメラの内蔵時計について 

•カメラの内蔵時計は一般的な時計（腕時計など）ほど精度は良くありません。定期的に 
曰時設定を行うことをおすすめします。 
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写し込み、多重露出撮影、インターバルタイマー撮影の設定を行います。 

■撮影メニュー頃目の詳細 


写し込みメニユー 


田 P.130 

撮影時にフイルムの画面巧、コマ間、 0 コマ目に撮影日時などの撮影データを写し込む 
ことびできます。詳細は P.1 30 〜 142 の r 撮影データの写し込み J をご覧ください。 

< 戻る 決定 ► 

]? 間写し込み 

0]? デ-夕写し込み 

[セツト内客] 

画面内写し込み 
コマ間写し込み 

0コマデータ写し込み 

撮影 データを画面内に写し込みます。 

撮影 データをコマ間に写し込みます。 

撮影 データを0コマ目のコマ間、または 
0コマ目の画面内に写し込みます。 

OFF 



ミ重撮影 


田 P.143 

を重露出撮影の設定を巧います。詳細は P. 143 〜 144 の r を重露出撮影 J をご覧 
<ださい。 

平も^^ 

< 戻る 決定 ► 

•多重露出の回数を 2 〜 10 回の中から選択し、設定します。 

W 回 



インター /V ルタイ 7 — 

田 P.145 


インターバルタイマー撮影の設定を巧います。詳細は P . 14呂〜14呂の r インター 
バルタイマー撮影 J をご覧 < ださい。 

•「撮影開始曰時」、「撮影間隔」、「繰り返し回数」、「1回の撮影コ 
マ数」を設定します。 


イ民る 決定 K 

◎敎 お敎 

M 01 

撮豁開始しない 

1512:40， 















[撮影データの写し込み] 


撮影時にフィルムの画面内、コマ間、日コマ目に撮影日時などの撮影データ 
を写し込むことができます。 

■画面内写し込み 

r 年月日 J 、 r 曰時分 J 、 r 固定数値 J 、 r フィルムカウント数値（コマ番号) j 、 [■アップ 
カウント数値 J のいずれかをフイルムの画面内に写し込むことびでをます。 

■写し込み内容 
年月日： 

撮影曰を、「年月曰」の順序で写し込みます。 

•セットアップメニューの「年月日表示設定」を「月日年」または「日月年」に変更する 

と、変更した順序で写し込みます（田 P.128)。 

曰時分： 

撮影曰時（曰時分）を写し込みます。 

固定数値： 

撮影を自身び任意に設定した目巧の数値を写し込みます。 

•固定数値は、コマ間写し込み（田 P.134) と共通の数値です。 

フイルムカウント数値（コマま号）： 

撮影時に上面表示ノ（ネルおよびファインダー内表示に表示されるフィルムカウンターの数 
値（コマ番号）を写し込みます。 

アップカウント数値： 

撮影者自身び任意に設定した6巧の数値（田 P.133) から、シャッターをさるごとに]ず 
つ加算した数値を写し込みます。総撮影フィルムコマ数の確認等に便利です。 

• 「99 99 99」までカウントした後は、再び「00 00 00」からカウントします。 
•アップカウント数値は、コマ間写し込み（田 P.134) と共通の数値です。画面内、コ 
マ間、いずれかの写し込み項目としてセットしてある限りカウントを続けます。写し込 
み項目としてセットされていない場合はカウントしません。 

• フィルムび入っていない時や、フィルムの空送り中はカウントしません。 

•アップカウント数値は、フィルムの卷さ戻しや、フィルム交換等で裏ぶたを開けてを U 
セットされません。 

•を重露出撮影時（田 P.143) は、 ] 回目の露光時にのみカウントします。 
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0 データの写し込み位置と写し込み側 


写し込み頂目 

写し込み例 

年月曰 -x 

で5 01 巧 

曰時分 

巧：5 .. 3•コ 

固定数値 

〔け，ぶが 

フイルムカウント数値 

FC が; 

アップカウント数値 

00 0 1 E 3 



•データは画像のち下（イラストの—■の位置）に写し込まれます。 

•写し込み位置に白、ホ、オレンジ、黄色などの明るいをのびあると、写し込まれたデー 
夕び読み取りにくくなることびありますので注意してください。 

•写し込み例は、年月曰および曰時分び「200已年7月2已曰]已時30分」、固定数値び 
「31202」、フィルムカウント数値（コマ番号）びに8」、アップカウント数値び 
「123」の場合です。 

※：年月日は、セットアップメニューの「年月日表示設定」で「月日年」にセットする 
と「日’：巧'口5」と、「日月年」にセットすると 「巧[パ 'S5J と写し込みます 
(田 P.128)。 


写し込みのを意事頂については P . 140をご覧 < ださし、。 



-[撮影データの 写し込み] -つづき- 


■画面巧写し込みの設定方法 


電源スイッチを ON にし、 MENU ボタンを巧してメニュー画面を表示させます。 



抵 

1 

)0)@口(3 

( 

♦ 


报灿把. 

セット了 7ブ; C ュ- 
によ卜 
いを隋幸民 
言が Language) 


2 


r 撮影メニュー J の r 写し込みメニュー J を表示させます。 



1=撮影たュ-=1 



M 戻る 決定 ► 


イ戻る 決定 ► 

1写し込み扣ュ-日 

^ (fj 〇 

1画面内写し込み a 

を重撮影 
も■夕-州！/村?- 


]7間写し込み 

0]?デ-夕写し込み 

OFF 


>マルチセレクターの▼または▲で「撮 
影メニユ ー 」を選択し、►を押すと、 
「撮影メニュー」び表示されます。 


• ▼または▲で「写し込みメニュー」を選 
択し、►を押すと、「写し込みメニュー」 
び表示されます。 


3 


r 写し込みメニュ ーJ の恼面内写し込み J を還択します。 



<戻る 決定 ► 

]? 間写し込み 
0]?デ-夕写し込み 

OFF 


• ▼または▲で「画面内写し込み」を選択し、►を巧します。 

4写し込み項目を還択します。 



4房る 決定 ► 


ィ戻る 決定 ► 

OFF 



年月日 


7ィルムカ取卜致値 

日時か 


アパカウント致値 
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•▼または▲で「年月曰」、「曰時分」、「固定数値」、「フィルムカウント数値」、「アップ 
カウント数値」のいずれかを選択し、►を押すと写し込み項目びセットされます。 



































•「年月曰」、「曰時分」、「フィルムカウント数値」セット時は写し込みメニュー画面に戻 
ります。 

• 「固定数値」、「アップカウント数値」セット時は数値設定画面び表示されます。 


■ r 固定数値 J を還択した場合は数値を設定します。 




ィ民る 決足 ► 

固定献値 


000000 


•反転表示されている、左から]巧目を▼また 
は▲で設定します。 

•►を押して「2巧目」〜「目が目」を順次反 
転表示させ、それぞれ設定します。 

• 「6巧目」の設定後、►を押すと数値び確定 
し、写し込みメニュー画面に戻ります。 


• 数値の設定を行わない場合は「00 00 00」 
び写し込まれます。 


■ r アップカウント数値 J を還択した場合は最初の数値を設定します。 




イ民る 決足卜 

了7升]取卜觀値 


000000 


•反転表示されている、左から]巧目を▼また 
は▲で設定します。 

•►を押して「2巧目」〜「目が目」を順次反 
転表示させ、それぞれ設定します。 

• 「6巧目」の設定後、►を押すと数値び確定 
し、写し込みメニュー画面に戻ります。 


• 最初の1コマは設定した数値を写し込みます。 
その後、フィルムを卷さ上げてシャッターを 
さるごとに設定した数値から1ずつ加算して 
写し込みます。 

•数値の設定を行わない場合は「00 00 00」 
から写し込みび始まります。 



5 


設定を終了します。 

[ Tso 100邸 


•◄を押してI画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回巧すと、撮影情報表示に戻ります。 

• 画面内写し込みをセツトすると、背面表示パネルに画面内写し込みマーク□び表示さ 
れます。また、画面内写し込みとコマ間写し込みの両方をセットしている場合は、写 
し込みマーク! CI1 び表示されます。 
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[撮影データの写し込み] 


一つづを一 



■コマ間写し込み 

画面内写し込みと同様の r 年月日 J、r 曰時分 J、r 固定数値 J、r フィルムカウント数 
値（コマ番号) J、r アップカウント数値 J や、さ5に詳細な撮影データをフイルムの 
コマ巧に写し込むことびでをます。 

■写し込み内容 

年月曰/曰時分/固定数値/フイルムカウント数値/アップカウント数値： 

P .130 の「画面内写し込み」の写し込み内容をご覧ください。 

シャッタースピード： 

撮影時に上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイ 
ンダー内表示に表示されるシャッタースピードを写し込みます。 

絞り値： 

撮影時に上面表示パネル、背面表示パネル（詳細表示時および拡大表示時）およびファイ 
ンダー内表示に表示される絞り値を写し込みます。 

•非 CPU レンズ使用時に「レンズ情報」 （田 P .149) で開放絞り値の設定を行っていない 
場合は開放からの絞り段数となり、絞り段数の前に 「 A 」 び写し込まれます。 

露出モード： 

シャッタースピードおよび絞り値の前に写し込まれる「■」の有無は、撮影時にセットし 
ていた露出モードを示します。 

• P (プ□グラムオート）時は、「■」はいずれの前にを写し込まれません。 

• S (シャッター優先オート）時は、シャッタースピードの前に「■」び写し込まれます。 
•A (絞り優先オート）時は、絞り値の前に「■」び写し込まれます。 

•巧（マニュアル）時は、シャッタースピードと絞り値の前に「■」び写し込まれます。 

露出補正量： 

露出モードび P (プ□グラムオート ）、 S (シャッター優先オート）または F ! (絞り優先 
オート）の場合はセットした露出補正量 （田 P .76) を写し込みます。また、露出モード 
びけ（マニュアル）の時は適正露出からの露出オーバー量または露出アンダー量を写し込 
みます （写し込める範囲は ±9. 7の範囲で、それ ULb の場合は「一9.7」または「+9.7」 
と写し込まれます)。 

•露出補正をセットしていない場合は「0.0」び写し込まれます。 

•多重露出撮影時 （田 P .143) は「--」び写し込まれます。 

•オートブラケティング撮影時 （田 P .77) は、ブラケティング補正量を加算して写し込 
みます。詳細は、 P .1 已4の「露出補正量および調光補正量の記憶と写し込みについて」 
をご覧ください。 

調巧補正量（ち因）： 

スピードライト撮影時にセットした調光補正量を写し込みます（調光補正については使用 
するスピードライトの使用説明書をご覧ください)。 

•調光補正をセットしていない場合は「0.0」び写し込まれます。 




•スピードライト使用時に露出補正 （田 P .76) や才ートブラケティング撮影 （田 P .77) 
を行うと、同時にスピードライトの発光量を補正されます。この場合、スピードライト 
で調光補正をセットしていない場合でを調光補正量として写し込みます。詳細は、 
P .1 已 4 の「露出補正量および調光補正量の記憶と写し込みについて」をご覧ください。 

• スピードライトの電源び OFF の場合には、何を写し込まれません。 

測光モード： 

撮影時にセットした測光モード （田 P .64) を写し込みます。 

焦点距離： 

撮影時の設定焦点距離（ズーム位置）を写し込みます。 

• ズームレンズ装着時はズーム位置を、単焦点レンズ装着時はレンズの焦点距離を写し込 
みます。 

•非 CPU レンズの場合は、「レンズ情報」 （田 P .149) で設定した値を写し込みます（設 
定を行つていない場合は何を写し込みません)。 

• AF - S 、 AF - I テレコンバーター使用時は合成値を写し込みます （ CPU レンズのみ)。ただ 
し、 AF - S テレコンバーター TC -1 7 EII と AF-S ED 300 mm F 2.8 D 、 AF-S ED 
400 mm F 2.8 D を組み合わせて使用すると、焦点距離び正しく写し込まれません ( AF-S 
ED 300 mm F 2.8 Dn 、 AF-S ED 400 mm F 2.8 Dn 使用時は正し < 写し込まれます)。 


時刻： 

撮影時刻を写し込みます。 


0写し込まれる撮影データについて 

• 写し込みメニューで写し込み項目をセツトすると、下表に示す組み合わせで撮影データ 
を写し込むことびでさます。 


写し込み頂目 

写し込み巧客 

+年月日 

シャッタースピード、絞り値、露出モード、露出補正量年月日 

+曰時分 

シャッタースピード、絞り値、露出モード、露出補正量日時分 

+固定数値 

シャッタースピード、絞り値、露出モード、露出補正量、固定数値 

フイルムカウント数値 

シャッタースピード、絞り値、露出モード、露出補正量フイルムカウント数値 

アップカウント数値 

シャッタースピード、絞り値、露出モード、露出補正量アップカウント数値 

>因 + 測光モード 

シャッタースピード、絞り値、露出モード、露出補正量調光補正量測光モード 

>因 + 焦点距離 

シャッタースピード、絞り値、露出モード、露出補正量調光補正量焦点距離 

ち因 + 時刻 

シャッタースピード、絞り値、露出モーに露出補正量、調光補正量、時刻 

年月日 

年月日 

曰時分 

団紛 

固定数値 

固越か直 


《：写し込み項目び「+年月曰」、「+曰時分」、「+固定数値」の場合、同時にシャッタース 
ピード、絞り値、露出モード、露出補正量を写し込まれます。 
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[撮影データの写し込み] 


一つづを一 



• データは画像の左側コマ間にイラストのように写し込まれます。 


•写し込み例は、シャッタースピード「1/12已秒」、絞り値 「 F 已.6」、露出モード^1 
m (絞り優先才ート)」、露出補正量「+1.3」、年月が 2 に0□己年7月2已日」の場合です。 
: P (プラグラムオート）時は「巧ぶ 」、 S (シャッター優先オート）時は 
「■，ぶ5巧ぶ」、巧（マニュアル）時は「■•ぶ5 ■巧ぶ」と写し込みます。 

《2:年月曰は、セットアップメニューの 「年月日表示設定」 で 「月日年」 にセットす 
ると「[:’：巧で5」と、 「日月年」 にセットすると「巧0—: '05 J と写し込みま 
す （困 P .128)。 

•セットした写し込み項目（イラストのこつ内）び 「年月日 （+ 年月曰）」 外の場合は 
下表のよラに写し込みます。 


写し込み項目 

写し込み例 

>因 +測光モード※3 

—と G し-。 

ち因 +焦点距離 

— 3 00 

ち因 +時刻 

— と•コ 15 : 30 


写し込み頃目 

写し込み例 

曰時分 （+ 曰時分） 

15 : 30 

固定数値 （+ 固定数値） 

03 Id m 

フイルムカウント数値 

fC が 

アップカウント数値 

00 S 1 た! 


•表中の写し込み例は、日時分および時刻びに已日1已時30分」、固定数値び「31202」、 
フィルムカウント数値（コマ番号）びに8」、アップカウント数値び「123」、調光補 
正量（ち因）び「一2.0」、測光モードび「中央部重点測光」、焦点距離び 「300 mm 」 
の場合です。 

《3:マルチパターン測光時は 「8 mP 」、 スポット測光時は「が」と写し込みます。 


P 写し込みのミ主意事項については P .1 40をご覧くださし、。 


1 % 




























■コマ聞写し込みの設定方法 


1 電源スイッチを ON にし、 MENU ボタンを巧してメニュー画面を表巧させ、 
r 撮影メニュー J の r 写し込みメニュー J を表示させまず。 

• 「写し込みメニュー」の表示ち法は、「画面内写し込み」の操作手順1、2をご覧<ださ 
い （田 P .132)。 


2 


r 写し込みメニュ ー J の r コマ巧写し込み J 



イ民る 決足 ► 

画が内卓し込か 

0]?デ-夕写し込み 
OFF 


• ▼または▲で「コマ間写し込み」を選択し、 


を還択します。 


►を押します。 


写し込み項目を還択します。 


i 写し込み扣ュ -E 
]? 間写し込み 


i 写し込み扣ュ -E 
]? 間写し込み 


i 写し込み扣ュ -E 
]? 間写し込み 


i 写し込み； C ュ-司 
]? 間写し込み 1 

ィ民る 決ち ► 


ィ民る 決ち ► 


ィ民る 決ち ► 


ィ民る 決ち ► 

I0FF 1 


1 + 固ち駭値 3 


1 夕旧 + 測光モ-ド 1 


1 年ち日 1 

+年月日 


7 ィルム A 取卜敎値 


夕旧+萬点距離 


日時巧 

+日時が 


ア’バカウ > 卜敎値 


夕旧+時副 


固ち敎値 


•▼または▲で「+年月曰」、「+曰時分」、「+固定数値」、「フィルムカウント数値」、 
「アップカウント数値」、 「ち因 +測光モード」、 「ち因 +焦点距離」、 「ち因 +時刻」、「年月 
曰」、「曰時分」、「固定数値」のいずれかを選択し、►を押すと、写し込み項目びセッ 
卜されます。 

•「+年月曰」、「+曰時分」、「フィルムカウント数値」、「> 因 +測光モード」、「> 因 +焦点 
距離」、「> 因 +時刻」、「年月曰」、「曰時分」セット時は写し込みメニュー画面に戻ります。 
• 「+固定数値」、「アップカウント数値」、「固定数値」セット時は数値設定画面び表示さ 
れます。数値の設定ち法は「画面内写し込み」の手順4をご覧ください （田 P .132)。 


A 設定を終了します。 
^( ISO 100脚1 


册 □ 

一 AF-S _ 

•◄を押して1画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回巧すと、撮影情報表示に戻ります。 

• コマ間写し込みをセットすると、背面表示パネルにコマ間写し込みマーク!□び表示さ 
れます。また、画面内写し込みとコマ間写し込みの両方をセットしている場合は、写 
し込みマーク! CI 1 び表示されます。 






[撮影データの 写し込み] -つづき- 


■ 


■0 コマデータ写し込み 

フィルム装 慎 時にフィルムの空送りを3コマでいつたん停止し、0コマ目 （1 コマ目 
の1コマ前）に写し込みを巧つたを、1コマ目まで空送りします。 

0コマデータ写し込みは、0コマ目のコマ間には r 識別番号（カメラ iD ) j 、 r フィル 
ム番号 J およびフィルム装慎時の r 年月日 J を、0コマ目の画面内にはフィルム装慎 
時の r 年月日 J または r フィルム番号 J を写し込むことびでをます。 

■写し込み内容 
識別 番号（カメラ ID ) : 

「撮影データの記憶」で設定した識別番号（カメラ ID ) を写し込みます （田 P .123)。 

フィルムま号： 

「撮影データの記憶」で設定したフィルム番号を写し込みます （田 P .123)。 

年月日： 

フィルム装填時の曰付を、「年月曰」の順序で写し込みます。 

•セットアップメニューの 「年月日表示設定」 を 「月日年」 または 「日月年」 に変更する 

と、変更した順序で写し込みます （阻 P .128)。 

0データの写し込み位置と写し込み例 
[コマ巧の 場合] 




臟，言) 


フイルムを号 


年月か 




データは0コマ目左側のコマ間相当部分に上のイラストのように写し込まれます。 


[画面内の場合] 


写し込み頂目 

写し込み例 

画面内年月曰^ 

■の•こ のつ 二いご 

Lf f で- • 

画面内フィルム番号 

のの n 〇 

UU UJI 


データは0コマ目ち下（イラストの™の位置）に写し込まれます。 


•写し込み例は、識別番号（カメラ ID ) び「123」、フィルム番号び「0009」、年月日※ 
び「200已年7月2已曰」の場合です。 

※：年月曰は、セットアップメニューの 「年月日表示設定」 で 「月日年」 にセットする 
と 「 G ’； 巧て: 5」と、 「日月年」 にセットすると 「巧〔パ'の」 と写し込みます 
(田 P .128)。 


P 写し込みのを意事項については P .1 40をご覧くださし、。 
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■0 コマデータ写し込みの設定方法 


1 電源スイッチを ON にし、 MENU ボタンを巧してメニュー画面を表巧させ、 
r 撮影メニュー J の r 写し込みメニュー J を表示させまず。 

• 「写し込みメニュー」の表示ち法は、「画面内写し込み」の操作手順1、2をご覧<ださ 
い（田 P .132)。 


2 


r 写し込みメニュー J の ro コマデータ写し込み J を還択します。 



ィ民る 決走 ► 

画面内写し込み 
]7間写し込み 



• ▼または▲で「0コマデータ写し込み」を選択し、►を押します。 


3 


写し込み項目を選択します。 



• ▼または▲で「コマ間」、「画面内年月曰」、「画面内フィルム番号」、のいずれかを選 


択し、►を押すと、写し込み項目びセットされ、写し込みメニュー画面に戻ります。 


4設定を終了します。 

^•◄を押して1画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回巧すと、撮影情報表示に戻ります。 



P フイルム装慎時のご注意 

• 0コマデータ写し込みはフィルム装填時に写し込みます。フィルムを装填して、 ] コマを 
撮影を行わずにフィルムを抜さ出してを、0コマデータは写し込まれていますのでごま 
意ください。 

• フィルム装填時にフィルムを引さ出しすざると、0コマデータを写し込む位置まで感光 
してしまい、写し込んだデータび判読でさない場合びありますのでご注意ください。 
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[撮影データの写し込み] 


一つづを一 


[写し込みについてのごを意] 

P データの写し込み濃度について 

•データの 写し込み濃度は、自動的にセットされた、または任意にセットしたフィルムの 
感度に合わせて設定されます。ただし、写し込みはフィルムの裏側から行いますので、 
同じ感度のフィルムでを裏側からの感度に違いびあるため、写し込んだデータび薄くて 
判別でさない場合や、濃すざてにじんでしまう場合びあります。あらかじめ試し撮りさ 
れることをおすすめします。濃度び適切でない場合は、カスタムメニュー rd 8: 写し込 
み濃尉（田 P . 10已）の設定を変更して調整してください。 

•裏側からの感度び特に低い「コダク□ーム目4」、「コダク□ーム200」、「フジク □- 
ム Velvia 」 などを使用する場合は、写し込み濃度を「+1」または「+2」にセット 
して < ださい。 


P 特殊フイルムほ用時について 

• ホ外線および複写用などの特殊フィルムは、フィルム感度び低いため写し込みはでさま 
せん。 


P がず日時の設定を巧ってか5写し込みの設定を巧ってください（田 P.127)。 

P さ重露出撮影時の写し込み 

•多重露出撮影時 （田 P .143) は、 ] 回目の露光時に写し込みます。 

•画面内写し込みの場合、多重露出の回数び多い時は背景や被写体び重なって、写し込ま 
れたデータび判読しにくくなることびありますのでご注意ください。 

P コマ巧写し込みを巧った撮影フイルムを現像する際のご注意 

• 現像処理作業の段階でホルダー収納のためフィルムを裁断する際、フィルムのコマの間 
に写し込まれたデータや、場合によっては撮影画面び切断されてしまうことびあります。 
このよラなことを避けるために現像をご依頼の際は、コマ間データや撮影画面び切断さ 
れない長卷さなどの処置を事前に指示してください。 
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0 画面内写し込みとコマ巧写し込みの両方をセットする場合 

• 画面内写し込みとコマ間写し込みの両方をセットする場合、写し込み項目の選択に制限 
びある、または画面内写し込みび行えない場合びあります。セットしたい項目び選択で 
さない時や、画面内写し込みび行えない場合は、写し込みの設定を変更してください。 

画面内写し込みが巧に設定されている場合： 

•画面内写し込みび「年月曰」、「曰時分」、「固定数値」、「フィルムカウント数値」、 
「アップカウント数値」のいずれかにセットしてある場合、コマ間写し込みの項目は、 
画面内写し込みの項目と同じ項目じ(外にセットでさません。ただし、「年月曰」の場合 
は「+年月曰」に、「曰時分」の場合は「+曰時分」に、「固定数値」の場合は「+固 
定数値」にはそれぞれセットでさます。 

コマ間写し込みが巧に設定されている場合： 

•コマ間写し込みび「年月曰 （+ 年月曰）」、「曰時分 （+ 曰時分)」、「固定数値 （+ 固定 
数値)」、「フィルムカウント数値」、「アップカウント数値」のいずれかにセットしてあ 
る場合、画面内写し込みの項目は、コマ間写し込みの項目と同じ項目外にセットで 
さ■ませ〜。 

•コマ間写し込みび「> 因 +測光モード」、 「ち因+ 焦点距離」、「> 因 +時刻」のいずれか 
にセットしてある場合、画面内写し込みはでさません。 

E 低温時のご注意 

•写し込みには液晶を使用しています。液晶の応答性の関係上、ぴ C 未満の低温時に写し 
込みを行ラ場合は I ソ下の事項に注意して<ださい。 

画面内写し込みおよびコマ間写し込みの場合： 

•電源スイッチを日 N にしてから（または半押しタイマーび日とこなってから）、2秒じ(上 
経過後、半押しタイマーび日 FF になる前にシャッターをきってください。2秒]; Lb 経 
過する前にシャッターをさると、正常に写し込みび行われない場合びあります。 

• 2秒程度の間隔を開けて撮影してください。間隔を開けないと、データの切り換わり 
と撮影動作び重複した場合に、切り換わる前のデータび写し込まれたり、データび二 
重に写し込まれることびあります。 

0コマデータ写し込みの場合： 

-フィルム装填時に電源スイッチを ON にしてから（または半押しタイマーび ON になっ 
てから）、2秒 I ソ上経過後、半押しタイマーび OFF になる前の間にフィルムの装填 （1 
コマ目までの空送りまで）を完了させてください。2秒1ソ上経過する前にフィルムの 
装填び完了すると、正常に写し込みび行われない場合びあります。 



[撮影データの写し込み] 


一つづを一 



E 写し込み時間について 

•写し込み撮影時は、写し込みに使用する液晶の応答時間に合わせるため、常温でを写し 
込みに時間びかかります（低温下ではさらに時間びかかります)。また、写し込み撮影時 
には写し込み完了後にフィルムの卷さ上げを行いますので、フィルム給送モードを Cl 
(低速連続巻さ上げ）または CH (高速連続卷さ上げ）にセットして連続卷さ上げ撮影を 
行ラ場合に、巻さ上げ速度び遅くなることびあります。 

-写し込み項目の組み合わせと写し込み時間については下表をご覧ください。 

•気温び低いほど、フィルム感度び低いほど、写し込み濃度（カスタムメニュー rd8 : 
写し込み濃度」で設定 田 P .10 已）び濃いほど写し込みに時間びかかります（気温の 
低下び最を大さな要因です)。 

■写し込み項目の組み合わせと写し込み時間 



〇の場合は通常の撮影時（◎:写し込み無し）とほぼ同じよラな状態で撮影でさますび 、 A 
の場合は撮影コマごとに変化する撮影データを写し込むため、写し込みに時間びかかります 
( は設定不可)。 

•0 の場合でを、フィルム給送モードを CH (高速連続卷さ上げ）にセットして連続卷さ上げ 
撮影を行う際、フィルム感度び IS 日日41；!下、写し込み濃度び「+1」または r +2 J の場 
合は、若干巻さ上げ速度び遅<なる場合びあります。 
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L - [多重露出撮影] 


多重露出撮影では、フィルムの同ーコマ上に画像を何回も重ねて撮影するこ 
とができます。いずれの露出モードでもセツト可能です。 

■を重露出撮影の設定方法 



r 撮影メニュー J の r を重撮影 J を表示させます。 



平が^^^ 

イ民る 決定 ► 

48回 


•マルチセレクターの▼または▲で「撮 
影メニユー」を選択し、►を巧すと、 
「撮影メニュー」び表示されます。 


• ▼または▲で「多重撮影」を選択し、 
►を押すと、多重撮影画面び表示さ 
れます。 


〇を重露出の回数を 


セットします。 




ISO 100随 

rn-i 百 9 

AF-S 


• ▼または▲でを重露出の回数を2〜 10 
回の中から選択し、►を押すとセット 
されます。 


•を重露出びセットされると、ファイン 
ダー内表示に多重露出マーク画]び、 
背面表示パネルに多重露出マーク0 
とを重露出の回数び表示されます。 
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L —[を重露出撮影]-っづき- 


構図をミ夫め、ピントを合わせて撮影します。 

•フィルム給送モードび S (1 コマ巻さ上げ）の場合、シャッターボタンを押すと]回目 


の露光び行われ、ファインダー内表示のを重露出マーク0び点滅します。フィルム 


の給送は行われず、2回目にシャッターボタンを巧すとを重露出撮影となります。セッ 
卜した回数分シャッターボタンを押すとフィルムの給送び行われ、多重露出び解除さ 


れます。 


•フィルム給送モードび CL (低速連続卷さ上げ)、 CH (高速連続卷さ上げ)、 CS (超お 
速連続卷さ上げ）のいずれかの場合、シャッターボタンを巧し続けると、連続して露 
光び行われます。セットした回数び終了するとを重露出び解除され、フィルムの給送 
び行われます。 

• 多重露出びセツトされている間は、フイルムカウンターのカウントアップは行われま 
せん。 


■を重露出の解除方法 


•操作手順3のを重露出の回数を0にセットするか、ツーボタンリセット（田 P .1 已 3) を 
行ってください。この時、多重露出の途中の場合はフィルムは給送されますび、多重露 
出のセット後に一度を露光を行っていない場合は、フィルムは給送されません。 

• 多重露出の途中や多重露出のセット後に、フィルムの卷さ戻しび行われるとを重露出び 
解除されます。また、 R ] ボタンを押して、シャッターボタンを押し込んだ場合を多重露 
出び解除されます（この場合、シャッター幕は開かずにフイルムび]コマ送られます)。 


P を重露出回数に応じた露出捕正について 

• 多重露出はフィルムの同ーコマ上に何度を露出をちえますので、背景や被写体び重なっ 
ていく場合、多重露出の回数に応じた露出補正を撮影前に行ラ必要びあります。 

-一般的な補正量の目安は次のとおりです。 


を重露出の回数 

補正量の目ま 

2回 

-1.0 

3回 

-1 .已 

4回 

-2.0 

8〜9回 

-3.0 


• 実際の補正量は条件によって変わりますので、試し撮りをおすすめします。 

•背景び完全に黒<、被写体び画面内で重ならないよラな場合は、露出補正を行わず、各 
露出ごとに適正露出で撮影するのび基本です。 


P 画面のずれについて 

•多重露出の際、画面びわずかにずれることびあります。特にフイルムの最初と最後のコ 
マはフイルムの巻さぐせびありますので、おすすめでさません。 
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— [インターバルタイマー撮影] 


設定した日時か S —定時間ごとに、設定した回数の撮影を自動的に繰り返し 
行えます。 

■設定でをる項目と節囲 


設定項目 

設定範囲 

撮影開始曰時 

曰 

- -、1〜3 ] 

時 

00〜23 

分 

00-59 

撮影間隔 

時 

00〜99 

分 

00〜已9 

秒 

00〜已9 

繰り返し回数 

]〜99 

1回の撮影コマ数 

]〜3日 


•撮影開始日時の「曰」を「--」にセットした場合は、即時スタートをセットしたことにな 
り、インターバルタイマーをセットした直後に撮影び開始されます（「時」、「分」をセット 
することはでさません)。 


•撮影開始日時は、設定終了時降の最大]力月の間にを在する日付、時分のみセットで 
さます。 


例： ] 月7曰に撮影開始曰時を6曰にセットすると、2月目曰び撮影開始曰になります。 
また、 ] 月7曰] 6時00分に7曰]已時00分とセットすると、2月7曰]已時00分び 
撮影開始曰時になります。 

■インターパルタイ7—撮影例 

• 下記の設定例で、下図のよラにインターバルタイマー撮影び行われます。 

-撮影開始日時 ：17日16時00分 

-撮影間隔 ：1時間30分00秒 

-繰り返し回数 ：已回 

-1回の撮影コマ数： 3コマ 



掃赢開始日時：17日1別煎0分 


撮影間隔：1時間30分 


誠時間 


カメラの動作[" 


1時間 3 W 


1時間3□分 


1時間 3 W 


1時間3□分 


' 3っマ 

姻 


I マ} r 慕 


] マ藤 


印マ撮 


コマ} r 黑 


邱マ撮 

加 


1回目の 
撮影開始 


吕回目の 
撮影開始 


3回目の 
撮震開始 


4回目の 
撮霞開始 


作動開始 


己回目の I 
撮霞開始 I 

撮影完了 


※：撮影開始曰時を「--」にセツトした場合は、作動開始と同時に]回目の撮影び開始されます。 
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—[インターバルタイマー撮影]-つづき- 


■インターバルタイ7—の設定方法 


電源スイッチを ON にし、 MENU ボタンを巧してメニュー画面を表示させます。 




报加/ニュ. 

セ7卜了 7ブ; C ユー 

レシを隋幸民 
豈お （ Language ) 


2 


»必ず日時の設定（困 P .127) を行ってからインターバルタイマーの設定を行ってくだ 
さい。 

r 撮影メニュ ー J の r インターバルタイマ ー J を表巧させまず。 



\= 撮影たュ-=1 



ィ戻る 決定 ► 


開賊 

写し込み扣ュ- 

^ [ L ( o 為 

■ 00:00' 

を重撮影 

♦ にじノ甥 

間隔 



日0:00,日 r 



1512:39， 


3 


>マルチセレクターの▼または▲で「撮 
影メニユー」を選択し、►を押すと、 
「撮影メニュー」び表示されます。 


撮影開始日時と撮影間隔をセツトします。 


> ▼または▲で「インターバルタイマー」 
を選択し、►を押すと、「インターバル 
タイマー」の撮影開始曰時-撮影間隔 
設定画面び表示され、現在曰時び画面 
内の下部に表示されます。 






開敗 


開敗 

■ 00:00' 


15に：日日， 

間隔 

♦ にじ甥 

間隔 

oo : oo,or 


BIS : oo’or 

1512:39, 


1512:39, 


• 撮影開始曰時をセツトします。反転表 
示されている、「曰」を▼または▲で 
セツトします。 

• ►を押して「時」、「分」を順次反転表示 
させ、それぞれ▼または▲でセットし、 
►を押します。 


• 撮影間隔をセットします。反転表示さ 
れている、「時」を▼または▲でセッ 
卜します。 

• ►を押して「分」、「秒」を順次反転表示 
させ、それぞれ▼または▲でセットし、 
►を巧すと、繰り返し回数と]回の撮 
影コマ数の設定画面び表示されます。 
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繰り返し回数と 1 回の撮影コマ数をセットしまず。 



1512:40, 


ィ民る 決走 ► 

回致 ]? 致 

05 M 
撮影開賊しない 

1512:40， 


• 繰り返し回数をセツトします。反転表 
示されている、「回数」を▼または ▲ 
でセットし、►を押します。 


•] 回の撮影コマ数をセットします。反転 
表示されている、「コマ数」を▼または 
▲でセットし、►を押します。 


5 


撮影開始をセットします。 



イ戻る 決走 ► 


ぶ回撮影 

回致 ]? 致 

主 

1512:日0,0日，， 

05 02 


回致 ]? 致 

1撮影開賊匯^11 


05 02 

1512:40， 


1512:40， 


•撮影開始をセットします。▼または▲で「する」を選択し、►を押すと、セットび完 
了し、インターバルタイマーび作動します。背面表示パネルには「インターバルタイ 
マー撮影中」画面び表示され、撮影開始曰時（次回撮影)、繰り返し回数、 ] 回の撮影 
コマ数び表示されます。 


•「しない」を選択し、►を押すと、インターバルタイマーはセットされずに撮影メニュー 
画面に戻ります。 


撮影び行われます。 


ぶ回撮影 

1512:日0,0日，， 

由 


占 

ISO 100邸 

撮影まで 

10" 

回致 ]? 致 


回致 ]? 致 


J 

m 

□L 

05 02 


05 02 


じ 

J 


1512:40， 


1512:49， 


AF - 

s 


• 背面表示パネルで撮影開始10秒前からカウントダウンび開始され、撮影中はシャッター 
びさられるごとに]回の撮影コマ数び減算表示されます。 ] 回の撮影び終了すると、次回 
撮影開始曰時び表示され、繰り返し回数は残りの回数を表示します。また]回の撮影コマ 
数はセットしたコマ数に戻ります。し U 後、同様の撮影を残りの繰り返し回数分行い、全 
て終了するとインターバルタイマー撮影び解除され、通常の状態に戻ります。 

•インターバルタイマー撮影中に、電源スイッチの OFF 、 ツーボタンリセット（田 P .1 曰 3) 
またはインターバルタイマーの設定値の変更を行うと、インターバルタイマーは解除さ 
れます。 







— [インターバルタイマー撮影] 


-つづき一 


P インターバルタイマー撮影中のカメラのが態•制御 

•撮影間隔び長<なると、途中で半押しタイマーび OFF になり、背面表示パネルの現在曰 
時び消灯しますび、撮影開始30秒前に半押しタイマー日 N になり、現在曰時び再点灯し 
ます。また、才ートフォーカス時は、撮影開始2秒前からピント合わせを行います。 

• INFO ボタンを巧すと背面表示パネルび撮影情報画面に切り換わりますので、カメラの設 
定状態び確認でさます。 

•インターバルタイマー撮影中でを、そのまま通常の撮影び巧能です。インターバルタイ 
マーは継続し、セットした繰り返し回数および]回の撮影コマ数は変わりません。 

•各回の撮影で、フォーカスモードび S (シングル AF サーボ）の場合にピントび合わなか 
つた時は、その回のインターバル撮影はキャンセルされますび、次のインターバル撮影 
は行われます。 

•インターバル撮影をセットした状態で、フィルムの卷さ戻しを行ラと、インターバル撮 
影は解除されます。 

• 撮影間隔はセットまたは制御されるシャッタースピードにかかわらず設定できますび、 
露光中に次の撮影開始曰時に達した場合は、現在の撮影を優先して続行します（重なつ 
た回のインターバル撮影はキャンセルされますび、次のインターバル撮影は行われます)。 

• シャッタースピードび bu し b にセットされている時は、約1/10秒でシャッターびきれます。 

P インターバルタイマーとその他の機能 

• 三ラーアップ撮影と併用する場合、 ] 回の撮影毎に三ラーアップしてから約 0.4 秒後に露 
光を行います（田 P . 目6)。 

•給送モードび S (1 コマ卷さ上げ）および三ラーアップモード時に、1回の撮影コマ数を2 
コマ上にセットした場合、給送モードは CL (低速連続巻さ上げ）として制御されます。 

•才ートブラケティング（田 P .77) と併用する場合、インターバルタイマーの]回の撮 
影コマ数び、自動的にブラケティングの撮影コマ数と同じコマ数にセットされます。ま 
た、インターバルタイマー撮影中にオートブラケティングびセットされた場合はブラケ 
ティングの撮影コマ数と同じコマ数に変更されます（その後ブラケティングを解除する 
とコマ数は元に戻ります)。 

•多重露出撮影（田 P .143) と併用することを巧能です。 

例：多重露出の回数び3回でインターバルタイマーの]回の撮影コマ数び2コマの場合、 
1回目の撮影で2回多重露出を行います（フィルムは給送されません)。次のインター 
バル撮影時に3回目の多重露出を行いフィルムを給送して多重露出撮影び解除され、 
インターバル撮影の2コマ目を撮影します。後、通常のインターバルタイマー撮影 
となります。 

P 写し込み併用時のご注意 

•画面内写し込み（田 P .130)、 およびコマ間写し込み（田 P .134) を併用する場合、 
写し込みに使用する液晶の応答時間を確保するため、0で未満の低温時には、撮影間隔 
を2秒じ(上にセットしてください。また、オートブラケティング（阻 P .77) を併用す 
ると、ぴ C 未満の低温時には、写し込みび正しく行われない場合びあります。 
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レンズ情報 


非 CPU レンズを使用する場合、レンズの焦点距離と開放絞り値を設定するこ 
とにより、下記のとおり、 CPU レンズ装着時のみ使用可能な機能の一部が使 
用でさます。 


使用可能になる機能 


• 焦点距離を設定して使用できる機能 

スピードライトのオートパワーズーム(設定した焦点距離に応じて照射角びセットされます） 
• 開放絞り値を設定して使用できる機能 
絞り値の表示、スピードライトの絞り連動外部自動調光 （田 P .1 目 1) 

•焦点距離と開放絞り値の両方を設定して使用できる機能 
RGB マルチパターン測光（田 P . 日 4) 

•焦点距離と開放絞り値の両方を設定して精度が向上する機能 
中央部重点測光（田 P . 目已)、スポット測光（田 P .6 已）、スピードライトの i - TTL - BL 調光※ 
(田 P .1 己6)、マルチ巨 L 調光※（阻 P .160) 

※：測光モードはスポット測光外にセットしてください。 

設定で去る焦点距離と開放絞り値 

• 焦点距離： 

6、8、13、 ] 已、] 6、18、20、24、2已、28、3已、43、4已、已0、已已、已呂、70、 
80、呂已、呂6、100、10已、13已、180、200、300、360、400、已〇0、600、 
800、1000、1200、1400、1600、2000、2400、2800、3200、4000 mm 

• 開放絞り値： 

f /1.2、1.4 s 1.8、2、2.已、2.8、3.3、3.已、4、4.已、已、己.6、6.3、7.1、8、9.己、 
1 Is 13、 ] 已、16、 19 s 22 

0レンズ情報を設定可能な巧 CPU レンズについて 

• AI 方式レンズを使用する場合に設定巧能です。 AI 方式政外のレンズを使用する場合は、 
レンズ情報を設定してを正常に機能しません。 AI 方式政外のレンズを使用する場合は、 
焦点距離と開放絞り値を設定していないレンズ N 0.をセットして、撮影してください。 

P —致する焦点距離び設定でをない場合 

• ズームレンズやテレコンバーター使用時など、一致する焦点距離び設定でさない場合は、 
装着レンズの焦点距離に最を近く、かつ大さい値をセットしてください。 

-この場合にスピードライトを使用する時は、マニュアルでスピードライトの照射角を 
セットして<ださい。 

E ズームレンズ装着時のズー S ングについて 

• ズームレンズを装着してズー三ングを行ラと、レンズの焦点距離や絞りび変化しますび、 
カメラに設定したレンズ情報はズー三ングに連動しません。ズー三ングを行った場合は 
その都度レンズ情報の設定を行ってください。 
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レンズ情報 -つづき一 



■レンズ情報の設定方法 




レぶ隋幸民 fl 


イ戻る 


い加日. 1 

萬点お韩 B 
開放絞り値 F— 


•マルチセレクターの▼または▲で「レンズ情報」を選択し、►を押すと、レンズ情報 
画面び表示されます。 


• レンス晴報ではレンズ No . として10種類設定することびできます。〇〜9の中から設定 
したい番号を▼または▲で選択し、 INFO ボタンを押すと、「レンス晴報修田び表示 
されます。また、 INFO ボタンを押さずに►を巧すと、そのレンズ No . びセットされ、 
メニュー画面に戻ります。 


3 


レンズ情報を設定しまず。 



レぶ隋幸帥 


イ戻る 



決定 ► 


い版 1 

唐-点お謎 B 
開放絞り値 F — 



レぶ隋幸民慢正 


ィ民る 決ち ► 

い版 1 

唐-点お謎日0 
開放絞り値 FB 


• ▼または▲で「焦点距離」をセツトし、 
►を押すと、反転表示び「開放絞り値」 
に移動します。 


• ▼または▲で「開放絞り値」をセツトし、 
►を押すと セツ トした値びレンズ No . に 
記憶されるととちに、そのレンズ No . び 
セットされ、メニュー画面に戻ります。 


設定を終了します。 

•◄を押して]画面ずつ戻るか、 MENU ボタンを2回押すと、撮 
影情報表示に戻ります。 

• セツトされたレンズ No . は背面表示パネルに 「し1 (例： レンズ 
N 0.1の場合)」 のように表示されますに PU レンズ装着時は表 
示されません)。ただし、焦点距離またはレンズの開放絞り値の 
どちらか片方しか設定されていない場合は表示されません。 


ISO 100脚 

冊 

AF -3 L-1 
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■ボタンとダイヤル操作によるレンズ No •の設定方法 


レンズ情報で設定したレンズ No. (焦点距離と開放絞り値の組み合わせ）を、 
メニュー画面を表示させずに、フアンクシヨンボタンとメインコマンドダイ 
ヤルの操作で設定することがでさます。 


1 カスタムメニユーのけ3 :フアンクシヨン細機能 J (田 P .110) を [ FV □ツク J 
および r レンズ情報設定 J にセットします。 




言化値1段選お 


• P .90 の「メニユーの設定方法」を参考にして、カスタムメニユーの け3 :ファンクシヨ 

ン纽機能」 を 「 FV □ック」 および r レンズ情報設赴 にセットしてください。 


-「レンズ情報設定」は単独で選択することはでさません。「レンズ情報設定」を選択 
する場合は 「 FV □ック」とともに選択されます。 


2 フアンクシヨンボタンを}甲しなび5、メインコマンドダイヤルでレンズ No. 
(0-9) をセットします。 



•ファンクシヨンボタンを押すと背面表示ノ（ネルにレンズ情報画面び表示されますので、 
表示されるレンズの焦点距離と開放絞り値を確認しなびらレンズ No . をセツトしてくだ 
さい。 



•セットされたレンズ No . は背面表示パネル（撮影情報表示時）に 「 L -1 (例：レンズ 
N 0.1の場合)」 のように表示されますに PU レンズ装着時は表示されません)。ただし、 
焦点距離またはレンズの開放絞り値のどちらか片方しか設定されていない場合は表示 
されません。 


•スピードライト S 目-800 . 600 . 400装着日寺は、 「 FV □ック」（田 P .1 已 7) わく優先さ 
れますので、スピードライトの電源を OFF にしてレンズ No . のセツトを行ってください。 
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メニュー操作や撮影機能の設定のために、表示言語の設定を行います。 

■表示言語の設定方法 



2 


信語 ( Language ) J を表巧させます。 



ィ戻る 


イ Language ) 二 


ホ定> 


Oeutsch 中文 
Eng I ish ( 简体） 


Espano I | 
Franca is 



•マルチセレクターの▼または▲で「言語 （ Language )」 を選択し、►を巧すと言語 
の選択画面び表示されます。 


3 


言語を還択します。 



ィ戻る 


イ Language ) 二 


ホ定> 


Oeutsch 中文 
(筒体） 


Espano I 日本語 
Franca is 



F — MENU - 


CSM MENU 
SET-UP 

SHOOTING MENU 
NON-CPU LENS 


• ▼または▲で 「 English 」 を選択し、►を押すと表示言語び英語に設定され、メニュ ー 
画面に戻ります。 


P 曰本語なかの表示言語について 


曰本語政外に下の言語を設定でさます。 


Deutsch 


ドイツ語 


• English 

• Espahol 

• Fran が IS 


英語 

スペイン語 

フランス語 


-中文値体) 


中国語 （簡 体) 


152 




































ツーボタンリセッ 


ツーボタンリセツトにより、簡単に各機能の働きやカメラ各部のセツト状態 
を初期状態に戻すことがでさます。 

MENU ボタンと、 INFO ボタンを同時に2秒な上巧し続けると、背面表巧パネルに 
r 巧巧が態復帰 J と表示されます。 



•背面表示パネルに「初期状態復帰」と表示されるとツーボタン U セットび完了します。 
各機能の働さ-セツト状態は次のよラになります。 


機能 

が 態 

露出モード 

P (プ□グラムオート） 

プ□グラムシフト 

解除 

フオーカスエ U ア 

中央（グループダイナミック AF モード 
時は中央のフォーカスエリアグループ） 

シンク□モード 

先幕シンク □ 

露出補正 

解除 

オートブラケティング 

解除^ 1 

AE □ック 

解除 

シャッタースピード□ック 

解除 

絞0□ック 

解除 

写し込み 

解除 

多重露出撮影 

解除 

インターバルタイマー撮影 

解除^ 


:設定値を初期状態になります。「補正ステップ：]/3段ステップ」、「撮影コマ数： 0 
コマ」になります。また、カスタムメニュー re8:BKT 設定方法」（田 P .108) を 
「組み合わせで選択」 にセットした場合は、「補正ステップ：]/3段ステップ」、「撮 
影コマ数：両側3コマ」、「撮影：日 FF 」 になります。 



《2 :設定値を初期状態になります。「撮影開始曰時：--」、「撮影間隔： ] 秒」、「繰り返し 
回数： ] 回」、「1回の撮影コマ数： ] コスになります。 


P 撮影メニューなかの各メニューで設定した項目について 

• ツーボタン U セットを行ってを、「カスタムメニュー」、「セットアップメニュー」、「レン 
ズ情報」、「言語 （ Language )」 で設定した各項目は、設定された状態び保持されます。 
• カスタムメニューの設定内容を初期設定に戻す場合は、カスタムメニュー 「R :カスタ 
ムリセット」（田 P .94) でカスタム U セットを行ってください。 
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露出補正量および調光補正■の記憶と写し込みについて 


露出補正量および調光補正量として記憶される（阻 P .116)、 または写し込 
まれる（阻 P .134) 補正量は、露出補正、調光補正、ブラケティングの組み 
合わせによって下表のようになります。 

•表中の A 、 目、 C は];!下の補正量を表します。 

A : 露出補正でセツトした補正量（カメラで設定） 

B : 調光補正でセツトした補正量（スピードライトで設定） 

C : ブラケテイングでセツトした補正量（カメラで設定） 


お正の組み合わせ 

露出な正 量 XI 

調光な正 量* 2 

補正なし 

0*3 

0*3 

露出補正 

A 

A 

調光補正 

0*3 

B 

AE - SB ブラケティング 

C 

C 

AE ブラケティング 

C 

0*3 

SB ブラケティング 

0*3 

c 

露出補正+調光補正 

A 

A+B 

露出補正 + AE • SB ブラケティング 

A+C 

A+C 

露出補正 + AE ブラケティング 

A+C 

A 

露出補正+ SB ブラケティング 

A 

A+C 

露出補正+調光補正 + AE • SB ブラケティング 

A+C 

A + B+C 

露出補正+調光補正 + AE ブラケティング 

A+C 

A+B 

露出補正+調光補正+ SB ブラケティング 

A 

A + B+C 


•露出モードび 巧 （マニュアル）の時にカスタムメニュー re 曰： BKT 変化要素」（田 P .10 目） 
を 「 SB 」 にセットして才ートブラケティング撮影 （田 P .77) を行うと、露出補正量およ 
び調光補正量として記憶される、または写し込まれる補正量は、露出補正、調光補正、ブラ 
ケティングの組み合わせによって下表のようになります（表中の A 、 目、 C は上表と同じ）。 


補正の組み合わせ 

露出補正 量 XI 

調光補正 量^ 2 

AE - SB ブラケティング 

0*3 

C 

AE ブラケティング 

0*3 

0*3 

SB ブラケティング 

0*3 

c 

露出補正 + AE • SB ブラケティング 

A 

A+C 

露出補正 + AE ブラケティング 

A 

A 

露出補正+ SB ブラケティング 

A 

A+C 

露出補正+調光補正 + AE • SB ブラケティング 

A 

A + B+C 

露出補正+調光補正+ AE ブラケティング 

A 

A+B 

露出補正+調光補正+ SB ブラケティング 

A 

A + B+C 


:露出モードび巧（マニュアル）の時に露出補正量を写し込むと、適正露出からの露出オーバー量 
または露出アンダー量び写し込まれます。 

《2 :スピードライトの電源び OFF の場合は「0」び記憶されますび、写し込みの場合は何ち写し込ま 
れません。 

《3 :写し込みの場合は「0.0」び写し込まれます。 
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スピードライト撮影 


ニコンクリエイテイブライテイングシステム機能を 
搭載した別売スピードライトと組み合わせて使用す 
ると、多彩なスピードライト撮影が行えます。 


スピ—ドライト撮影 
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ニコンクリエイテイブライテイングシステム 


アクセサリーシューに別売スピードライトを装着すると、スピードライト撮 
影が可能になります。暗いところではらちろん、昼間の屋外撮影などでら、 
逆光の場合や主要被写体の陰影を弱めたい時、人物の目にキャッチライトを 
入れたい時などに、補助光としてち使用できます。 

ニコンク U エイティブライティングシステムでのスピードライト撮影 

このカメラはニコンクリエイティブライティングシステム （ CLS ) にが応しており、二 
コンクリエイティブライティングシステム巧応の別売スピードライト5已-800 • 600 
などとの組み合わせによりを彩なスピードライト撮影び行えまず。ニコンクリエイティ 
ブライティングシステムでは ri - TTL モード J 、[ FV □ック J 、 r オート FP 八イスピード 
シンク nj 、 r マルチエリアアクティブ補助光 （ AF 補助光) J などの専用機能び使用でを 
ます。また、 SB - 800をま:灯、またはワイヤレススピードライトコマンダー SU -800 
をコマンダーとして、複数の捕 M な （ SB -800 •巨00 • R 20 0) を発光制御する、 
r アドバンストワイヤレスライテイング J によるワイヤレス増な撮影び可能になります。 


■ i-TTL モード 

モニター発光を巧う専用 TTL モード （ i - TTL モード）です。 i - TTL - BL 調光などの 
スピードライト撮影び可能です。 i - TTL モード時は、次のようなスピードライト撮 
影び行えまず。 

[ i - TTL-BL 調制 

マルチパターンによる測光情報をもとに主要被写体と背景光のバランスを考慮した目 L (バラ 
ンス）調光を行います。シャッターボタンを押すと、スピードライトびシャッター開口直前 
にモニター発光を行い、画面内の各部から戻ってくる反射光をカメラ内の TTL 自動調光用已 
分割センサーまたは100已分割 RG 目センサーび瞬時にモニターし、主要被写体と背景光のバ 
ランスを考慮した最適な発光量を決定します。 

• G タイプまたは D タイプレンズ装着時は、レンズから得られた被写体までの距離情報を加 
味した最適な発光量をみ定します。 

•非 CPU レンズ装着時は、「レンズ情報」でレンズの焦点距離と開放絞り値を設定すると、 
より精度び向上します （田 P .149)。 

• スポット測光時は自動的にスタンダード TTL 調光となりますので、カメラの測光モードは 
スポット測光じ(外にセットしてください。 

[スタンダード TTL 調光] 

背景の明るさは考慮されず、撮影画面び基準露光量となるよラに調光します。主要被写体の 
みを強調する場合や、スピードライト撮影で露出補正を行ラ時に適しています。 

• 測光モードをスポット測光にセットすると、自動的にスタンダード TTL 調光になります。 

• 通常はモニター発光を行いませんび、オート FP 八イスピードシンク□時や FV □ック時に 
はモニター発光を行う、スタンダード i - TTL 調光になります。 

• 背景光び極端に明るい時は、発光しない場合びあります。 
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■アドバンストワイヤレスライテイング 

5已-800をまな、またはワイヤレススピードライトコマンダー SU -800 をコマンダー 
として、複数の補助な （ SB -800 •巨00 • R 20 0) を発光制御する、ワイヤレス増 
な撮影を巧5ことにより、被写体の影を消して自然な配がにしたり、被写体なかの 
部分に光を当てるなどの効果を出ずことびでをます。 

• カメラと複数のスピードライトを接続するための増灯コードび不要です。 

•ワイヤレス増灯時にを i - TTL モードによる自動調光び巧能です。また、絞り連動外部自動調 
光、外部自動調光、マニュアル発光、 U ピーティング発光を設定巧能です。 

•カメラに装着した S 目-800 (を灯)、またはワイヤレススピードライトコマンダー SU - 800 
(コマンダー)び、カメラから離した複数の S 目-800 • 600 • R 200 (補助灯）を最大3グ 
ループ （ A 、 目、 C ) まで分けてグループごとにワイヤレスで発光を制御します。 
•グループごとに調光補正量 （±3 EV ) や、異なる発光モード （ i - TTL 、 絞り連動外部自動 
調光、外部自動調光、マニュアル発光）をセットすることを巧能です。また、主灯の本発 
光を日 FF に設定し、補助灯のみでワイヤレス増灯撮影を行ラことを巧能です。 

• 言羊細は S 目-800 • 600 • R 200、 SU - 800の使用説明書をご覧<ださし、。 


P モデリング発光について 

• S 目-800 • 目00装着時には、カメラのプレビューボタンを押すとモデ U ング発光び行われ 
ます。アドバンストワイヤレスライティングによる増灯時には、使用する全てのスピード 
ライトのモデ U ング発光び行われるので、照射光の効果を簡単に確認することびでさます。 

-プレビューボタンを押した時にモデ U ング発光を行わないようにするには、カスタム 
メニュー re 4: モデリング発光」 を rOFFJ にセットしてください （田 P .1 C 37)。 


■ FV ロック 


FV □ックを巧うと、構図を変えてもフラッシュ露光量び□ックされるため、被写体 
の明るさを一定に保ご撮影び可能です。 

• i - TTL モード時および絞り連動外部自動調光時のみ使用可能です。 

• アドバンストワイヤレスライティングによる増灯時や、オート FP 八イスピードシンク□時 
でを機能します。 

-アドバンストワイヤレスライティングの場合、を灯の発光モードび外部自動調光でを FV 
□ックび巧能になります。 

• FV □ック中にズーミングや絞り値の変更を行ってち、発光量は自動追随するのでフラッシュ 
露光量（明るさ）は変わりません。 



• FV □ックの使用ち法は次ぺージをご覧ください。 
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ニコンクリエイテイブライテイングシステム-っづき- 


■ FV □ックの使用方法 


1 カスタムメニューけ3 :フアンクシヨン细機能 J で、 [ FV □ック J (初期設定) 
または [ FV □ック/レンズ情報設定 J に設定します（田 P .110)。 

2 SB -呂〇0、 SB - 巨00または SB - 400を装着して電ミ巧を ON にし、発光 
モードを TTL モードまたは AA (5已-800のみ）にセットします（詳細は 
SB -800 • 600* 400の使用説明書をご覧ください)。 

• S 目-400装着時は、電源を ON にするだけで TTL モードにセットされます。 
•アドバンストワイヤレスライティングの場合、主灯の発光モードを外部自動調光 
にセットすることを巧能です。 

3 露光量を合わせたい被写体び画面の中ぶ W こなるよ5にカメラを構え、シャッ 
夕ーボタンを半巧しして被写体にピントを合わせます。 

4 カメラのフアンクシヨンボタンを}甲しまず。 

• スピードライトびモニター発光を行い、露光量を 
計算します。 

• FV □ックび行われ、ファインダー内表示に FV □ッ 
クマーク田！び表示されます。 



5 撮影したい構図にしてシャッターををります。 

• FV □ック中は、被写体の露光量を一定にしたまま複数コマを撮影することびでさ 
ます。必要に応じて手順己を繰り返してください。 

• FV □ックを解除する場合は、カメラのファンクシヨンボタンを再度押してくださ 
い（ファインダー内表示の FV □ックマーク田！び消灯します）。また、下記の場 
合にを Fva ックび解除されます。 

-半押しタイマー日 FF 

-フィルムの巻さ戻し 

-レンズの取り外し 

-スピードライトの電源 OFF 

- i-TTL モード政外の発光モードへの変更 

-フラッシュへッドの角度変更 

-スピードライト側操作によるモデ U ング発光 

-測光モードの切り換え（マルチパターン測光と中央部重点測光との間の切り換 
え政外の場合） 

-カスタムメニュ ー け3 :ファンクシヨン節機能」 を、 「 FV □ック」 および 「FV 
、 □ック/レンズ情報設定」 政外にセット 










0 FV ロック時の測化領域について 

• FVD ック時の測光領域は下のようになります。 


撮影が態 

巧が E - ド 

測が領域 

1灯撮影時 

i - TTL モード 

画面中央 06mm 相当 

絞り連動外部自動調光 

スピードライトの外部測光領域 

アドバンストワイヤレス 
ライティングによる増な時 

i - TTL モード 

全画面 

絞り連動外部自動調光 

スピードライトの外部測光領域 

外部自動調光（主好） 


■才ート FP 八イスピードシンクロ 

シャッタースピードび1/2已〇秒な上の高速になった場合、自動的に FP 発光に切り 

換わります。1/8000砂までのをてのシャッタースピードでスピードライト撮影び 

可能です。日中の撮影でを、同調シャッタースピードを気にすることなく、レンズ 

の絞りを開いて背景をボカした撮影び巧えます。 

* 才ート FP 八イスピードシンク□を使用するには、カスタムメニュ ー「 el :同調速度変更」 
を n/250FP」 に設定する必要びあります（田 P.106)。 

* アドバンストワイヤレスライティングによる増灯時でを機能します。 

* 使用でさる発光モードは、 ] 灯での使用時は i-TTL モード、絞り連動外部自動調光、距離優 
先マニュアル発光、マニュアル発光です。また、増灯時は i-TTL モード、絞り連動外部自動 
調光、外部自動調光、マニュアル発光び使用でさます。 

■マルチエリアアクティブ補助光 （ AF 補助光） 

5已-800 •巨00、 SU - 800のアクティブおかが （ AF 補巧!光）は、このカメラの 

11力巧のフォーカスエリアをてに対応しています。夜間でを被写体の位置を気にせ 

ずに才ートフォーカスによるピント合わせび巧えます。 

* 全ての AF エ U アモード（シングルエ U ア AF モード、ダイナミック AF モード、グループダ 
イナミック AF モード、至近優先ダイナミック AF モード）で使用可能です。 

♦焦点距離24〜1□已 mm の AF レンズを装着し、フォーカスモードを S (シングル AF ヴーボ） 
にセットして撮影を行う場合、被写体び暗い時には自動的にアクティブ補助光 （AF 補助光） 
を照射します。 

• 焦点距離3已 mm より広角の AF レンズ装着時に左端、ち端のフォーカスエ U アを選択してい 
る場合は、アクティブ補助光 （AF 補助光）は照射されません。 


スピ—ドライト撮影 
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CLS 非巧応スピードライトの TTL モードによる撮影 


別売 スピー ドライト （ SB -8 日日 • 6 日日 • 4 日日 m 外）をカメラに装着し、 スピー 
ドライトを TTL モードにセットすると次のような撮影が行えます。 

■マルチエリア BL 調光 

10日已分割 RG 目センサー測光情報をもとに主要被写体と背景光のバランスを考慮した目 L (パ' 
ランス）調光を行います。特にモニター発光を行うスピードライト ( SB -80 DX -已 ODX • 
28/28 DX •27,26, 25) 使用時は、シャッターボタンを押すとスピードライトび本発光 
直前にモニター発光を行い、画面内の各部から戻ってくる反射光をカメラ内の TTL 自動調光用 
已分割センサーび瞬時にモニターして、主要被写体と背景光のバランスを考慮した最適な調光 
レベルを決定します。 

• モニター発光び可能なスピードライトと G タイプまたは D タイプレンズを組み合わせると、 
距離情報も加味され、より精度の高い 3 D - マルチ BL 調光になります。 

• モニター発光び行われないスピードライト使用時や、 G タイプおよび D タイプ外のレン 
ズ装着時は、モニター発光による情報や距離情報び省略された マルチ BL 調 光になります。 
•非 CPU レンズ装着時は、「レンズ情報」でレンズの焦点距離と開放絞り値を設定すると、 
より精度び向上します （田 P .149)。 

• スポット測光時は自動的にスタンダード TTL 調光となりますので、カメラの測光モードは 
スポット測光政外にセットしてください。 

■スタンダード TTL 調光 

スピードライト S 目- 80 DX • 已 ODX • 28/28 DX • 27 • 26 • 2已- 24イま用日寺はスピードラ 
イト側で設定巧能です。その他の TTL スピードライトではカメラの露出モードを 巧 （マニュ 
アル）にセットした時に自動的に行われる調光モードです。背景の明るさは考慮されず、撮 
影画面び基準露光量となるよラに調光します。主要被写体のみを強調する場合や、スピード 
ライト撮影で露出補正を行う時に適しています。 

• 測光モードをスポット測光にセツトすると、自動的にスタンダード TTL 調光になります。 
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TTL モード m 外の発光モード 


TTL モード!;(外に、外部自動調光やマニュアル発光などの発光モードがあり 
ます。発光モードは、 CLS 対応、 CLS 非対応ともに、使用するスピードライ 
卜によって異なりますので、使用するスピードライトの使用説明書をご覧く 
ださい。 

■絞り連動か部自動調光 （ AA ) 

スピードライトの発光による被写体からの反射光をスピードライト自身び測光し、カメラか 
ら伝達されるフィルム感度-絞り値-焦点距離-露出補正量などの情報を加えて、スピード 
ライトび発光量を制御します。 

• 使用するスピードライトび S 目-目 ODX • 2目 DX の場合は、カスタムメニュー re3 : SB 絞 
り連動」 （田 P .107) を 「 ON」 にセットしてください。 SB- 800の場合は、この設定に 
かかわらず、スピードライト側の設定び優先されます。 

■か部自動調光 （ A ) 

スピードライトの発光による被写体からの反射光をスピードライト自身び測光し、適正な露 
出となるようにスピードライトび発光量を制御します。カメラの絞りを変えることで、露出 
補正（田 P.76) び簡単に行えます。 

• 使用するスピードライトび S 目- 80DX • 2目 DX の場合は、カスタムメニュー re3 : SB 絞 
り連動」 （田 P .107) を rOFFJ にセットしてください。 S 巨-800の場合は、この設定に 
かかわらず、スピードライト側の設定び優先されます。 

• 手動でスピードライトに絞りをセットする必要びあります。 

■距離優先マニュアル発光 ( GN ) 

撮影距離、絞り値およびフィルム感度びミ夫まれば、発光量はスピードライトび自動的にセッ 
卜するマニュアル発光です。 CPU レンズ装着時には、撮影距離を入力すれば、絞りを変化さ 
せてを一定の露光量でのスピードライト撮影び行えます。 

■マニュアル発光 （ M ) 

任意の絞りと発光量の組み合わせで露出や撮影距離をコント□ールでさるので、自動調光モー 
ドでは難しいスピードライト撮影にを対応でさます。発光量は M 1/1(フル発光）から 
M]/128 の微少発光まで、撮影意図に合わせてセットでさます（発光量は使用するスピード 
ライトにより異なります)。 

■リピーテイング発光 ( RPT ) 

U ピーティング発光では、シャッターび開いている間、スピードライトび連続発光するため、 
1コマの画面内に被写体の連続的な動さを分解写真のよラに写し込めます。 

* 手動でスピードライトに発光量、発光間隔、発光回数をセットします。 


スピ—ドライト撮影 
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アクセサリーシュー/シンク□ターミナル/レディー ライト 


■アクセヴ IJ — シュー 



• スピードライト S 巨-800 • 600 • 400 • 80 DX • 已 0 DX • 30 • 29 s /29 - 28/28 DX • 
27 • 2目 • 2已 • 24 • 23 • 22 s などを使用する場合は、アクセサリーシューに差し込むだ 
けでコードレスで接続できます。このカメラのアクセサリーシューはセーフティ□ック機 
構（□ック穴）を備えていますので、セーフティ□ックピン付きのスピードライト ( SB - 
800 - 600 • 400 • 80 DX • 30 • 29 s /29 - 28/28 DX • 27 • 26 • 2已- 22 s ) を取 
り付けると、スピードライトび不用意に外れるのを防止でさます。 

■シンク□ター S ナル 



• シンク□コードを必要とするスピードライト使用時には、シンク□コードをシンク□夕ーミナ 
ル ( ISO 己] 9外れ防止ネジ付き）に接続してください。ただし、スピードライト S 巨-800- 
600 • 400 • 80 DX • 已 0 DX • 28/28 DX • 27 • 26 • 2己- 24などをアクセサ U — シュー 
に装着した状態で後幕シンク□を行う場合には、シンク□ターミナルに他のスピードライトを 
接続して増灯撮影などを行わないでください。 


■レデイーライト 



• スピードライト S 巨-800 • 600 • 400 • 80 DX • 已 0 DX • 30 • 29 s /29 - 28/28 DX • 
27 • 2目 • 2已 • 24 • 23 - 22 s などを使用している場合に、充電び完了して撮影び可能な 
状態になると、ファインダー内のレディーライトちび点灯して知らせます。 

•スピードライトび TTL 、 絞り連動外部自動調光、外部自動調光にセットされている時、 
シャッターをきった後レディーライトちび約3秒間点滅した場合は、スピードライトびフ 
ル発光して露出不足の可能性びあることを警告しています。撮影距離、絞り、調光範囲な 
どを再度確認して、撮影し直してください。 
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シンク□モードはシンク□モードボタンとメインコマンドダイヤルでセツトします。 
シンク□モードボタンを巧しなび5、メインコマンドダイヤルを回して*望するシ 
ンク□モードを背面表示パネルに表示させます。 


1 




1 み加モ-ド 1 

ir ©@ 




W ン ]? ンドタがル 




f 


♦ 




み 

1 





ホ目軽減 
ス□—シンク □ 

モード※3、《4 


•ホ目軽減 
モード※3 



:露出モードび S または巧の場合、自動的に「先幕シンク□モード」で制御されます。 
《2 :露出モードび P または円の場合は、ス□—シンク□モードを自動的にセツトされま 
す。セット後、背面表示パネルに下のイラストのよラに表示されます。 


ISO 100 脚 

冊 

ノーマル表示時 

《3:スピードライト側び赤目軽減発光機能に対応していない場合は、シンク□モード表示 
び反転表示になります。 

《4 :露出モードび S またはけの場合、自動的に「赤目軽減モード」で制御されます。 


P スタジオ用大型スト□ボ使用時について 

• スタジオ用大型スト□ボ使用時に後幕シンク□モードをセットすると、正しい同調び行 
えません。 


シンク□モード 


■シンク□モードの設定 


スピ—ドライト撮影 
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シンク□モード-っづき- 


■シンク□モードの種類と特長_ 

セツトでをるシンク□モードは次のとおりです。 

{ I :先幕シンク□モード 

通常のスピードライト撮影時にはこのモードにセツトします （ S 目-26 • 2已- 24使 
用時はスピードライト側のシンク□セレクターでセツトします)。 


も SLOW ] :ス□—シンク□モード 

露出モードを P (プ□グラムオート）または FI (絞り優先オート）にセットしてスピー 
ドライト撮影を行うと、通常は シャッ タースピードび1/目0秒〜1/2已〇秒けート FP 
八イスピードシンク□時は1/目0秒〜1/目0日0秒）に自動的にセットされますび、こ 
のモードでは、背景の露出を考慮してシャッタースピードび最長30秒まで自動制御さ 
れ、背景の夕景や夜景の雰囲気を生かした撮影び行えます。 

C 1: を幕シンク□モ—ド 

動く被写体をスピードライト撮影する場合に、その被写体の動さを想像させる光の流 
れなどを被写体の後方に自然な形で表現できます巧目-2目 • 2日- 24使用時はスピー 
ドライト側のシンク□セレクターでセットします)。露出モードを戸（プ□グラムオー 
卜） または A (絞り優先才ート）にセットすると、ス□—シンク□モードを自動的に 
セツトされます。 


I ：ホ目軽減モード 

スピードライトび発光する前に赤目軽減発光を行い、暗い所で人物の目びホ<写る現 
象を軽減することたくでさます （ S 目-800 • 600 - 400 • 目 0 DX • 28/28 DX - 
27 • 2目- 2已使用時のみ)。 

is ^\： ホ目軽減ス □— シンク□モード 

赤目軽減モードとス□ーシンク□モードび同時にセットされます。露出モードは 
P (プ□グラムオート）または円（絞り優先才ート）にセットしてください ( SB - 
800 - 600 • 400 • 80 DX • 28/28 DX • 27 • 26 - 2已使用時のみ)。 

0 各シンク□モードのごを 意 

• 赤目軽減モードと赤目軽減ス□ーシンク□モード時には、シャッターボタンを押し込ん 
でからホ目軽減発光を行った後にシャッターびされてスピードライトび発光しますので、 
シャッターびされるまで、カメラや被写体の人物び動かないように注意してください 
(シャッターチャンスを優先するような撮影にはおすすめできません)。 

• 赤目軽減ス□-シンク□モードとス□-シンク□モード時にはシャッタースピードび遅 
くなるので、手ブレに注意してください（王脚のご使用をおすすめします)。 
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使用可能なスピードライトについて 


組み合わせる別売スピードライトによって、使用できるスピードライト撮影 
機能が異なります。 

装着レンズ欄の①③③は、それぞれ下記のレンズを巧しまず。 

①： G タイプまたは D タイプレンズ （ DX および IX ニッコールを除く） 

③： G タイプおよび D タイプなかの CPU レンズ、 r レンズ情 ffiJ でレンズの焦点距離 
と開放絞り値を設定した巧 CPU レンズ（田 P .149) 

③：非 CPU レンス 


■ニコンクリエイテイブライテイングシステム巧応スピードライトの場合 


スピードライト 

^^装着レンズ 

SE 

(カメ 

3-8 C 

ラ装ミ 

)0 

旨時) 

向 

SE 

(補 f 

3-8 C 

由。時 

)0 

ド' 1) 

向 

SE 

(力> 

3■巨 C 

:ラ装 i 

)0 

旨時) 

SE 

(備 

3■巨 C 

か口時 

)0 

卜》1) 

冷 

SE 

(カメ 

3-4 C 

ラ鶴 

)0 

のみ) 

冷 

i - TTL-BL 調光※ 2 

の 

〇 

の 

〇 

〇 

① 

〇 

③ 

〇 

〇 

の 

〇 

③ 

〇 

④ 

〇 

① 

〇 

〇 

〇 

の 

〇 

〇 

〇 

スタンダード TTL 調光* 3 

〇 

〇 

〇 




〇 

〇 

〇 




〇 

〇 

〇 

絞り連動外部自動調光 

〇 

〇 


〇 

〇 











外部自動調光 

〇 

〇 

〇 



〇 










距離優先マニュアル発光 

〇 

〇 

〇 













マニュアル発光 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 




才ート FP 八イスピード 
シンク □ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 




FV □ック 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

マルチェ U アアクティブ 
補助光 （ AF 補助光） 

〇 

ぴ4 





〇 

ぴ4 








U ピーティング発光 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 




〇 

〇 

〇 




後幕シンク □ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

赤目軽減発光 

〇 

〇 

〇 




〇 

〇 

〇 




〇 

〇 

〇 


:アドバンストワイヤレスライティングの場合です。 

《2 :測光モードをスポツト測光政外にセツトしてくださし、。 
《3 :スポツト測光ではスタンダード TTL 調光となります。 
《4: AF レンズ装着時のみ巧能になります。 


スピ—ドライト撮影 


1的 

































使用可能なスピードライトについて -つづき一 


■ニコンクリエイテイブライテイングシステム巧応スピードライトの場合 


スピードライト 

装着レンズ 

TTL 

A 

M 

國 

REAR 

<§> 

3 D - マルチ 
BL 調光 

スレチ BL 

スタンダード 

外部自動 
醜※2 

マニュアル 

F 瞧 

マルチ 

フラッシュ 

後幕 
シンク □ 

赤目觀 

SB -80 DX 

SB -28/28 DX 

① 

〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

@③ 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

SB - 已 0 DX 

① 

〇 


〇 


〇 



〇 


@③ 


〇 

〇 


〇 



〇 


SB -27 

① 

〇 


〇 

〇 

〇 



〇 

〇 

@③ 


〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 

SB -2 己※3 

① 

〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

@③ 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

SB -2 已 

① 

〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

@③ 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

SB -24 

の®③ 


〇 

〇 

〇 

〇 


〇 

〇 


SB -2 日 S /2 白※4 
SB -23 

SB -21 B 《4 

の®③ 


〇 

〇 


〇 



〇 


SB -30、 SB -22 S 
SB -22、 SB -20 
SB -16 B ' 5 B -1 已 

の®③ 


〇 

〇 

〇 

〇 



〇 


SB -1 1※已 

SB -14 ※已 

SB -1 40※巳、※己 

の®③ 


〇 

〇 

〇 

〇 



〇 



:スポット測光ではスタンダード TTL 調光となります。また、 S 目-目 ODX •已 ODX • 
28/28DX • 27 • 26 • 2曰- 24政外の TTL 調光び可能なスピードライトで露出モー 
ドを巧（マニュアル）にセットすると、スタンダード TTL 調光となります。 

《2: S 目- 80DX • 28DX 使用時に、①③のレンズを装着した場合、絞り連動外部自動調光 
び巧能になります。カスタムメニュー「白3: SB 絞り連動」を rONJ にセットしてく 
ださい（田 P.107)。 

《3:ワイヤレススレーブセレクターを D にセットした場合、カメラのシャッタースピード 
は自動的に]/200秒より低速側に切り換わります。 

《4 : SB-29S/29 - SB-2 1目使用時の才ートフォーカス撮影は、 AF マイク □ (60mm - 
1〇已 mm • 200 mm • 70-1 80mm) レンズ装着時のみ可能です。 

※已： SB -1 1-14 • 140を使用して、 TTL モードを使用する場合は、接続に TTL 調光コー 
ド SC-23 び必要です。 A モード、または M モードを使用する場合は、 SB -1 1-]4に 
は SC-13 に SU-2 を併用し、 S 目-140には SC-13 に SU-3 を併用して、それぞれ接続 
します。 SB -1 1•14-140とも、 SC -1] か SC-1 已を使用して接続することもでき 
ますび、この場合はカメラのファインダー内のレディーライトは使用できません。ま 
た、シャッタースピードの自動切り換えを行われません。 

《6: SB- 140使用時の紫外線および赤外線撮影は、 S 目-140び M モード時のみ巧能です。 
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巧他社製のフラッシュについて 

•他社製のフラッシュ（カメラのX接点に2已 OVl ツ上の電圧びかかるちのや、アクセサリー 
シュー部の接点をショートさせてしまラちの）を使用しないでください。カメラの正常 
な機能び発揮でさないだけでなく、カメラおよびフラッシュのシンク□回路を破損する 
ことびあります。 


P 別売スピードライト使用時のを意 

• 詳細はご使用になる各スピードライトの使用説明書をご覧ください。 

•ニコンクリエイティブライティングシステムに LS) 対応の別売スピードライトの使 
用説明書にカメラ分類表び記載されている場合は、 CLS 対応グループカメラに該当す 
る箇所をお読みください。 

- CLS 非対応の TTL モードび可能な別売スピードライトの使用説明書にカメラ分類表び 
記載されている場合は、 A グループカメラに該当する箇所をお読みください。 

• S 目-2目 • 2已- 24使用時はスピードライト側のシンク□セレクターのセットび優先さ 
れ、カメラ側のシンク□モードのセットは無効になります。ただし、 S 目-26使用時に力 
メラのシンク□モードをホ目軽減モードまたはホ目軽減ス□ーシンク□モードに設定し 
た場合は、カメラ側の設定び優先されます。 

• スピードライト使用時の同調シャッタースピードは1/2曰0秒じ(下の低速シャッタースピー 
ドです（メディカルニッコール] 20mm F4 をご使用の場合は、 ] /I2日秒じ(下に設定して 
<ださい)。 

• TTL モード時のフィルム感度連動範囲はに日2已〜] 000です。 


• マルチェ U アアクティブ補助光 （AF 補助光）外のアクティブ補助光 （AF 補助光）を備えた 
別売スピードライト使用時は、フオーカスモードび S (シングル AF ヴーボ）で AF レンズを 
装着し被写体び暗い場合でち、次の条件ではアクティブ補助光 (AF 補助光）び点灯しません。 
•シングルエリア AF モード、またはダイナミック AF モード時に、中央じ(外のフオーカ 
スェ U アび選択されている時 

-グループダイナミック AF モード時に、中央のフォーカスエリアを含まないグループび 
選択されている時 


•露出モードび P (プ□グラムオート）の時、カメラび自動設定する開放側の限界絞りは、 
使用するフイルム感度によって下表のように制御されます。 


フィルム感度（旧 0) 

2已 

已〇 

100 

200 

400 

800 

1000 

開放側の限界絞り （ F ) 

2.8 

3.3 

4 

4.8 

已.日 

6.7 

7.1 


※：フィルム感度1段に対し、絞りは1/2段変化します。 

また、フィルム感度び表の中間値の場合を、上下のフィルム感度から比例的に変化し 
ます。 

なお、制御される絞りよりも開放絞りび暗い場合は、装着レンズの開放絞りによって 
制御されます。 



•スピードライトの調光補正時はファインダー内に露出補正マーク因び点灯しますび、 
補正値は表示されません。 
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スピードライトを使用した撮影方法 


ここではカメラに SB -80 日- 6日日- 4日0と G タイプまたは D タイプレンズを 
装着して行う、 i - TTL-BL 調光による撮影の方法を説明します。 

1 スピードライトを装着し、測がモードをセットしまず。 

• スポット測光政外にセットしてください。 

2 露出モードをセットし、シャッタースピードと絞りをお認します。 

• 赤目軽減ス□ーシンク□撮影とス□ーシンク□モード撮影を行う場合、露出モードは 
P (プ□グラムオート）または A (絞り優先オート）にセットしてください。 

• 露出モードごとの、セツト可能なシャッタースピードと絞りは下表のとおりです。 


露出モード 

セツト可能な 
シャツタースピード 

セツト可能な絞り 

田 

P (プ□グラムオート） 

カメラび自動的に 
]/60ホ少〜]/2已0ホ少にセツ 

カメラび自動的に 
セット 

P .66 

S (シャツター優先オート） 

30秒〜]/2已〇秒※2 、X 

P .68 

Fi (絞り優先オート） 

カメラび自動的に 
]/60ホ少〜]/2已0ホ少にセツ 

任后、の絞り"*^3 

P .70 

巧 （マニュアル） 

と… Lb 、 30秒〜]/2已〇秒※吕 、X 

P .72 


:ス□-シンク□モード、後幕シンク□モード、赤目軽減ス□-シンク□モード時は、 
シャッタースピードび最長30秒まで延長されます。また、才ート FP 八イスピード 
シンク□時は、高速側のシャッタースピードび1/8000秒まで制御されます。 

《2 :才ート FP 八イスピードシンク□時は、高速側のシャッタースピードび1/8000秒 
までセット巧能です。 

《3 :調光範囲は設定しているフィルム感度と絞り値によってみまります 。 A (絞り優先 
オート）およびけ（マニュアル）時の絞りのセットはスピードライトの調光範囲 
を考慮して行ってください。 

• カメラはセットされたシャッタースピードを基準に背景光を測光しますので、露出モー 
ドび5 (シャッター優先オート ）、 FI (絞り優先オート）の時は、適正露出範囲外を示 
す露出インジケーターの表示頻度び高くなります。背景光を生かしたスピードライト撮 
影を行ラには、5 (シャッター優先オート）、巧（マニュアル）の場合、この表示び適正 
露出となるようにシャッタースピードをセットします。また 、 P (プ□グラムオート）、 
只(絞り優先才ート）の場合、シンク□モードをス□—シンク□モードにセットしてく 
ださい。 


1施 












3 シンク□モードをセットします。 


4 スピードライトの電源を ON にし、発がモードをセツトしまず。 

• TTL - 目 L にセツトしてください （ S 目-400装着時は電源を ON にするだけで自動的に 
にセツトされます)。 

スピードライトの表示パネルをお認します （ SB - 400なかの場合)。 

•表示パネルに i - TTL - BL 調光時の表示「圆画 （ SB - 800の場合)」または「皿 01 
( SB - 600の場合)」び点灯していること確認します。表示び異なる場合は MODE ボタ 
ンを押して点灯させてください。 

P 構図を巧め、ピントを合わせてファインダー内表示をお認します。 

• シャッターボタンを半押しして、ピント表示 ♦ とレディーライトちの点灯を確認し 
ます。 



7 調光節囲（光の届く節囲）をお認して、撮影します。 

• シャッターをさった後レディーライトちび約3秒間点滅した場合は、スピードライト 
びフル発光して露出不足の可能性びあることを警告しています。撮影距離、絞り、調 
光範囲などを再度確認して、撮影し直してください。 

• スピードライト撮影を行う際は、ご使用になるスピードライトの使用説明書を併せて 
お読み < ださい。 

CSMe 1 :才ート FPA イスピードシンク□をセットしたり、スピードライト撮影時の高速側 
の同調シャッタースピードの限界を、1/日0秒〜1/2已〇秒の中か5選択できます 
(田 P.10 日)。 

CSMe2 :露出モードが P (プ□グラムオート）、 A (絞り優先才ート）時のスピードライト 
撮影時の低速側の同調シャッタースピードの限界を、30秒〜1/60秒の中か5選 
択できます（田 P.106)。 


卜 

撮 

影 
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資料編 


別売アクセサリー、カメラと電池の取り扱いについて、 
仕様、索引などが書かれています。 



別売アクセサリー 


F 6 にはマルチパワーバッテリーパック、リチャージャブルバッテリー、スピー 
ドライトなど、様々なアクセサリーが用意されています。 

■マルチ/ \で一^ V ッテリーパック MB -40 

F 目に装着すると、単3形電池（アルカ U 電池、ニッケル水素充電池、 U チウム電池）8本また 
は別売の Li - ionU チャージャブルバッテリ ー EN - EL 4 a / EN - EL 4 (別売のバッテリー室カバー 
目 L -3 を併用）を使用して F 6 本体に電源を供給し、最高約目コマ/秒の高速連続撮影び可能に 
なります。また、縦位置用のシャッターボタン、メインコマンドダイヤル、サブコマンドダイ 
ヤル、 AF 作動ボタン、マルチセレクター、マルチセレクター□ックレバーを搭載しています。 

■ Li - ion リチャージャブルバッテリ ー EN - EL 4 a / EN - EL 4 

マルチパワーバッテリーパック M 目-40に使用可能な Li - ion リチャージャブルバッテリーで 
す。クイックチャージャ ー MH -21 を使用して充電、キャリブレーシヨンび行えます。別売の 
バッテリ-室 カバ-目 L -3 を取り付けて使用します。 

■クイックチャージャー MH -21 

Li - ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 4 a / EN - EL 4 専用のチャージャーで、残量のない 
EN - EL 4 a / EN - EL 4 を約] 00分でフル充電巧能。キャリブレーシヨン機能も備えています。 
AC ] 00〜 240 V 、 周波数己〇〜60ヘルツに対応しています。 

※：日本国内専用電源コード （ AC 100 V 対応）付属。曰本国がで使用する場合は、別売の電源コードび必要です。 

■データリーダー MV -1 

カメラに記憶した撮影データ（田 P .114) を CF 力ードに保存することびできますに F 力一 
ド付属)。 保をした撮影データはパソコンへ転送して活用することびでさます。 

※：パソコンへ転送する場合、別売の PC 力ードアダプター EC - AD 1 や市販の PC 力ードアダプターまたは CF 力ード 
U ーダーなどび必要になります。 

■アンテイフォグファインダーアイピース DK -17 A 

寒い時や湿度び高い時など、ファインダーのくもりの発生を防止し、ク U アーなファインダー 
像を提供します。また、 DK -17 A は脱落防止機能に対応しています。 

■接眼補巧レンズ/接眼補巧レンズ DK -17 C 

遠視、近視の方のための補助レンズで、接眼部にねじ込むだけで簡単に取り換えびでさます。 
F 目には、視度調節機構び内蔵されております（一2〜 +] m - i ) ので、この範囲を超える視 
度補正び必要な時にご使用ください。一3、一2、0、+1、 +2 m - i の已種類び用意されてい 
ます（いずれを F 6 の視度調節ノブび調節範囲の中央[一] m - i ] の時の値)。視度補正は個人 
差び大きいので店頭で実際に付けてお選びください。また、 DK -17 C は脱落防止機能に対応 
しています。 
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■マグニファイングアイピース DK -17 M 

カメラのファインダー接眼部に取り付けることにより、ファインダー倍率を] .2 倍拡大する 
ことびできます。また、 DK -17 M は脱落防止機能に対応しています。 

■おお目当て DK -19 

接眼窓に取り付けて使用するゴム製の目当てで、撮影にあたってファインダー視野びよりはっ 
さり確認でき、目の疲れを軽減します。 DK -17 (標準装備)、 DK -17 A 、 DK -17 C 、 DK -17 M 
の脱落防止機能に対応しています。 

■変倍アングルファインダー DR - 已 

アダプターリング （ DR - 己に付属）を併用して変倍アングルファインダー DR - 己を装着可能。 
垂直ち向からファインダー像を見ることびでさます。しかを、倍率を]倍（等倍)、2倍叫こ切 
り換えることびでさ、厳密なピントの確認び容易に行えます。 

※： 2倍では周辺部にケラレび生じます。 

■マグニファイヤ ー DG -2/ アイピースアダプタ ー DK -7 

アイピースアダプター DK -7 を併用してマグニファイヤ ー DG -2 を装着すると、ファインダー 
中央部の像を拡大して見ることびでさます。接写や複写、超望遠レンズ使用時などに、厳密 
なピントの確認び容易に行えます。 

■専用セミソフトケース CF -64 

F 6 には専用ケースとして、 CF -64 び用意されています。 AF-S VR ED 24-120 mm F 3.5- 
已 .6 G より小さいレンズを取り付けた状態で収納でさます。 

■ネックストラップ/八ンドストラップ 

ネックストラップはあみひも製の AN -4 Y 、 AN -4 目、および幅の広い AN -6 Y 、 AN -6 W びあ 
ります。色は AN -4 Y 、 AN -6 丫び黄色、 AN -4 目び黒、 AN -6 W びワインカラーです。 

八ンドストラップ AH -4 はカメラのホールディングを確実、容易にして速写性を向上させます。 
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別売アクセサリー -つづき一 


■ファインダースクリーン 


ファインダースクリーン 

特長 

B 

型 

マット式 

[]/[]'[] 

F 日に標準装備されているスク U —ン。一般撮影に適します。 
特にマット面でのピント合わせを好む人や、長焦点レンズな 
どスプリットプ U ズムび使用しにくい場合に適しています。 

U 

型 

望遠用 
マット式 


目型と同じマット式ですび、200の望遠レンズを使用 
する場合は、目型よりをファインダー像び見やすくなります。 
なお、広角レンズなど焦点距離の短いレンズでは、周辺び暗 
くなりますので適しません。測光モードは、中央部重点測光 
またはスポット測光をおすすめします。 



E 

型 

方眼 
マット式 


E 型は目型マット式にち眼を入れたをので、撮影の際の構図み 
定に役立ちます。特に PC ニッコールを使用する時、このスク 
U —ンを用いると便利です。 

。て [] 

單「’ 


M 

十字線 


顕微鏡写真およびべ□ーズ使用の近接撮影に適します。透過式 
で暗い被写体でを明るい視野び得られ、目盛線を利用して倍率 
や被写体の大ささを知ることちでさます。目をわずかに左ちに 
振ってを、像と十字線のずれを感じないとさピントび合ったこ 
とになります。ただし顕微鏡で40倍!; Lb の対物レンズ使用の 
とさはこのずれび見に<いので単に像と十字線び八ッキ U 見え 
るよラにします。 

ふ 

型 

透過式 

。會 


J 

型 

マイクロ 

式 


一般撮影に適し、中央のマイク□プ U ズム部およびマット面 
を使用してピント合わせをします。マイク□プ U ズム部はピ 
ントび合っている場合はマット面と同じようにはっきり見え 
ますび、ピントび合っていない場合はギヴギヴに見えます。 

F 目より暗いレンズでは、マット面でピント合わせを行います。 

[] 。 ' [] 


A 

型 

スプ 
リット式 


一般撮影に適し、マット面および中央のスプ U ットプリズム 
を使用すると、正確なピント合わせび素早く行えます。スプ 
U ットには、 F 已 .6 までかげりなくピント合わせのでさるブラ 
イトビユースプリットを採用しています。 

[】/[】'[] 

@【】： 


L 

型 

斜スプ 
リット式 

丄 

-ご[】一を— [] :- 

中央のスプ U ットプリズム部び約4已°に傾斜していますので、 
カメラを傾けなくてを、水平線のピント合わせび行えます。 


の M 型に交換した場合について 

•測光不可となりカメラの露出計は使用でさません。また、光学特性上、カスタムメニュー 

「 a 已：フオーカスフレーム表示」 の 「 MF 時表示」（阻 P .97) を rOFFJ にセットして、 
マニュアルフオーカスで撮影することをおすすめします。 
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■ニコンスピードライト SB - 800 

* ガイドナンパ' -38 (照射角3已 mm 時、に日 ] 00 • m 表示、20で） 

の多機能、高性能スピードライト。 

• 通常は単3形電池を4本（付属の増設電池パック SD - 800装着時は已本） 

使用。外部電源访り売）として SD -6、 7、目 A 、 パワーブラケット SK - 
6をご使用になれます。 

• レンズの焦点距離に応じて照射角を変化させるオートパワーズーム機 
能を搭載 （24 〜] 〇已 mm )。 内蔵ワイドパネルの使用で] 4 mm 、 

1 7 mm レンズの画角をカノ（一します。 

• 画面内に極端に反射率の高いをのびある時や背景び大さく抜けている場合でを、背景と主 
要被写体の明るさのバランスを考慮してより自然に表現する i - TTL - BL 調光び巧能です。 

* i - TTL - BL 調光、スタンダード TTL 調光、絞り連動外部自動調光 （ AA )、 外部調光 （ A )、 距 
離優先マニュアル発光、マニュアル発光、 U ピーティング発光の発光モードを備えています。 

• ニコンク U ェイティブライティングシステムに対応しており、アドバンストワイヤレスラ 
イティング、 FV □ック撮影、オート FP 八イスピードシンク□、モデ U ング発光などび行 
えます。 

• F 6 の] ] 力所のフォーカスェ U アに対応したマルチェ U アアクティブ補助光 （ AF 補助光) 
を内蔵しています。 

• 付属のバウンスアダプター SW -10 H を使用すると、ソフトなライティングび可能になります。 

■ニコンスピードライト SB - 600 

• ガイドナンパ'-30 (照射角3已 mm 時、に日 ] 00 • m 表示、2ぴ C )。 

• 単3形電池4本で使用可能です。 

•オートパワーズーム機能に4〜 85 mm ) を搭載。内蔵ワイドパネル 
の使用で1 4 mm レンズの画角をカノ（一します。 

* i - TTL - 目 L 調光、スタンダード TTL 調光、マニュアル発光、 U ピーティ 
ング発光（補助灯時のみ）の発光モードを備えています。 

• ニコンク U ェイティブライティングシステムに対応しており、アドバ 

ンストワイヤレスライティング（補助灯としてのみ使用可能)、 FV □ック撮影、オート FP 
八イスピードシンク□、モデ U ング発光などび行えます。 

• F 6 の] ] 力所のフォーカスェ U アに対応したマルチェ U アアクティブ補助光 （ AF 補助光) 
を内蔵しています。 

■ニコンク□—ズアップスピードライトコマンダーキット R 1 C 1 

• ニコンク U ェイティブライティングシステムに対応したク□-ズアップスピードライトシ 
ステムで、ワイヤレスで様々なク□ーズアップ撮影や増灯撮影を楽しむことびでさます。 

♦ワイヤレススピードライトコマンダー SU - 800 (1 台）、ワイヤレス U モートスピードライ 
卜 S 目 - R 200に台）にアタッチメント U ングやカラーフィルター、ケースなどび付属さ 
れたキットです。 




175 



別売 アクセサリー -つづき一 


■1 0ピンターミナルに接続するアクセヴリー 

I ] 0ピンターミナルに下記のアクセサ U —を接続することによ 
り、遠隔撮影、無人撮影などび行えます。 

I 使用しない時は、必ず]0ピンター三ナルにキャップをしてく 
ださい。ゴ三等び入ると、誤作動の原因となることびあります。 

I ]〇ピンターミナルへの接続は、プラグをイラストのようにぺ 
ンタプ U ズム側に傾け、指標を合わせて差し込み、 U ングを時 
計方向に回して固定します。 

I ]〇ピンターミナルを使用する場合は、先にシンク□夕ーミナル側のキャップを外してから、 
10ピンター三ナル側のキャップを外すことをおすすめします。 



名祝 

用透 

長さ 

延長 コード 
MC-21 

MC -22 • 23 • 2已 • 30 • 36に併用可能な延長コード 
です。 

約 3 m 

リモ—トコ-ド 

MC-22 

コード先端にある端テ（青、黄、黒）に特殊装置を接続 
すると、音や信号による遠隔操作び可能となります。 

約 ] m 

接続 コード 
MC-23 

F 目を2台同時に作動させるための接続コードです。 

約40 cm 

変換コード 
MC-2 已 

2ピンターミナル用のラジオコント□-ルセット MW -2 
や、インターバ□メーター MT -2、 ルミコント□ールセッ 
卜 ML -2 などを、10ピンター三ナルに接続するための変 
換コードです。 

約20 cm 

リモ—トコ-ド 

MC-30 

カメラブレを避けたい時や、カメラから離れてレリーズ 
操作をしたい場合に便利です。また、長時間露出（バル 
ブ）撮影時に、シャッターボタンを□ックする機能を備 
又ています。 

約目 0 cm 

リモートコード 

MC-36 

カメラブレを避けたい時や、カメラから離れてレリーズ 
操作をしたい場合に便利です。また、設定時間間隔で撮 
影を行ラインターバルタイマーの設定や、露光時間を指 
定した長時間露出び巧能です。照明付さの表示ノ くネルや、 
長時間露出（バルブ）撮影時にシャッターボタンを□ッ 
クしたり、レ U —ズ中]秒ごとに電子音で知らせる機能 
を備えています。 

約目已 cm 

ルミコント□ール 
セット ML-3 

最大で約 8 m 離れたところから、信号（ホ外パルス光） 
による遠隔操作び行えます。また、あらかじめセットし 
た撮影位置（送信機と受信機の間）に被写体び入ると自 
動的に撮影び行われる才ートト U ガー撮影を行えます。 

- 


U6 



















フィルターについて 


ニコンフィルターは、ねじ込み式、後部交換式、および組み込み式の3つの 
形式に大別できます。 

*F6 の場合は、 R 目0を除いて実用上露出倍数を考慮する必要はありません。 R60 を使用す 
る場合は+1段の露出補正をしてください。 

*F6 の測光系の特性上、従来の偏光フィルター (Polar) は使用でさませんので円偏光フィ 
ルター （C-PL または C-PL のをご使用ください。 

• フィルターをレンズ保護のために常用する場合は、 L37C、 または NC フィルターの使用を 
おすすめします。 

• 逆光撮影の際や輝度の高い光源び画面に入ったりする時は、場合によりフィルターによっ 
てゴーストび発生するおそれびありますので、フィルターをはずして撮影することをおす 
すめします。 

• 露出倍数び外のフィルターを使用した場合には、マルチパターン測光の効果び得られ 
ないことびありますので、中央部重点測光に切り換えて撮影することをおすすめします。 
詳細は、各フィルターの使用説明書をご覧ください。 

• 市販の特殊フィルター等をご使用の場合、オートフオーカスやフォーカスエイド撮影び行 
えないことびありますのでご注意<ださい。 
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カメラと電池の取り扱いについて 


■カメラの取り扱い 

♦カメラ本体をお手入れする際のを意_ 

カメラ本体のお手入れは、ブ□アーでゴミやホコ U を軽く吹さ払った後、乾いた柔らかい 
清潔な巧で軽く拭いてください。特に、海辺で使った後は、真水を数滴たらした柔らかい 
清潔な巧で塩分を拭さ取ってから、乾いた巧で軽く拭いて乾かしてください。 

まれに、ブラシなどで表示パネルを拭いた場合に、静電気で表示パネルか点灯したり、黒 
く変色したりしますび、故障ではありません。しばらくすると元に戻ります。 

♦ミラ~やレンズを手入れする際のを意_ 

三ラーやレンズにゴ三やホコ U び付いているとさは、キズび付さやすいので、ブ□アーで 
ゴミやホコ U を軽く吹き払う程度にしてください。 

レンズに万一指紋などび付いてしまった場合は、柔らかい清潔な布に市販のレンズク U — 
ナーを少量湿らせ、軽く拭さ取ってください。 

♦強いショックを与えないでください。_ 

カメラおよびレンズを落としたり、ぶつけたりしないように注意してください。 

強い衝撃や振動を加えますと、破損したり精密に調整された部分に悪影響を及ぼします。 

♦シャッター幕に触れないでください。_ 

シャッター幕は非常に薄い幕でできていますので、押さえたり、突いたり、ブ□アーなど 
で強く吹くなどは、絶対にしないでください。キズ、変形、破損などの原因となります。 

♦強い電波や磁気を発生する場所は避けて<ださい。_ 

テレビ塔のよラな強い電波や磁気の発生する場所では、カメラび正常に作動しなくなるこ 
とびありますので注意してください。 

•風通しの良い場所に保管してください。_ 

カビや故障などを防止するために、風通しのよい乾燥した場所を選んでカメラを保管して 
<ださい。 

.ナフタ U ンや棒脳の入ったタンスの中、磁気を発生する器具のそば、極度に高温となる 
夏期の車内、使用しているス I -ーブの前などにカメラを置かないでください。故障の原 
因になります。 

♦極端な温度変化は避けて < ださい。_ 

温度差び極端となる所（寒い所から急に暖かい所や、その逆となる所）にカメラを持ち込 
むと、カメラの内外に水滴を生じます。カメラをバッグやビニール袋などに入れて、周囲 
の温度になじませてからご使用ください。 
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♦保管する際は電池を取り出し、乾燥剤といっしょにしてください。 

長期間カメラを使用しないとさは、電池の液漏れなどからカメラを保護するために、カメ 
ラから電池を取り出して保管してください。 

-保管する際は、カメラをポ U エチレン袋などに乾燥剤といっしょに入れておくとより安 
全です。ただし、皮ケースをビニール袋に入れておくと、変質することびありますので 
避けてください。電池は高温、多湿となる場所を避けて保管してください。 

•乾燥剤（シリカゲル）は湿気を吸って効力びなくなりますので、とさどさ交換してくだ 
さい。 

-カメラを長期間使用しないまま放置しておくと、カビや故障の原因となることびありま 
すので、]力月に一度を目安に電源を入れて数回シャッターをさってください。 

■電池の取り扱い 

•3 VCR 123 A IJ チウム電池2本を使用してください。 _ 

別売のマルチノのーバッテ U - パック M 目-40を使用すると単3形電池（アルカ U 電池、 
ニッケル水素充電池、 U チウム電池）8本か、 Li-ioniJ チャージャブルバッテ U - EN - EL 4 a / 
EN - EL 4 (別売のバッテ U - 室カバー BL -3 を併用）び使用できます。 

•大切な撮影に際しては、早めに電池を交換するか、予備の電池を携行してください。 

♦電池を入れるときは、カメラの電源を日 FF にしてください。 _ 

電池を入れるとさは、カメラの電源スイッチを OFF にしてから、@©を間違いのないよう 
正しく入れてください。 

-付属の電池は購入時の作動テスト用ですので、寿命び短い場合びあります。 

•電池の両極び汗や油などで巧れていると、接触不良の原因となります。乾いた巧でよく 
拭いてから使用してください。 

♦低温時には新しい電池を使用してください。 _ 

低温時に消耗した電池を使いますと、カメラび作動しなくなることびあります。 

低温時に撮影する場合は、新しい電池を使用し、保温した予備の電池を用意して暖めなび 
ら交互に使用してください。 

•低温時は、常温時より巻さ上げ速度や撮影可能本数を低下します。低温のために、一時 
的に性能び低下して使えなかった電池でを、常温に戻ると使える場合びあります。 

♦電池を乂の中に投入したり、ショートさせないでください。 _ 

電池を乂の中に投入したり、ショートさせたり、分解、加熱、充電したりしないでください。 
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故障かな？と思った! 5 (修理を依頼される前に) 


上面表示パネル、ファインダー内表示、背面表示パネルに警告表示が点好ま 
たは点滅した場合は、修理を依頼される前に、次のことをご確認ください。 


こんなとを 

原因 


上面表示パネル 

ファインダー巧 

背面表示パネル 

fee 

(庶 i ) 

fee 

(庶 i ) 

FEE 

(点灯） 

• G タイプじ(外の CPU レンズ使用時にレンズ 
の絞り U ングび最ル絞りになっていません。 


(点な） 

(点な） 


• 電池容量びわずかです。 


(点滅） 

(点滅） 


• 電池び消耗しています。 




時計がリセ ッ 
卜しました 
日時を設定して 
<ださい 

• カメラの内蔵時計び U セツトされました。 


(点な） 

AF 

(点な） 

(点灯） 

• 開放絞りからの絞り段数び表示されていま 
す。非 CPU レンズび装着されているか、ま 
たはレンズび装着されていない状態で、レ 
ンズの開放絞り値び設定されていません。 


E r r 

(点滅） 

E 

(点滅） 

E r r 

(点滅） 

E 

(点滅） 

空送り エラー 

• フィルムび正しく送られていません。 


E r r 

(点滅） 

E r r 

(点滅） 

DX ERR 

• フィルム感度を 晒 にセツトした状態で DX 
マークびないフィルムび入っています。 


E 

(点滅） 

[半押しタイマー 
び OFF の間、点 
灯に変わります] 

E 

(点滅） 

[半押しタイマー 
び OFF の間、消 
灯します] 

卷さ戻し完了 

[半押しタイマー 
び OFF の間、消 
灯します] 

• フィルム卷さ戻し完了後、フィルムを取り 
出さずにおくと、半押しタイマーび ON の 
間は、上面表示パネルおよびファインダー 
内表示に と’ び点滅し、背面表示パネルに 
「卷さ戻し完了」と表示されます。 


End 

(点滅） 

End 

(点滅） 

フィルム終了 

• 撮影フィルムび終了しています。 


篇 品 

フイルムカウンター 

(点滅） 

(% M ) 

フィルムカウンター 

(点滅） 

巻き戻し中 

• 電池容量の低下などで卷さ戻し途中で停止 
しています。 



► ◄ 

(点滅） 


• オートフォーカスでピント合わせびでさま 
せん。 



1撕 






















巧処方ま 

田 


• レンズの絞り U ングを最小絞りにしてください。 

P .24 


• 予備の電池を用意してください。 

P .23 


• 電池を交換してください。 

P .23 


•セットアップメニュー 「日時設定」 で、日時の設定を行ってください。 

P .127 


• レンズの開放絞り値を設定すると、レンズの絞り値び表示されます。 

P .42 

P .149 


• フイルムを取り出して入れ直してください。 

P .26 


• DX マーク付フイルムに入れ換えるか、フイルム感度を手動でセットしてください。 

P .27 

P .46 


• フイルムを取り出してください。 

P .36 


• R ] ボタンと R 2 ボタンを同時に巧してフイルムを卷き戻すか、卷き戻しクランク 
を使用して手動で卷さ戻しを行ってください。 

P .48 

P .49 


• 新品電池に交換するなどした後に再度巻さ戻し操作を行ラか、卷さ戻しクラン 
クを使用して手動で卷さ戻しを行ってください。 

P .48 

P .49 


•マニュアル（手動）でピント合わせを行ってください。 

P .63 
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故障かな？と思った! 5 (修理を依頼される前に）一つづき一 


こんなとを 

原因 


上面表示パネル 

ファインダー巧 

背面表示パネル 

hi 1 

(点灯） 

hi 1 

(点灯） 

HI 

(点な） 

•被写体び明るすざて、カメラの露出制御範 
囲を超えています。 


品ぶ） 

品ち） 

Lo 

(点な） 

•被写体び暗すざて、カメラの露出制御範囲 
を超えています。 


露出インジケーター 

(点滅） 

露出インジケーター 

(点滅） 


• +側の場合は被写体び明るすざて、一側の 
場合は被写体び暗すざて、カメラの露出制 
御範囲を超えています。 


bui b 

(点滅） 

bui b 

(点滅） 

buLb 

(点な） 

• 露出モードび S の時にシャッタースピード 
び fawLb にセットされています。 


F または S 

(点滅） 

R 

(点灯） 


•非 CPU レンズび装着されているか、または 
レンズび装着されていない状態で露出モー 
ドび P または S にセットされています。 


巧0 

(点灯） 

[ 1/2 日□秒より高 
速のシャッタース 
ピードをセットし 
た閒 

巧0 

(点灯） 

[ 1/2 日□秒より高 
速のシャッタース 
ピードをセットし 
た樹 

2 已〇 

(点な） 

[ 1/250 秒より高 
速のシャッタース 
ピードをセットし 
た閒 

• 露出モードを S またはけにセットして、ス 
ピードライトを使用する場合に、シャッター 
スピードび同調スピードより高速にセットさ 
れています。 



み 

(点滅） 


•発光直後の約3秒間の点滅は、フル発光し 
て露出不足の恐れびあります。 


E r r 

(点滅） 

E r r 

(点滅） 

ERR 

(点な） 

• 撮影中に何らかの異常を検出しました。 


F U i 

(点滅） 

F U i 

(点滅） 

撮影 データ 
記憶容量 不足 

電源スイッチ 
ON 一 OFF 

• 撮影データの記憶容量びいっぱいになって 
います。 




a 

饭転） 

• 赤目軽減モードまたは赤目軽減ス□ーシンク 
□モードびセットされ、赤目軽減発光び不可 
能なスピードライトび装着されています。 
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巧処方ま 

田 


•露出モードび P の時は ND (光量調節用）フィルターを使用してください （S、A 
の時に下記の操作を行ってち警告表示び消えない場合ち同様に対応してください)。 

• 露出モードび S の時はシャッタースピードをより高速側にセットしてください。 

• 露出モードび A の時はより大きい数値の絞りにしてください。 

P.67 

P.69 

P.71 


• 露出モードび P の時はスピードライトを使用してください （S、A の時に下記 
の操作を行ってを警告表示び消えない場合を同様に対応してください)。 

• 露出モードび S の時はシャッタースピードをより低速側にセットしてください。 

• 露出モードび A の時はより小さい数値の絞りにしてください。 

P.67 

P.69 

P.71 


• +側の場合は ND (光量調節用）フィルターを使用してください。一側の場合は 
スピードライトを使用してください。 

P.69 

P.71 

P.73 


• シャッタースピードを buLb じ(外にセットするか、露出モードを巧にセットし 
て < ださい。 

P.68 

P.72 


• 非 CPU レンズび装着されている場合は、露出モードを A またはけにセットし 
て < ださい。 

P.67 

P.69 

P.70 

P.72 


• シャッタースピードは自動的に]/2己0秒に切り換わりますので、そのまま撮影 
して < ださい。 

• S 目-800 • 目0□使用時は、カスタムメニュ ー「el :同調速度変更」を n/250FPJ 
にセットして、セットしたシャッタースピードのまま、オート FP 八イスピードシ 
ンク□撮影び行えます。 

P.106 

P.168 


•撮影距離、絞り、調光範囲などを再度確認して、撮影し直して<ださい。 

P.162 

P.169 


• 再度シャッターボタンを押してください。この操作で警告表示び解除されなかっ 
たり、頻繁に警告び表示される場合は、ニコンサービスセンターにご相談くださ 
し、再度シャッターボタンを押して警告表示を解除した時に、フィルムび]コマ 
送られる場合びありますび、フィルムカウンターは変わりません。ただし、画 
面内、コマ間、いずれかの写し込み項目としてアップカウント数値びセットさ 
れている場合、アップカウント数値はカウントされます。 

P.18 己 


•いったん電源スイッチを日 FF にし、再度電源スイッチを日 N にしてください。警 
告は解除され、撮影び行えます。ただし、記憶されている撮影データを消去す 
るまで、次のデータは記憶されません。 

P.122 


• 赤目軽減発光び可能な専用スピードライトをご使用ください。 

P.16 已 

P.166 


1 沿 


故障かな？と思った! 5 (修理を依頼される前に）一つづき一 


■電子制御カメラの特性について 

• さわめて稀なケースとして、表示パネルに異常な表示び点灯したままカメラび作動しな 
くなることびあります。原因として、外部から強力な静電気び電子回路内部に侵入した 
ことび考えられます。万一このような状態になったとさは、電源スイッチを OFF にして 
電池を入れ直し、電源スイッチを ON にしてカメラを作動させてみてください。 

■高温-ほ温下での液晶表示について 

•表示パネルとファインダー内に使用されている液晶表示は、高温下では黒くなり、低温 
下では液晶の応答速度び多少遅くなることびあります。いずれの場合を常温時には正常 
に戻ります。 


■イルミネーターパネルの寿命について 

• 表示パネルを照明するイルミネーターパネルは消耗品ですので、使用状況によって明るさ 
び徐々に低下します。これはイル三ネーターパネルの消耗によるをので故障ではありませ 
ん。イル三ネーターパネルの交換をご希望の場合は、最寄りのニコンサービスセンターへ 
お申し付けください（有料)。 

■シャツター幕の特性について 

• シャッターを作動させるとシャッター幕に走行跡び生じますび、これはカメラの耐久性 
と高速駆動を得るための特性であり異常ではありません。また、性能上を影響を及ぼす 
ことはありません。 
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アフター サービスと 保証に ついて 


■この製品についてのお問い合わせは 

ご意見、ご質問はニコンカスタマーヴポートセンターでお受けしています。 

-ニコンカスタマーヴポートセンターにつさましては、使用説明書裏面を 
ご参照ください。 

■修理を依頼される場合は 

ご購入店、またはニコンサービスセンターにご依頼ください。 

-ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することびでさない場合 
は、最寄りの販売店、またはニコンサービスセンターにご相談ください。 

■補修用性含じ立 B 品にっ I "'て 

このカメラの補修用性能部品の保有期間は、製造打ち切り後1日年間を目安 

としています。 

-補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

. 修理可能期間は、部品保有期間内とさせていただをます。なお、部品保 
有期間経過後におさましてち、修理可能な場合ちありますので、ご購入 
店、またはニコンサービスセンターへお問い合わせください。 

•水没、乂災、落下等による故障、または破損で全損と認められる場合は、 
修理び不可能となります。なお、この故障または破損の程度の判定は、 
ニコンサービスセンターにお任せください。 

. -製品の保証について- V 

① この製品には「保証書」びついていますのでご確認ください。 

② 保証書はお買い上げの際、ご購入店からお客様に直接お渡しすること 
になっています。 

「ご購入者氏名」および「ご住所」「購入年月曰」「購入店名」がすべ 
て記載された保証書をお受け取りになり、内容をよくお読みのうえ、 
大切に保管してください。 

③ 保証規定による保証修理は、ご購入曰から3年間となっております。 
「保証書」をお受け取りになりませんと、上述の保証修理びお受けに 
なれないことになりますので、ちしお受け取りにならなかった場合は、 
ただちにご購入店にご請求 < ださい。 

④ 海外での保証内修理は領収書の提示を求められることびありますので、 
保証書ととちに領収書の携行をお願い致します（領収書のない場合は 
有料となる場合びあります)。 

⑥保証期間経過後の修理は、原則として有料となります。また、運賃諸 
掛かりはお客様にご負担願います。 

® 保証期間中や保証期間経過後の修理、故障など、アフターサービスに 
ついてご不明なことびございましたら、ご購入店、またはニコンヴー 
ビスセンターへお問い合わせください。 

V_ J 
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仕様 


型式 

モーター内蔵3己 mm— 眼レフレックス 

電テ制御式フォーカルプレーンシャッターオートフォーカスカメラ 

露出制御 

P :プ□グラムオート（プ□グラムシフト可能） 

S :シャッター優先才ート 

A :絞り優先オート 
巧： マニュアル 

画面サイズ 

24 X 3日 mm 

レンズマウント 

ニコン F マウント （AF カップリング、 AF 接点付） 

交換レンズ 

• G タイプまたは D タイプ AF レンズ （DX およびIXニッコールを除く）： 
フル機能使用可 

- PC マイク□ニッコール8已 mm F2.8D :才ートフォーカスおよび露出 
モード P、S、FI を除く機能使用巧（あおり操作時を除く） 

- G タイプおよび□タイプじ(外の AF レンズ （F3AF 用を除く）： 3D-RGB 
マルチパターン測光を除く機能使用可 
- AI-P ニッコール： 3D-FiG 日マルチパターン測光および才ートフォーカ 
スを除く機能使用巧 

-非 CPU レンズ：露出モード A、 け で可、開放 F 値び F 己.日より明るい場 
合フォーカスエイド巧、レンズ情報設定により RG 日マルチパターン測 
光、絞り値表示など使用可 （AI 方式レンズ使用時） 

- TC-16AS :開放 F 値び F3 .己じ(上明るいレンズでオートフォーカス使用 
巧（フォーカスエイド不可)、一部レンズを除く 
-非 AI 方式レンズ：ニコンサービスセンターでボディーを改造することで 
装着可能（絞り込み測光） 

ファインダー 

アイレベル式ペンタプ U ズム使用、視度調節機構内蔵（一 2.0 〜 +1.0m-i)、 
アイピースシャッター付、アイピース DK- 17標準装備、脱落防止機能対応 

アイポイント 

1 8mm (-1 .Om-i の時） 

ファインダースク U- ン 

日型ク U アマットスク U - ン n 改、他に別売の 6 種と交換可能 

ファインダー視野率 

約100% (対実画面） 

ファインダー倍率 

約0.74倍（已 0mm レンズ • 〇〇 . - ] .Om-i の時） 

ファインダー内表示 
(イル S ネーター付） 

-ピント表示、測光モード表示、 AE □ックマーク、 FV □ックマーク、露出 
モード表示、シャッタースピード□ックマーク、同調秒時マーク、シャッ 
タースピード表示、絞り段数マーク、絞り□ックマーク、絞り表示、多重 
露出撮影マーク、バッテリーチェック表示、フィルムカウンター/露出補 
正値表示、レディーライト、露出インジケーター、露出補正マーク、ブラ 
ケティングマーク、フォーカスエリア（フレーム） 1] 点 

ミラー 

クイック U ターン式 
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レンズ絞り 

瞬間復元式 

オートフォーカス 

TTL 位相差検出ち式、マルチ CAM 2000オートフォーカスモジュールに 
より検出 

-検出範囲： EV -] 〜十] 9 (ISO 100 -常温） 

レンズヴーボ 

S :シングル AF ヴーボ 

C :コンティニュアス AF ヴーボ 

M :マニュアルフォーカス 

•S、 じでは、被写体条件により自動的に予測駆動フォーカスに移行 

フォーカスエ U ア 

11力所のフォーカスエ1」アの中から]力所または複数力所を選択可能 

フォーカスエ1」アモード 

. シングルエ U ア AF モード 
-ダイナ S ック AF モード 
-グループダイナミック AF モード 
-至近優先ダイナ S ック AF モード 

フォーカス□ック 

AE/AF □ックボタン、または S (シングル AF ヴーボ）時シャッターボタ 
ン半巧しにて可能 

測光ち式 

TTL 開放測光ち式 

- 3D-FiG 日マルチパターン測光： G タイプまたは D タイプレンズ （DX お 
よびIXニッコールを除 <) 使用時 

- RG 日マルチパターン測光： G タイプおよび D タイプじ(外の AF レンズ 
(F3AF 用を除く）、 AI-P ニッコール、非 CPU レンズ（レンス眉報設定時） 
使用時 

-中央部重点測光：0 ] 2mm 範囲を測光（中央重点度約7已％) 

-スポット測光： 04mm 相当を測光（全画面の約].己％)、フォーカスエ 

1」アに連動して測光位置可動 

測光範囲 

3D-FiG 日マルチパターン測光： EV0 〜20 

中央部重点測光： EV0 〜20 

スポット測光： EV2 〜20 

(常温、 IS 日100. F1. 4レンズ使用時） 

露出計連動 

CPU 連動ち式、 AI 方式併用、露出計連動レバーを可倒式に改造可能 

露出補正 

+己段の範囲を1/3、1/2、 ] 段ステップで補正可能 

AE □ック 

AE/AF □ックボタンによる輝度値□ック方式 

オートブラケティング 

撮影コマ数： 2〜7コマ、補正ステップ：1/3、1/2、2/3、1段のステッ 
プで可能 

フィルム感度設定 

- DX 方式、マニュアルのいずれも可能（マニュアル優先） 

-フィルム感度連動範囲： DX 時 - ISO 2已〜己000、マニュアル時- 
IS 日日〜日400 (1/3 段ごとにセット可能） 


187 



仕様 -つづき一 


ソヤツ ター 

電デ制御上下走行式フォーカルプレーンシャッター 
(シャッターモニター機能内蔵） 

シャッタースピード 

•户、 g モード'時： 30〜]/8000秒、 

• S モード時： 30〜]/8000秒 （1/3 段ステップ )、X (1/2已0) 

•巧モード時： 30〜]/8000砂り/3段ステップ)、 buLb、 X (1/250) 
※：けモード時に30分まで延長可能 

シンク□接点 

X 接点のみ、]/2己0秒於下の低速シャッタースピードでスピードライト 
に同調けート FP 八イスピードシンク□時は1/8000秒まで可能） 

スピードライトの 

調光ち式 

TTL 自動調光己分割センサーー体型におよび100日分割 RG 日センサー併用 
による似下の TTL 調光制御： 

- i - TTL - 巨 L 調光 ： S 巨-800 • 600 - 400 • SU - 800 /S 巨 - R 200との組 
み合わせ時 

-マ J レチェ IJ ア日 L 調光： SB -80 DX -己 0 DX • 28/28 DX • 27 • 26 - 
2己と G タイプまたは D タイプレンズの組み合わせにより 3 D - マルチ日 L 
調光可能。 G タイプおよび□タイプ似外の CPU レンズ、非 CPU レンズ、 
またはモニター発光を行わないスピードライトとの組み合わせ時にはマ 
ルチ BL 調光可能 

. スタンダード TTL 調光：スポット測光時 
- TTL 調光時のフィルム感度連動範囲 ： ISO 2己〜] 000 

シンク□モード 

•先幕シンク□、後幕シンク□、ス□ーシンク□、赤目軽減、赤目軽減ス 
□-シンク□びセット可能 

レディーライト 

S 巨-800 • 600 • 400 • 80 DX ■ 已 0 DX • 30 • 28/28 DX ■ 27 • 26 • 
23等使用時に充電完了で点灯、フル発光による露出警告時は点滅警告 

アクセサリーシュー 

ホットシュー （ ISO 己 18) 装備、デジタルデータ通信対応 
•シンク□接点、レディ信号接点、 TTL 調光ストップ信号接点、モニター 
信号接点、 GND 付、セーフティ□ック機構（□ック穴）付 

シンク□ターミナル 

シンク□ターミナル （ ISO 己 19) 標準装備、外れ防止ネジ付 

ニコンク U エイティブ 
ライティングシステム 

S 巨-800 • 600 - R 200 • SU - 800との組み合わせによ〇アド'ノくンスト 
ワイヤレスライティング、オート FP 八イスピードシンク□、モデリング 
発光、 FV □ック、マルチェリアアクティブ補助光 （ AF 補助光）に対応 
( S 日-400は FV □ックにのみ対応） 

セルフタイマー 

電デ制御式、作動時間10砂 

プレビュー 

電デ制御式、プレビューボタンにより絞り込み可能 

ミラーアップ 

給送モードダイヤル操作により可能 

フィルム装慎 

順卷さイージー□ーディングち式、フィルムセット完了後、裏ぶたを閉じ 
ることにより]コマ目まで自動空送り 
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フィルム卷さ上げ 

内蔵モータによる自動卷き上げ 

S :1コマ卷さ上げ 

CL :低速連続卷さ上げ（約2コマ/秒[約4コマ/砂]) 

CH :高速連続卷さ上げ（約己已コマ/砂[約8コマ/秒]) 

CS :超低速連続卷さ上げ（約]コマ/砂[約2コマ/秒]) 

•卷き上げ速度：フォーカスモード C 、 露出モード：-1、]/2己〇秒必上の高 
速シャッタースピード、 3 VCR 123 A U チウム電池、3日 EX 平均値 （[] 
内はマルチパワーバッテ U - パック M 日-40に単3形電池または Li-ion U 
チャージャブルバッテリ ー EN - EL 4 a / EN - EL 4 使用時)。 

フィルム卷さ戻し 

-フィルム終了後、内蔵モータによる自動卷き戻し 

•途中卷さ戻し （ R 1、 R 2 ボタン操作による）、手動卷さ戻し可能 

-卷さ戻し時間 （3 日 EX ) :約7秒/約12秒 （CS :超低速連続卷さ上げ時） 

多重露出 

撮影メニュー操作によりセット可能 

インターノりレタイ7— 

撮影メニュー操作によりセット可能 

上面表示パネル情報 
(イル S ネーター付） 

•シャッタースピード□ックマーク、同調秒時マーク、シャッタースピー 
ド表示、絞り段数マーク、絞り□ックマーク、絞り表示、ブラケティン 
グマーク、露出インジケーター、露出モード表示、プ□グラムシフト 
マーク、露出補正マーク、バッテ U —チェック表示、露出補正値表示、 
フイルムカウンター 

背面表示パネル 
(イル S ネーター付） 

-撮影情報画面（ノーマル表示、詳細表示、拡大表示） 

•撮影データ画面（フィルム情報表示、コマ情報表示） 

-メニュー画面（カスタムメニュー、セットアップメニュー、撮影メニュー、 
レンズ情報、言語） 

写し込み 

撮影メニュー操作によりセット可能 

•画面内写し込み、コマ間写し込み、0コマデータ写し込み 
-フィルム感度連動範囲： IS 日已〇〜3200 

内蔵時計 

-クォーツデジタルに4時間制） 

•月末、うるう年自動修正に099年12月31日まで対応） 

裏ぶた 

蝶番式、フィルム確認窓付、 AF エ U アモードセレクトダイヤル、マルチ 
セレクター、 MENU ボタン、旧 0 感度ボタン、シンク□モードボタン、 
INFO ボタン、背面表示パネル装備、データ写し込みユニット内蔵 

撮影データ記憶 

記憶可能フィルム本数（3日枚撮り）：簡易情報時 （13 項目）約日7本/ 
詳細情報時 （21 項目）約31本 

]0ピンターミナル 

標準装備 
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仕様 -つづき一 


電源 

-電池ホルダー MS -4] (標準装備）： 3 V CR 123 A リチウム電池2本使用 
•マルチパワーバッテリーパック M 日-40 (別売）：単3ホルダー MS -40 
( MB -40 に付属単3形電池[アルカ U 電池、ニッケル水素充電池、 U チウ 
ム電触8本使用）または Li - ionU チャージャブルバッテリー EN - EL 4 a / 
EN - EL 4 刷売バッテ U - 室カバー BL -3 併用） 

-内蔵時計用バックアップ電池内蔵 

電源スイッチ 

電源 ON 、 OFF の2ポジションに加え、上面•背面表おパネルにイルミ 
ネーターを点灯させるポジションを装備 

半巧しタイマー 

•電源スイッチ日 N 後、半巧しタイマーび作動し、無操作状態で約8砂後、 

半巧しタイマー非作動 

-電源スイッチ ON 時は、シャッターボタンの半巧し等の操作に連動して、 

半巧しタイマーび作動 


八ツ了 I 」ーチェック 半巧しタイマーび作動中で、上面表示パネルおよびファインダー内表示に 

似下のように表示 


表示パネル 

ファインダー 

内容 



点灯（電池容量充分） 



点灯（電池消耗開始） 



点灯（電池消耗） 


口 

点滅交換表示（表示消な時ち電池交換） 


撮影可能フィルム本数 
(3 6枚撮り） 



試験条件① 

試験条件@ 

20む 

-10 °C 

20む 

-10 °C 

3 VU チウム電池使用時 

約1己本 

約6本 

約3已本 

約1己本 

M 日-40使用時（単3形アルカ U 電池） 

約10本 

約1本 

約已已本 

約4本 

M 日-40使用時（単3形ニッケル水素充電池) 

約3□本 

約30本 

約已已本 

約已□本 

M 日-40使用時（単3形リチウム電池） 

約4己本 

約3己本 

約9已本 

約70本 

M 日-40使用時 

( Li-ion U チャージャブルバッテリ ー EN - EL 4 a ) 

約40本 

約30本 

約7已本 

約60本 

M 日-40使用時 

( Li-ion U チャージャブルバッテ U - EN - EL 4) 

約3己本 

約2已本 

約6已本 

約已□本 


-記載されているフィルム本数は下記の当社試験条件によるわのです。 

①：装着レンズ AF-S VR ED 24-120 mm F 3 .已-已 .6 G 、 手ブレ補正機能 
使用、フィルム給送モード S 、 フオーカスモード C 、 シャッタースピー 
ド1/2已〇秒、無限遠から至近間を1往復し、シャッターボタンの半巧 
しを8秒間持続させ、1回レ U —ズした後、半巧しタイマーびオフにな 
るまで放置して、同じ動作を繰り返して実施。 

( 2 ) :装着レンズ AF-S VR ED 70-200 mm F 2.8 G 、 手ブレ補正機能使用、 
フイルム給送モード CH 、 フオー カスモード C 、 シャッタース 
ピード1/2己0秒、無限遠から至近間を3往復し、シャッターボタン 
の半押しを3砂間持続させ、 ] 回レ U —ズした後、すぐに同じ動作を 
繰り返して実施。 
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バルブ撮影時 

連続撮影時間 


-—- 

20 °C 

-10で 

3 VU チウム電池使用時 

約已時間 

約3時間 

M 日-40使用時（単3形アルカ U 電池） 

約日時間 

約].已時間 

M 日-40使用時（単3形ニッケル水素充電池) 

約己時間 

約4時間 

M 日-40使用時（単3形 U チウム電池） 

約8.已時間 

約7時間 

M 日-40使用時 

( Li-ion U チャージャブルバッテ U - EN - EL 4) 

約7時間 

約日時間 


兰脚ネジ穴 1/4 (ISO ] 222規格) 


カスタムメニュー 41項目（田 P .92) 


ツーボタン U セツト機能 MENU ボタンと INFO ボタンを同時に約2秒間巧す動作により、一部機能 
を除き、各機能のセツト状態を一括して初期状態に U セツト可能 


大きさ 約]已 7 mm (幅） XI 19 mm (高さ） X 78 .已 mm (奥行) 


質量（重さ） 約97已邑（ボディーのみ、電池を除 <) 


別売アクセヴ U — . マルチパワーバッテ U —パック M 日-40 

- Li-ion U チャージャブルバッテ U - EN - EL 4 a / EN - EL 4 
-バッテ U - 室カバー日 L -3 
• クイックチャージャ ー MH -2] 

. デ—タリ—ダ— MV -] 

. ファインダースク U - ン日種 
-アンティフォグファインダーアイピース DK -17 A 
-接眼補助レンズ DK -17 C 
-ソフトケース CF - 日4 


※：撮影可能フィルム本数およびバルブ撮影時連続撮影時間は下記電池を使用した当社試験条件による 
ものです。撮影状況により、撮影可能フィルム本数およびノりレブ撮影時連続撮影時間は前後します。 
- 3 VU チウム電池：松下電池工業製 CR 123 A 
-単3形アルカ U 電池：松下電池工業製 LR 6 
-単3形ニッケル水素充電池：兰洋電機製 HR -3 UB (2300 mAh ) 

-単3形1」チウム電池：富±写真フィルム製 FR 6 

•仕様中のデータは特に記載のある場合を除さ、すべて常温 （20 で）、新品 3 V CR 123 A 
U チウム電池使用時のをのです。 

•仕様•性能は予告なく変更することびありますので、ご了承ください。使用説明書の誤り 
などについての補償はご容赦ください。 

■商標説明 

• CompactFlash ™ (コンパクトフラッシュ）は米国 SanDisk 社の商標です。 

• Microsoft ®、 Microsoft ® Excel 、 Windows ® は米国 Microsoft Corporation の米国お 
よびその他の国における登録商標です。 

• その他の会社名、製品名は各社の商標、登録商標です。 
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索引 


操作ボタン-レバーや表示等は、各部の名称と主なはた S き（阻 P .10 〜 18) 
をご覧ください。 


英数 

AE ブラケティング . 

.P.77 

AE □ツク . 

P.74 


AF エ U アモード… 

P. 已4 


BuLb. 

P.72、 82 


CPU レンズ . 

P.24、40 


DX マーク付フィルム 

P.27 


□タイプ (CPU) レンズ 

P.24、40 


EV 値 . 

P.67 


FV □ツク . 

P.l 已7、 ] 已 8 


G タイプ (CPU) レンズ 

P.24、 40 


i-TTL-BL 調光 .......... 

P.l 已6、 16 已 


i-TTL モード . 

P.l 已6 


RG 目マルチパターン測光 

P.40、 64 


S 目ブラケティング 

P.77 


TTL モード . 

P.160、166 


0コマデータ写し込み 

P.138 


100已分割 RG 目センサー 

P.64 


1コマ卷き上げ （S) 

P.47 


3D-RG 目マルチノ（ターン測光 

P.40、64 


3D- マルチ目 L 調光 . 

.P.160、166 

お 

赤目軽減ス□-シンク □ (モード) . 

.P.164 

赤目軽減（モード） 

P.164 


アクティブ補助光 （AF 補助光） 

P.167 


アドバンストワイヤレスライティング 

P.l 已 7 


後幕シンク □ (モード） 

P.164 


イル三ネーター ..... 

P.83 


インターパルタイマー 

P.l4 已 


写し込み（メニュー） 

P.130 


オート FP 八イスピードシンク □ 

P.l 已 9 


オートフォーカス (AF) 

P.28、 已0、 62 


オートブラケティング（自動段階露出） . 

.P.77 

か 

外部自動調光 （A). 

.P.161 

開放絞り . 

.P.70、72 


拥。城交 D 値の言又 At!!. 

.P.149 


カスタムメ —ュー . 

.P.92 


画面内写し込み . 

.P.130 


距離情報 . 

.P.30、 64、 ] 已6、 160 


グ J レープダイナミツク AF モード . 

.P.54 


言語 (Language). 

.P.l 已 2 


高速連続巻さ上げ (CH). 

.P.47 


コマ間写し込み . 

.P.134 


つマンド□ツク . 

.P.69、7] 


コンティ—ュアス AF ヴーボ (AF-C). 

.P.50 
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ニコンクリエイティブライティングシステム ( CLS ). P . 1 已 6 

日時の設定 .P.127 

年月曰表示順の設定 .P.128 

半押しタイマ— .P.22 

非 CPU レンズ .P .4 K 42、 149 

被写界深度 .P.38 

ファインダー視野率 .P.33 

フオ-カスエイド . P .40、63 

フォーカスエ U ア .P.13、32、 已2 

フォー カ スフレー ム .P .1 3、32、已2 

フォーカスモ_ K . P .28、 40、已0、63 

フォーカス□ック （ AF □ック） . P .60 

プ□グラムオート（巧 .P.66 

プ□グラムシフト .P.66 

プ□グラム線図 .P.67 


最小絞0 .P.24、 70、72 


先幕シンク □ (モード） .P.164 

撮影データの写し込み .P.130 

撮影データの記憶 .P.1 14 

撮影メニュー .P.129 

至近優先ダイナ三ック AF モード .P. 已已 

視度調節機能 .P.83 

絞り優先オート（が .P.70 

シャッターモニター機能 .P.88 

ソヤツター優先才一 h (S).P.68 

焦点距離の設定 .P.149 

シングル AF ヴーボ (AF-S).P. 已〇 

シングルエリア AF モード .P. 已4 

シンクロ (モ-ド) .P.163、 164 

スタンダード i-TTL 調光 .P. 1已6 

スタンダー KTTL 調光 .P.156s 160 

スポット測光 .P.6 已 

ス□-シンク □ (モード） .P.164 

セットアップメニュー .P .1 13 

セルフタイマー .P.84 

測光作ード） .P.64 


43 己 927377 
已 46684 已 46 
P1P1PP1P1 
IP IP IP 1 〇 5 


I M が 

K MB ゴ 

I ブげ卜 c ピ 
K 影 I ル上ッげス 
^ 撮光 I バさセ上- 
ク}測 1 C 卷リさ夕 
ッ出点^出続ン卷ッ 
三露重囲露連夕続ャ 
ナ C 部範間速ボ連シ 
ィ重央光時低-速調 
ダを中調長超ツ低同 




















































































































索弓 I -つづさ一 


ま 


や 

ら 


マニュアル（発光/ M).P.161 

マニュアル（フォーカス/ピント合わせ） .P.63 

マニュアル（露出/が P.72 

マルチ目 L 調光 P.160 
マルチェ U ア目 L 調光 P.160 

マルチェ U アアクティブ補助光 （AF 補助光） P.1 已9 

マルチパターン測光 P.64 

モデ U ング発光 ...... P.1 已7 

モニター発光 ............ P.1 已目、 ] 已目、160 

ミラーアップ ( M - UP ) .P.86 

予測駆動フォーカス .P.3 已、已〇 

レディーライト .P.162 

レンズ情報 .P.149 

連続卷さ上げ .P.47 

露出補正 .P.76 

露出（モ ーK).P.30、66 〜73 

リモート撮影 .P.176 
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資料編 


Nikon 


製品の使い方と修理に関するお問い合わせ 


くニコン カスタ マー ヴポートセンター> 



音声によるご案内に従い、ご利用窓口の番号を入力してください。お問い合わせ窓口の担当者 
びご質問にお答えいたします。 


修理 サービスの ご案内 

修理サービスのご案内を下記 URL にて行っております。 

インターネットを利用して修理サービスの申し込みびでをます。 

「修理見積り」、「修理状況」、「納期」などをご確認でさますのでご利用ください。 

http://www.niKon-innage.conn/jpn/support/service/repair/index.htnn 

<インターネットを利用でさないちのお問合せ> 

二]ンカメラ販売(株）ヴービス部 電話: (045)500-3050 

営業時間: 9:30〜17:30让•日曜日、祝日、年末年始、夏期休業などを除く毎日） 


株式会社二3 > 

ニコ >力乂ラ販売株式を社 


Printed in Japan 
KL 7 B 001 00601 (10) 
8MAA 2310 -- 





